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　黄色く濁にごった雲が、見上げる空を、どこまでも覆おおい尽つくしていた。

　巻き上がる大量の砂を含ふくみ、荒あれ果てた地平線。その彼方かなたに広がる山脈を揺ゆり動かすように、ズゥン！　と一つ、大地が鳴る。間を置いてもう一度、ズゥン！　と鳴る。

　そして鋭するどい咆ほう哮こうが、大気を貫つらぬく。

　彼方に巨きよ獣じゆうの姿があった。

　体高、約五百メートル。岩石のような肌はだに樹き々ぎと雲をまとわせ、まるで自身が一つの山のように見えるそいつは、三日前、突とつ如じよ地を割ってこの地上に現れた。

　ゾウのような長い鼻と、鋭い二本の牙きば。大地を踏ふみ締しめる四本の脚あし。

　ベヒモス──。この世界を脅おびやかす魔ま王おうが繰くり出してきた、とてつもない強敵だ。

　山脈の果てに禍まが々まがしくそびえ立つ魔王城。その近くから出現したベヒモスは、ゆっくりと、しかし揺るぎない破は壊かいの意志を秘ひめ、中央都市へ向けて迫せまりつつあった。

　そして今。巨獣を迎むかえ撃うつ荒こう野やには、すでに国中の冒ぼう険けん者が集つどっていた。

　剣けんや斧おのを携たずさえ、あるいは弓を背負い、またあるいは杖つえを掲かかげ。盾たてを構え、馬を駆かり、竜りゆうに跨またがり──。各おの々おのが信じる力を手に、この強大な敵を討うち倒たおさんと集結した。

　その数、一千。まさに総力戦の名に恥はじない規模だ。

　この大部隊を束ねる壮そう年ねんの指揮官は、馬上に陣じん取どり、彼方の巨獣を睨にらみ据すえた。

　集いし英えい雄ゆう達の闘とう志しが、辺りに渦うず巻まいている。この闘志を戦場に解き放つことこそ、今彼に与あたえられた最大の使命だ。

　スラリと剣を抜ぬき、切っ先を天に掲げる。そして指揮官は、声こわ高だかに叫さけんだ。

「これより我が冒険者ギルドは総力戦を展開する！　総員、攻こう撃げきかい──」

「ちょっと待ったぁっ！」

　だが開始の声は突とつ如じよ遮さえぎられた。遮ったのは他ほかでもない、そう──この俺だ。

「な、何だお前達は！」

　いきなり腰こしを折られて苛いら立だちを見せる指揮官。その目の前に、俺はもう一人の仲間に引っ張られる形で、すかさず走り寄った。冒険者達がいっせいに振ふり返る。彼らの訝いぶかしげな視線を、しかし俺達は物ともせず、威い勢せいよく名乗りを上げる。

「神じん野の琥こ珀はく！　召しよう喚かん術師だ！」

「ライカ・ブランキッテ！　凛り々りしい剣士よっ！」

　片やショートコートとマントに身を固めた、魔ま法ほう使つかい姿の俺。片やビキニアーマーと金きん髪ぱつロングと巨乳が眩まばゆい、美少女剣士のライカ。

「……誰だれかと思えば、ボランティアチームの者か。こんな時に、いったい何の用だ？」

　馬上から指揮官が溜ため息混じりで訊たずねる。もっとも、その答えは一つしかない。俺はライカにつつかれて促うながされながら、すぐさま答えた。

「決まってるだろ。俺達にも戦わせてくれ！」

「お前達の持ち場は前線ここではない。野営テントで医い療りよう班の手伝いをしろと伝えたはずだ。下がっていろっ！」

　すぐさま叱しつ咤たが飛んできた。まあ、当然と言えば当然だ。

　こんな格好をしている俺達だが、実はこう見えて本職の冒険者でも何でもない。冒険者ギルドに採用されることを夢見て、日々ささやかにモンスター退治のお手伝いをしている、ただのボランティアだ。ていうか、ぶっちゃけワナビだ。

　だから、今回の戦いに直接参加することはできない。何しろ敵が強すぎるからな。

　……けど、ここで素す直なおに引き下がるわけにはいかない。何しろ俺達には、どうしても成し遂とげなければならないことがあるのだから。

「心配には及およばないぜ！　きっちりと戦果は挙げるつもりだ！」

「でもってその暁あかつきには、ギルドへの採用、よろしくねっ？」

　俺に続いたライカのこの言葉こそ、俺達の目的そのものだった。

　そう、俺達は冒険者にならなければならない。この戦いを通じて、今度こそ──。

「まあ見てろって、指揮官さん！　今こそ俺の真の力を拝ませてやるぜ！」

「いや、誰も拝みたいだなんて言ってな──」

「フレーフレー、コハクっ！　頑がん張ばれ頑張れ、コハクっ！」

「こらそこっ、応おう援えんしてないで私の言うことを聞け！」

　いちいち喚わめく指揮官を無視して、俺はライカの人任せな声せい援えんとともに、前に進み出た。

　そして掲げるのは、右手の人差し指にはまる赤い指輪だ。この指輪こそ、俺の特とく殊しゆ能力である召喚術の源。この世界にあり得べからざる存在を呼び出すことができる、究極の最終兵器だ。

　その指輪を掲げた刹せつ那な、周りの冒険者達の間にざわめきが走った。

「──お、おい、コハクって、まさかあのコハクかっ？」

「──間ま違ちがいない！　ヨウカイ遣つかいのコハクだっ！」

「──ていうかヨウカイだっ！」

　こら、今誰かひどいこと言ったろ！

　俺は咳せき払ばらいを一つして周りを黙だまらせると、改めて右みぎ腕うでを高く持ち上げた。

　妖よう怪かい──。そう、俺が召喚するのは他でもない、「妖怪」だ。

　この世界とは違う、俺の故郷である別世界に伝わる、超ちよう常じよう的存在。そして何より、この俺に与えられた、唯ゆい一いつにして最大の戦力。

　彼方にベヒモスの巨体が見える。その巨体を討ち滅ほろぼすべく、俺は脳のう裏りにイメージを走らせた。

　敵は巨大だ。倒すには、物理的な力であれを上回らなければならない。

「なるほど、だったらこっちも、巨大なやつで挑いどめばいいってことだな」

　──巨人。召喚すべきイメージは、すぐに固まった。

　ドクン！　と俺の腕に熱い脈動が走った。すでに準備は整っている。俺は大きく息を吸い込み、力の限り叫んだ。

「いでよっ！　巨人！」

　その声に合わせて、大空にゴオッ！　と巨大な渦うずが広がる。空間の歪ゆがみがゲートとなって、雲を割り、風を薙なぎ、大空いっぱいに広がって──。

「っておい、いくら何でもちょっと巨大すぎるんじゃないかっ？」

「コハク、いったいどんな妖怪呼んだの？」

「し、知らない……。そもそも俺、妖怪とか全然詳くわしくないし……」

　……やば、なんか俺、取り返しのつかないことしちゃったんじゃないか？

　俺がドキドキしながら見守る中、やがて渦の中から、ヌッと何かが降りてきた。

「あ、足、だとっ？」

　そう、それはとてつもなく巨大な「足」だった。スネ毛がビッシリ生えた汚きたない足が一本、ズゥゥゥン！　と大地を轟とどろかせて荒野に降り立つ。見た感じ右足っぽい。

　ちなみにサイズは……いや、でかすぎて目測できない。爪つま先さきから踵かかとまでで、少なくともキロメートル単位はある。あの足と比べたら、もはやベヒモスなんて、カナブンぐらいにしか見えない。

　そこへさらにもう一本、今度は左足の方が、地平線にかかるほど遠くに、ズゥゥゥン！　と降りてきた。

「ちょ、両足の間だけでどんだけ距きよ離りあるんだよっ！」

　俺がそう口にした時だ。不意に上空──というか、空の果ても果て、遥はるか雲の彼方から、野太い男の声が降ってきた。

「ちーっす、コハクさん。自分のこと呼んだっすか？」

「口調軽っ！　えーと……お前は？」

「あ、自分、手て洗あらい鬼おにって言うっす」

「て、てあらい……？　何だよそのトイレみたいな名前は」

「四国の山々に足をかけ、瀬せ戸と内ない海かいで手を洗うっす。豪ごう快かいっしょ？」

「豪快すぎて足しか見えねーよっ！」

　俺が空に向かってそう叫ぶと、手洗鬼はべつに頼たのんでもいないのに、よいしょと身を屈かがめてきた。ゴゴゴゴゴ……と大気が轟き、雲を搔かき散らして、ばかでかい髭ひげ面づらがヌヌッと現れる。

　鬼といっても角はない。ただ、厳いかつい顔が大空一面に広がっている。怖こえぇよ。

「な、なんか、とんでもないのが来ちゃったね、コハク……」

　ライカがビクつきながら俺に言った。周りの冒険者達もいっせいに腰が抜け、ついでに指揮官も馬から落ちて、みんなして地面にへたり込んでしまっている。

　さらに山の方を見れば、ベヒモスまで体を丸めて、パオーンと切なそうに鳴いている。ちょっと可愛かわいい。敵だけどさ。

「ま、まあいいさ！　確かにとんでもないものかもしれないけど、こいつは間違いなく俺達の味方なんだ！」

　そう、俺もライカも、これまで幾いく度どとなく妖怪達に助けられてきた。今回もきっとそうだと信じて、俺はさっそく手洗鬼に叫んだ。

「よし手洗鬼！　お前の力でベヒモスを倒してくれ！」

「べひもすって何すか？」

「そこの地面にゾウっぽいのがいるだろ？　それだよ」

「あ、この石ころみたいなのっすか。自分用の卓たつ球きゆうの球にちょうどいいっすね。ほい」

　ズゴゴゴゴゴゴッ！

　空から唸うなりを上げて、巨大な人差し指が降りてきた。そしてベヒモスに迫り──。

　プチッ。

「ゆ、指先で一いち撃げきかよ……」

「すごく呆あつ気けなかったね、コハク……」

　問答無用の勝利に、俺とライカは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。いや、俺達二人だけじゃない。辺りの冒険者達も全員、口をポカンと開けて、手洗鬼の壮そう大だいな勇姿を見上げるばかりだ。

「お、おい、お前達っ」

「何だよ指揮官のオッサン」

「ど、どうしてくれるんだ！　ベヒモスがやられてしまったじゃないか！」

「え、いけなかったのか？」

「いや、私達の渦巻く闘志はどこへやれば──」

「知らねーよそんなのっ！　とにかく俺の力で勝ったんだから、俺とライカのこと、今度こそギルドに入れてくれよなっ！」

　ツッコみつつ添そえた大事な一言に、指揮官が「むう」と頷うなずく。俺はそれを確かめると、口元を綻ほころばせて、急いでライカの方へ振り向いた。

「やったぞライカ！　ついに採用だ！」

「やった！　やったんだね、コハクっ！」

「ああ！　これで俺達は念願の冒険者だぜっ！　よし、冒険者になればこっちのもんだ。一気に戦果を挙げて勇者にランクアップして、念願の魔ま王おうをぶっ倒す！」

「そして勇者印税でウハウハだねっ！」

「任せとけ！　俺達がこの世界の伝説だっ！」

　はしゃぎながら、俺は山脈の彼方かなたを見やる。そこには魔王城の禍まが々まがしいシルエットが、ちょっぴりとだけ見えている。いつか俺がこの手で潰つぶす城だ。

「ふっ、待ってろよ魔王！　最強の勇者が、もうすぐてめーと遊んでやるからなっ！」

　魔王城を指さし、俺が不敵に笑った、その時だ。ふと空の上から、手洗鬼が話しかけてきた。

「あの、ちょっといいっすか、コハクさん？」

「何だよ、急にでかい声出すなよ」

「これでも声潜ひそめてるんすよぉ。それより、そろそろ座っていいっすか？　自分、ずっと立ちっ放しだと疲つかれるんで」

「お、おう。……座ってもいいけど、間違って町とか押し潰すんじゃないぞ？」

　念のため、俺は手洗鬼に強く言った。ここで町一つ壊かい滅めつさせて採用撤てつ回かいなんてことになったら、シャレにならないからな。

「大だい丈じよう夫ぶっすよ。自分、こういうの慣れてるんで。こっちの山に座ればいいんしょ？」

　そう言うなり、手洗鬼が腰こしを下ろした。遥か十数キロ先で地平線を構成する山脈。それをベンチ代わりに、腰こし蓑みのを巻いた壮大なお尻しりが、ズゥゥゥン！　と着陸する。

　そして──とんでもないことが起きた。

「うおおおおっ？　魔王城が潰されたっ？」

　俺は思わず悲鳴を上げた。つい今までちょっぴり見えていた禍々しいシルエットが、明らかにやつの尻の下した敷じきになっている。

「ちょ、手洗鬼、立て立てっ！」

「えー、せっかく座ったのに、また立つんすかぁ？」

　面めん倒どう臭くさそうに手洗鬼が腰を上げる。その重みでひしゃげた山の天てつ辺ぺんに、魔王城の影かげは……うわ、跡あと形かたもねーよ、おい。

「ちょっと待て！　ってことは、魔王はっ？」

　俺は慌あわててライカを振ふり返る。困こん惑わくした顔が返ってくる。仕方なく指揮官のオッサンを見る。固まってやがる。

「ちょ、二人とも何とか言えよ！　魔王はどうなったんだよっ！」

「えーと、あれはどう見ても……」

　ライカがお通つ夜やみたいな顔で言葉を濁にごした。いや、俺だって分かるよ、それぐらい。でもさ、少しは希望ってものがほしいだろ？

　けれど、現実は無情だ。

「た、倒たおした……？　魔王を、倒した……？」

　うわ言のように、俺は震ふるえる声で繰くり返す。

　倒した。いや、倒してしまった。俺がこの世界で討つべき最大にして究極の目標を、たまたま勝手に……。

　勇者になって魔王を倒す──。胸の中で育はぐくまれてきた俺の夢が、弁の外れたボンベの中身のように、シュルシュルと抜ぬけ出していく。思わず愕がく然ぜんと立ち尽つくす俺に、そこへ手洗鬼が一言。

「あれ、自分なんかやらかしたっすか？　いや失敬失敬。ついうっかり」

「うっかりで魔王滅ほろぼしてんじゃねーよ、てめーはっ!!」

　俺の悲鳴は、勝利をつかんだ荒こう野やの果てに、どこまでも虚むなしく響ひびくのだった。




　神野琥珀。十五歳──。ファンタジーラノベが大好きなごく普ふ通つうの高校生だった俺は、ある日謎なぞのゲートを潜くぐって、本物のファンタジー世界に来てしまった。

　そんな俺に与あたえられたのは、妖怪を召しよう喚かんすることができる不思議な指輪。よし、こうなったらこの力を使って、憧あこがれの勇者になってやるぜ！　目指すは魔王の討とう伐ばつだ！

　……って、なあ、魔王滅びちゃったんだけど？　どうすんだよ、この後……。
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「ギルドへの採用？　それならもう打ち切ったぞ？」

　冒ぼう険けん者ギルドの受付嬢じようにそう言われ、俺とライカは思わず声を荒あらげた。

「ちょ、どういうことだよ！　そんな話聞いてねーぞ！」

「つい一週間前まで普通にボランティア募つのってたじゃん！　あれ採用のためでしょ？」

「やかましい。この私の前でピーピー喚わめくな」

　受付嬢が不ふ機き嫌げんそうに一いつ蹴しゆうする。可か憐れんなメイドスタイルに女王様座りというこのチグハグなお姉さんは、相変わらず無む駄だに偉えらそうな態度で、今日も俺達を迎むかえてくれた。

　魔王が滅ほろびてから一週間後──。町にある冒険者ギルドの本部でのことだ。

「説明してくれよ。どうして急に採用を打ち切ったんだよ」

　苛いら立だちと不安で胸をパンパンにしながら、俺は受付嬢に詰つめ寄った。

「言っておくが、俺はあのベヒモスを一撃で倒したんだぞ？」

「それは知っている」

「言いたかないが、ついでに魔王まで倒したんだぞっ？」

「それも知っている。というか、倒したのは君じゃなくて、アレだけどな」

　受付嬢がスッと腕うでを伸のばし、入り口の方を指した。そこから覗うかがえる町並みのさらに彼方に、何か巨きよ大だいな柱みたいなものが、天に向かって伸びているのが見える。

　ああ、スネ毛ぼうぼうの柱がな。

「しかし邪じや魔まな巨人だな。町からだいぶ離はなれているはずなのに、ここからでもよく見えるぞ。おいジンノ・コハク。君が召喚したアレだよ、アレ」

「やかましい。いちいち当てつけがましく言うなっ」

　こめかみをヒクつかせつつ、俺は言い返した。

　手て洗あらい鬼おにはまだあそこにいる。特に用もないから、立ったり座ったり、たまに欠伸あくびをしたり、海で手を洗ったりしている。そのたびに山が潰れ、雲が轟とどろき、足あし跡あとにでっかい湖ができる。邪魔っつーか、災害以外の何物でもない。

　本当ならとっとと元の世界に送り返したいところだ。だがあいにく、一度召喚した妖怪は戻もどせない。このままずっと居座り続ける。……あーあ、やっちまったな、俺。

「コハク、落ち込んでる場合じゃないでしょ？　お姉さんも、ちゃんと説明してよ」

　ライカが話の先を促うながす。冒険者を目指し続けた挙句、親から勘かん当どうまでされたライカにとっては、採用打ち切りなんて話、俺以上に穏おだやかじゃないはずだ。

　しかし受付嬢は、そんなライカを正面から見み据すえ、至し極ごく簡単に答えた。

「魔王が滅びた。それが理由だ」

「魔王が……？　どういうこと？」

「そのままだ。そもそも冒険者ギルドの目的は、魔王を滅ぼし世界の平和を取り戻すことだからな。実際にそうなってしまえば、お役御ご免めんというわけだ。ちなみに君等が先日絡からんだ指揮官も、燃え尽き症しよう候こう群ぐんに陥おちいったとかで、辞表を出して故郷に帰っていったぞ」

　マジかよ。悪かったな、指揮官のオッサン。

「ってことは、冒険者ギルドそのものがなくなるってことか？」

　俺がそう訊たずねると、受付嬢は「いいや」と首を横に振った。

「盗とう賊ぞく退治やら遺い跡せき調査やら運うん搬ぱんの警備やら、一応細かい仕事はいくつもある。だから私も無職にはならない。心配無用だ」

「いや、べつに心配してねーよ、あんたのことは」

「ふん、つれないやつだ。……ただまあ、間ま違ちがいなく今までより仕事の数は減る。だからぶっちゃけ、これ以上冒険者を増やすのも、人件費的な意味で難しいんでな。新規採用はきれいさっぱり打ち切る。それだけの話だ」

「そ、それだけって……。そうだ、だったらせめて、勇者の称しよう号ごうぐらいくれたっていいだろ？　俺達魔王倒したんだぞっ？」

「冒険者でない者に勇者の称号は与えられない──。規則だ。悪く思うな」

　そこまで言い終えると、受付嬢はプイと顔を背そむけ、暇ひまそうに本など読み始めた。どうやら俺達の相手はこれでおしまいらしい。

「待ってよ！　それじゃ困るんだよ！」

　ライカが懸けん命めいに叫さけぶ。受付嬢は欠伸をした。

「うるさいなあ。私はこう見えて忙いそがしいんだ。君等は帰ってよし！」

「読書してるだけじゃん！　そんなことより採用してよ！　私達、明日あしたまでにギルドに採用されないと大変なことになるんだからっ！」

「……ほほう、何かワケアリか？」

　受付嬢の目がチラリとこちらに戻った。ライカが頷うなずく。

　そう、もともと俺達のボランティア活動には、ある理由から期限が設けられていた。そのリミットが、ちょうど明日というわけなのだ。

　だいたいこの前のベヒモス戦だって、本当ならおとなしく裏方でいればいいものを、わざわざ指揮官に直じき訴そしてまで戦いに参加した。それだけ焦あせっていたってことだ。で、その理由というのが──。

「ダメモトで聞いてやる。君等が採用されないと、何がどう大変なことになるんだ？」

「うん、あのね、私……ママにお見合いさせられちゃうのっ！」

「そうか。帰ってよし！」

　ライカの涙なみだながらの訴うつたえは、そんなにべもない一言に呆あつ気けなく一蹴された。まあ、そりゃそうか。

「ちょっとぉ！　少しは同情してよっ！」

「誰だれが同情するか。お見合いだ？　出会うきっかけがあるだけ幸せだと思い知れっ！」

　受付嬢が露ろ骨こつに不機嫌そうになる。……あ、これ、「お察し」ってやつかな？

「もういい。帰ろうぜ、ライカ」

　俺は溜ため息を一つつくと、喚いているライカの肩かたを叩たたき、言った。

　これ以上ここにいてもしょうがない。今の俺達に、この偉そうなお姉さんを説得する術すべはないのだから。

「うぅ、お見合いやだよぉ……」

「ああ、分かった分かった。その件は帰ってからゆっくり相談しよう。な？」

　そう宥なだめつつ、俺はライカを連れてギルドを出ていこうとする。その時だ。ふと受付嬢が俺を呼び止めた。

「おい、ジンノ・コハク。君に一つ訊きいておきたいことがある」

「何だよ」

「ああ。君は──最近あの巨人以外に、何を召喚した？」

　本に落としていたはずの彼女の目が、いつしか俺に向けられていた。

　鋭するどく。まるで刺さし貫つらぬくように。

　俺は──特に何事もなく答えた。

「べつに何も召喚してねーよ。あの手洗鬼が今のところ最後だ」

「そうか。……ならば、いい」

　受付嬢はそう言って、再び本に目を戻した。

　俺は肩を竦すくめると、ライカと二人、ギルドを後にした。




　　　２




　町外れの森の奥。小道を進んだ先に、とある小さなダンジョンが口を開けている。

　もともとはスライムとミミックぐらいしかいない、しょぼいものだったが、今そこは、もはやダンジョンと呼べるかどうかすら怪あやしい「何か」に、すっかり様変わりしていた。

　木製の粗そ末まつな鳥居が建ち、その根元に人面牛のミイラが安置されているという、わけの分からない入り口。そこから足を踏ふみ入れ、青白い鬼おに火びが揺ゆらめく道を抜ぬけると、開けた大広間がある。家具から毛布まで、生活感あふれるアイテムに満たされたその空間は、今や妖怪達の集つどう賑にぎやかな一室と化している。

　このダンジョンこそが、俺とライカが暮らす家だ。……まあ、何で冒険者ワナビが、こんなモンスターの巣そう窟くつみたいなところに住んでるんだって話だけどさ。

「ありゃりゃ、お二人とも、結局冒険者にはなれなかったのですか。残念でしたねー」

　帰宅した俺達を迎えてくれたのは、頭から獣耳を生やした女の子だ。垂れ目がちな緩ゆるい笑え顔がおで相あい槌づちを打ちながら、さっそく慰なぐさめにお茶を淹いれてくれる。

　名前を、ヤエという。

「お前が言うと全然残念そうに聞こえないな、ヤエ」

「むむ、失敬ですよコハクさん。ヤエはいつだって、コハクさんのことを三番目ぐらいには想おもっているのですっ」

　そう言ってプッとむくれるヤエ。こいつは、俺が以前この世界に召しよう喚かんしたメス狸だぬきだ。もちろんただの狸じゃない。れっきとした妖怪である。現にこうして、中学生ぐらいの女の子の姿に化けている。

　玉たま飾かざりをあしらったボブカットに、若草色の短い着物。そしてお尻しりからは、狸の尻しつ尾ぽが盛大にはみ出して、俺達のモフモフ欲よくを誘さそっている。パッと見は可愛かわいらしいが、まあ、妖怪だから、性格は極きわめてフリーダムだ。

「ちなみにヤエちゃん、一番と二番は何なの？」

　ライカが訊ねる。ヤエは大おお真ま面じ目めに答えた。

「二番は食べ物で、一番はもちろんキン○マなのですっ」

「キ○タマ以下かよ、俺はっ！」

　人様っつーか俺の股こ間かんを物欲しそうに見つめるヤエに、俺は思いっきりツッコんだ。

　いや、べつにこいつの言動にエロい意味とかは一いつ切さいない。何でも狸ってのは、八はち畳じよう敷じきのタマこそが神通力の源らしい。なのにヤエはメスなので、タマがないのがコンプレックスになっているのだという。

　で、俺についてるのが羨うらやましくて仕方ないとか何とか。知るか。

「まあまあ、そう卑ひ屈くつにならないでください。コハクさんがヤエのキンタ○になってくれれば、きっとヤエもコハクさんをいっぱい尊敬すると思うのです」

「いや、○ンタマになるって何だよ！　まったく意味分からないぞそれ！」

　俺が叫ぶと同時に、周りでいっせいにゲラゲラと笑い声が起こった。

　一つ目の老ろう僧そう、青あお坊主ぼうず。毛だらけの怪かい物ぶつ、おとろし。でっかい珍ちん獣じゆう、牛うし打うち坊ぼう。ちっちゃいお姫ひめ様さま、ギバ。そして、地面からキノコっぽいものやら貝っぽいものやらを飛び出させている、北海道出身の猥わい褻せつ物こと、トイポクンペの一家──。さらにダンジョンの外には、怪かい蛇じや・野の槌づちの群れが、大量に転がっている。

　みんな、俺がこの世界で召喚してきた妖よう怪かい達だ。そして、今の俺の家族だ。……嫌いやな家族だな、おい。

　ちなみにこの他ほかにも、先日の手洗鬼みたいに、持て余して野に放たれた妖怪達が何体かいる。正直、面めん倒どう見切れないしな。中には魍もう魎りようのように、墓を荒あらして死体をムシャムシャやるのが趣しゆ味みのやつとかもいたし。

「──ところでライカどの」

　青坊主がふと笑うのをやめて、ライカに話しかけた。名前どおり真っ青な肌はだの一つ目顔を向けられて、ライカが元気のない視線を返す。

「何よ、おじいちゃん」

「ふぉっふぉっ、その『おじいちゃん』という呼び方、ええのぅ。胸がきゅんきゅんするわい。……と、それは措おいといてじゃ。お主、今月中に冒ぼう険けん者になれないと、確か──」

「お見合いだったわよねっ。げらげら」

　青坊主の言葉を引き継ついで、おとろしが口を挟はさむ。こんな口調だが、声は野太い。

　自動車ほどもある四つん這ばいの体から、くそ長い大量の髪かみの毛をわっさりと生やしている。何でも鳥居の上にいて神社を守る妖怪だとかで、そもそも俺がこいつを召喚したのも、このダンジョンの門番になってもらうためだった。だから表に鳥居がある。

　もっとも、入ってこようとする人を片っ端ぱしから押し潰つぶす武ぶ闘とう派はだったので、今は門番は引退してもらっているけどな。

「う……、そうよ、お見合いよ。あうぅ～」

　体育座りで嘆なげくライカ。それを慰めようとしてか、足元にちっちゃい猥褻物が三つほど集まってきて、「ホタリホタリ」「オッヘラオッヘラ」とアイヌ語で騒さわぎながら、ライカのブーツをツンツンしだした。

　こないだ産まれたトイポクンペの子供達だ。いつも地面の下にいて、股間のアレだけを地上に露ろ出しゆつする妖怪らしい。もちろんオスかメスかによって出すものも違ちがう。

　ともあれ、んなもんに群がられているビキニアーマーさんは……いったい何なんだこれ。着エロか？

「ライカ、元気出せよ。いいじゃないか、お見合いぐらい。パパッとやって、チャチャッと断ってくりゃ、すぐ終わるっつーの」

「そう簡単にいくわけないでしょ。お見合いなんて言ってるけど、準備してるのはうちのママだもの。私に拒きよ否ひ権なんかないよ。絶対に強制結けつ婚こんだよ。あうぅ～」

　声をかけた俺に、ライカが上うわ目め遣づかいで睨にらみ返してくる。ライカのママさんには、俺も一度会ったことがある。確かに押しの強そうなオバサンだった。

　ライカはこう見えて、いいところのお嬢じよう様さまだ。だが家に縛しばられるのが嫌で、冒険者を目指し始めて早三年。一向に芽が出ず、ついには父親から勘かん当どうされてしまった。で、俺と一いつ緒しよにここで暮らしながら、ともに冒険者になるべく励はげんでるってわけだ。

　そして、そんなライカにお見合い話を持ち込んできたのが、例のママさんだった。

　要するに、勘当を解く代わりに身を固めろってわけだ。もしこれでライカが結婚してしまえば、もうこいつが冒険者を目指すことはできない。たとえ気持ちがどうあったとしても、所帯を持つってのは、たぶんそういうことのはずだ。……いや、十五歳の俺がこんなこと言っても、説得力なんてないけどな。

「けどさ、もうお見合い自体断るなんて無理だろ。ママさんと約束しちまったんだし」

　──近いうちに絶対成果を出してみせる！

　以前ライカを連れ戻もどしに来たママさんをとりあえず引き上げさせるために、俺が言った台詞せりふだ。その時向こうの出してきたタイムリミットが、「来月まで」。ちょうど明日が、その来月末だ。

「うぅ、最悪……。ねえ助けてよコハク。このままじゃ私、本当に勇者になる夢を諦あきらめなくちゃならないよ。コハクはそれでいいのっ？」

「いや、俺だって、そんな結末は嫌だけどさ」

　ライカと一緒に勇者になると決めたんだ。その夢を、俺は叶かなえたい。

「さて、どうしたものか──」

　俺が腕うで組ぐみしながら考え込んでいると、ライカが不意にガバッと立ち上がった。

「そうだコハクっ、妖怪だよ！」

「は？　妖怪？」

「うん、お見合いをキャンセルしてくれる妖怪出してっ！」

「んな都合のいい妖怪がいるかよっ！」

　とりあえずライカを座らせつつ、俺は言い返す。いくら何でも、そんな打ってつけの妖怪なんて……いないよな？

「なあヤエ、一応訊いてみるけどさ──」

「いますよ？　縁えん談だんをご破算にする妖怪なら、割と」

「いるのかよっ！　しかも割とって何だよ、割とって」

「いやぁ、何しろ恋こいと怨うらみは表ひよう裏り一体ですからね。嫉しつ妬とに狂くるった女の人が鬼や蛇へびになって、相手の男をガッツリ祟たたり殺すなんて話、昔っからわんさかあるのです。ですから、そういう鬼やら蛇やらを召喚すればですね、結婚間近の幸せな男にイラッとして、一発でコロリと──」

「殺してどーすんだよっ！」

　危ない危ない、またノリで召喚しかけてたぜ、俺。

「つーことでライカ、この作戦は却きやつ下かだ」

「うぅ～、どうすりゃいいのよ～……」

　ついにライカは体育座りのまま、コロンと床ゆかに倒たおれて、ゴロゴロ転がり始めた。こいつなりのネガティブ体操か何からしい。

　そんなライカを眺ながめながら──俺はふと気になって、ヤエに訊たずねた。

「なあ、今お前、女の人が鬼おにや蛇になるって言ったよな。しかもわんさかあるって」

「ええ、言いましたのです。日本の古典怪かい談だんとしては定番ですよ？　コハクさんは、清きよ姫ひめさんとか知りませんか？」

「だから知らないっての。俺べつに妖よう怪かい詳くわしくないし」

「清姫さんってのは、普ふ通つうの人間の女の子だったのです。だけど、旅のイケメンから冗じよう談だんで『嫁よめにしてやるよ』と言われて、本気にしちゃったのですね。で、イケメンが自分を置いて旅立ったのを知って、怒いかりのあまり大だい蛇じやになったのです」

「ずいぶん唐とう突とつに変身したな、そこ」

「蛇は嫉妬の象しよう徴ちようって言いますからねー。で、蛇になった清姫さんはイケメンを追いかけて、相手がお寺の鐘かねの中に逃にげ込んだところにグルグル巻きついて、恋の炎ほのおで鐘ごと丸焼きにしてしまったのでした。めでたしめでたしなのですっ」

「おいこら、めでたい要素ゼロだろそれ」

　……と、ヤエの講こう釈しやくにツッコミを返しつつ。

　いや、この際嫉妬とかそういう話はどうでもいい。俺が気になったのは、そこじゃない。

「人間が妖怪になる……」

　俺は口に出して、それを呟つぶやいた。

「ふむ、お主、まだ気にしておったか」

　横から青坊主が、一つ目玉をパチクリさせながら、話しかけてきた。

「気にしとっても始まらんぞ？　人間、なる時はなる。妖怪にの」

「ならねーよ！　そもそもなる時っていつだよ、えっ？」

「昔はわんさかあったと、ヤエどのも言っておろう。なぁに、この世界にもっと妖怪が増えれば、そんなこともよく起こるようになるじゃろて」

「誰だれがこれ以上増やすかっ！」

　そう言い返しながらも、心中穏おだやかでない。そう、こいつらの話によれば──どうやら俺は、妖怪になりかけているらしいのだ。

　理由はよく分からない。とある妖怪の血を引いているせいだとか、その血がこいつらと一緒にいたせいで目覚めたとか、それっぽい仮説を並べられたりもしたが、べつに確証があるわけじゃない。ただ、とりあえず今の俺は、「人間の臭におい」がしないらしい。

　正直、妖怪なんかになりたくない。いくらここが異世界だからって、ジョブチェンジも大たい概がいにしろって話だ。

「なあ、その鬼やら蛇やらになった女の人ってのは、元に戻れたのか？」

　俺がそう訊ねると、ヤエと青坊主は互たがいに顔を見合わせ、カクンと首を傾かしげた。ああ、無理っぽいな、これ。

「特にそういう話は聞かないのです。ね、青坊主さん？」

「ふうむ。まあ、御お祓はらい的なもので戻れなくもなさそうじゃが、あまり例は浮うかばんの。ちなみに清姫なら、男と一緒に焼け死におったぞ。かんじぃざいぼぉさぁ──」

「マジかよ。絶望的じゃないか……」

　青坊主のお経きようをよそに、俺は頭を抱かかえうずくまった。それからふと思い出し、ポケットから一枚の紙を取り出して眺める。そこには一頭の仔こ牛うしの絵が描えがかれている。ただ、顔だけが女の子だ。キモい。

　クダンという妖怪を描いたものだ。聖せい獣じゆうの一種で、産まれてすぐに災わざわいを予言して死ぬが、その予言は百発百中。ただしその死し骸がいをミイラにするなどして祀まつれば、その災いを防ぐことができるという。ちなみに、表の鳥居の下に置いてあるミイラもクダンだ。

　で、このクダンが、最近近所の農場でちょくちょく産まれてくる。そのうちの一頭がはっきりと予言したのだ。

　俺が妖怪になる──と。

　だから俺は、この絵を持ち歩くことにした。ヤエの言うには、ただ絵に描くだけでも御ご利り益やくがあるらしいからだ。本当ならミイラにして飾かざっておきたかったが、あいにくそのクダンの死骸は、牛打ち坊が食べてしまった。

　つまりこの絵は、俺が妖よう怪かいにならないための、唯ゆい一いつのお守りってわけだ。

「こいつが最後の砦とりでだ。俺は妖怪になんかならない。絶対に。絶対に……」

　俺が絵を眺めながらぶつぶつ呟いていると、突とつ然ぜんライカがガバッと起き上がった。

「コハクっ、私、新しいクダンちゃん探してくるっ！」

「え？　いきなりどうしたんだよ、ライカ」

「予言してもらうのよ。『ライカ・ブランキッテがお見合いする』って。そうすれば、そのクダンちゃんの御利益でお見合いを回かい避ひできるでしょ？」

「いやいやいや、そう上う手まい具合にクダンが出てくるかよ！　つーか、そんなしょぼい予言で命賭かけるって、クダン的にどうなんだよ！」

　俺がそう言った時だ。ふと、ダンジョンの通路をよろよろ歩いて、当のクダンが顔を覗のぞかせたのは。

「こんにちは、皆みなさま。クダンでございます」

「うおっ、何かやたらと都合よく現れやがった！」

「はい、やたらと都合よく産まれてまいりました」

　クダンは淡たん々たんと答え、床の上にペタリと体を落とす。産まれ立てだからか、それとも常に死にかけだからか、小刻みにプルプル震ふるえている。どっちみち聖獣には見えない。

「クダンちゃん、待ってたよ！　さあ、私のために予言してっ！」

　ライカがすかさず駆かけ寄った。さらにその後ろから、狸たぬきを巨きよ大だい化させたような珍ちん獣じゆうが、ニヤニヤ笑いながらよだれを垂らしてついてくる。牛打ち坊だ。

「おいライカ！　後ろ後ろっ！」

「きゃっ、牛打ち坊ちゃん、まだクダンちゃんのこと食べちゃダメっ！　ちゃんと予言聞いてからだよっ！」

　牛が大好物の化け物を抑おさえようと、そのモフモフな体を懸けん命めいに手で押し留とどめるライカ。それを横目に、クダンはマイペースのまま、口を開いた。

「申し訳ございません。わたくし、まったく別件の予言をしに参りました」

「ええ～、そんなぁっ！」

　ライカが落らく胆たんのあまり、思わず手を緩ゆるめる。その途と端たん、牛打ち坊が図ずう体たいに似合わぬ猛もうダッシュで、クダンのそばに走り寄った。そして牙きばだらけのでっかい口をモギャッと開け、手でクダンを抱だきかかえて──。

「予言いたします。──魔ま王おうが復活……あ～……」

「ガツガツモギャモギャ！」

　予言の途中だというのに容よう赦しやなく、牛打ち坊はあっという間に、クダンを腹の中に詰つめ込んでしまった。もともと牛を殺すことだけが生き甲が斐いの妖怪だ。いつもやる気なさそうにしているくせに、牛に対してだけはマジで容赦ない。

　……で、それより今、クダンのやつ何て言った？

「魔王が復活……っておい！」

　俺はすかさず立ち上がり、ライカを見た。ライカも立ち上がって俺を見る。そして同時に、俺達は叫さけんだ。

「くそっ、こいつは大変なことになるぞっ！」

「やったねコハク！　ギルドがまた採用してくれるかもっ！」

　ってこら、嚙かみ合ってねーぞ！

「いや、採用はともかく、魔王が復活するんだぞ？　大事件じゃないかよ！」

「そんなことより私達が採用されるかどうかが大事だよ！」

「た、確かにそれも大事だけどさ！　つーか今の予言、途中でぶった切られてるけど、どうなんだ？　有効なのか？」

「有効でも無効でも関係ないよ！　さっそく魔王のこと言いふらしにいこっ？」

「やめろ、世間がパニックになるだろ！」

　俺は混乱する頭を搔かきむしり、助けを求めてヤエ達の方に顔を向けた。あいつら、全然こっち見てないけどな。

「牛打ち坊さんは、ほんと牛が大好きなのですねー。あ、そう言えばギバさんは、馬専門なのですか？　牛は興味なし？」

「うむ、わらわは御お馬うまばかりなのであるぞ」

　手の平サイズの空飛ぶ馬に跨またがった小さなお姫ひめ様さまが、ニコニコ笑いながら答える。こいつがギバだ。牛打ち坊が牛を殺す妖怪なら、こっちは馬を殺す妖怪。何でも、この笑え顔がおを見ただけで馬は死ぬらしい。

「しかし最近は御馬を殺あやめてないのである。せっかく近くに牧場があるのにのぉ。それもこれも、コハクがわらわを外に出したがらないせいであるぞ」

「んな殺やる気満々なやつを迂う闊かつに出すわけねーだろっ！」

「うにゅぅ、いけずなやつである。わらわはつまらんぞ。牛打ち坊も、そうであろう？」

「モギャー。モギャモギャ」

　あーあ、なんか物ぶつ騒そうな欲よつ求きゆう不満話で和わ気き藹あい々あいと盛り上がっちゃってるよ。それよりどうなるんだよ、クダンの予言は。

「ねえコハク、それより私のお見合いのことも、もっと心配してね？」

　ライカが不安げに俺を見た。確かに話があちこちに転がりすぎて、俺はすっかりお見合いの件なんて忘れかけている。

　さて、どうしたものか──。

　今一度、頭をリセットして考える。差し当たって、一番早く解決しなければならないのは何だ？　ええと、俺の妖怪化は今のところ防げている。魔王が復活する時期は不明。ってことは……あ、やっぱりお見合いかよ。

「ちなみにママさんから連れん絡らくはあったのか？」

「うん。明日あしたのお昼には迎むかえにくるって」

「なるほど、切せつ迫ぱくしてるな。じゃあ……そうだな、例えばこういう作戦はどうだ？　ヤエにライカの姿に化けてもらって、替かえ玉に──」

「えへへ、任せてください！　化けるのは得意なのですっ！」

　ポンと腹を打ち鳴らし、ヤエが応こたえる。さすが、頼たのもしいな。

「替え玉とキン○マって、ちょっと似てますねー。あ、いいこと思いつきました。せっかくだから、相手の男の人にキンタ○をおねだりするのですっ」

「やめてっ！　そんなことされたら私、本当に痴ち女じよだと思われちゃうっ！」

　俺がツッコむよりも早く、ライカが悲鳴交じりで叫んだ。「本当に」ってことは、すでに世間様からは少し痴女だと思われてるってことだよな。やっぱり。

「ああもう、ヤエちゃんで替え玉するのは却きやつ下かねっ。あと他ほかに、何かいい手は……」

　真しん剣けんに腕うで組ぐみなどしながら悩なやむライカ。おかげでどうしても強調されてしまう巨乳を、俺が密ひそかに堪たん能のうしていると、ふと青坊主と目が合った。

　青坊主のような一つ目の妖怪は、人の悪行を見み抜ぬくのが得意だという。俺も何だか邪じや念ねんを見み透すかされた気がして、慌あわてて目を背そむけようとする。

　と、それよりも先に青坊主の方が、慌てて俺から目を逸そらした。

「こらジジイ、てめーもかよっ！」

「なぁに、誤解じゃよ。わしは僧そう侶りよじゃからして、不ふ淫いん戒かい。女によ犯ぼんは禁止じゃ」

「だから欲求不満なのよね。げらげら」

　おとろしが横から茶々を入れてくる。ライカが「にょぼんって何？」と首を傾げる。

　……そんな混こん沌とんとした会話が、ダラダラ続いていた時だ。このダンジョンで一いつ緒しよに暮らす、最後の一人が帰ってきたのは。

「おい、今帰ったぞ。貴様ら、少しは出で迎むかえてくれたっていいじゃないか」

　ブツブツと不満を垂れながら大広間に入ってきたのは、一人の女の子だ。見た目は小学校高学年ぐらい。白銀の髪かみをツインテールに結ゆわえ、露ろ出しゆつ度どの高い漆しつ黒こくの戦せん闘とう服に身を固めている。そして片手に掲かかげるのは、どう見てもクッソ重たそうな巨大ランス。

「よお、お帰りネイリー。今日のバイトはもう終わったのか？　まだ夕方前だぞ」

「ふん、当然だ。この私にかかれば、喫きつ茶さ店てんのウェイトレスぐらいお手の物──って、それより何を盛り上がっているのだ」

　そう言ってネイリーは、カツカツと床ゆかを踏ふみ鳴らして、俺達の方に寄ってきた。

　魔ま女じよ騎き士しネイリー。魔王軍の元幹部。要するに、れっきとしたモンスター娘むすめだ。

　ついこないだまで敵対していた相手だが、俺が召しよう喚かんした妖怪に振ふり回され、その失態を理由に魔王軍をクビになった。で、仕方なく俺のところに居い候そうろうしてるってわけだ。

（そうか。魔王復活のこと、こいつに訊きいてみればいいのかもな……）

　もしその兆きざしがあるなら、分かるかもしれない──。俺がそんなことを思っていると、ネイリーはそこら辺の皿に置いてあったパンを一つ手に取り、モグモグとかぶり始めた。そして食べ終えるでもなく口に頰ほお張ばったまま、またすぐどこかへ行こうとする。

「なんだ、出かけるのか？」

「うぅ、おえああよいあいあっ」

「食べながら何か言うなよ」
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「モグモグゴクリッ。寄り合いがあるのだ。帰りは遅おそくなるぞ」

「いやお前、誰だれと寄り合うってんだよ。バイト先の飲み会か？」

「ふん、ヴァカにするなっ。私を誰だと思っている。魔王軍の元幹部だぞ？　魔王様がお亡なくなりになった今、何かと忙いそがしいに決まっておろうが」

　そう言い残して、ネイリーは足早に出ていこうとする。「葬そう式しきでもするのかな」と俺が思っていると、不意に彼女の背中をライカが呼び止めた。

「ちょっと待って、ネイリー。訊きたいことがあるの」

「何だビキニアーマー。私は急いでるんだぞ？」

　不ふ機き嫌げんそうにネイリーが振り返る。そんな魔王軍の元幹部に、ライカは臆おくすることなく訊たずねた。もちろん、気になるあの件について──。

「私、明日お見合いがあるんだけど、何とかしてチャラにできないかな？」

「って、そっちかよ！　つーかそれネイリーに訊いてどうすんだよ、お前はっ！」

　もう形なり振ふり構かまわずだ。ネイリーは顔をしかめながら、面めん倒どう臭くさそうに即そく答とうした。

「そんなもの、嫌いやなら逃にげればいいだけだろ。じゃあなっ」

　そして今度こそ外へ出ていく。俺はそれを見送り、小さく溜ため息をついた。

「しょうがない。あいつが帰ってきたら、改めて魔王について訊くとするか」

「……ねえコハク」

「何だよライカ。せっかくの質問タイムを潰つぶしやがって──」

「駆け落ちしよう」

「……は？」

　今何て言った、こいつ。

「駆け落ちだよ！　私と駆け落ちしよう！　そうしようっ！」

「ちょ、待て、落ち着けっ！」

　いきなり俺の肩かたをつかんでガクガク揺ゆさぶってきたライカを、俺は懸命に宥なだめる。しかしネイリーの助言がこいつに火を点つけたに違ちがいない。しかも、割と点けちゃいけないタイプの火が、ぼうぼう燃え盛ってやがる。

「ああもう、腕うでを引っ張るな！　だいたい何で駆け落ちなんだよ！」

「だって一人で逃げても心細いんだもん！　ねっ？」

「ねっ？　じゃねーよっ！　俺ただのマキゾエじゃねーかよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　駆け落ちなら同罪になるから！」

「なって堪たまるか！　こら待てライカ、考え直せ！　だいたい俺駆け落ちとかそういうの初めてだし、お前と二人っきりで寝ね泊とまりなんて、間が持たないっていうか責任持てないっていうか──って何言ってんだよ俺っ！」

「コハクさん、ツッコむポイントがだいぶずれてる気がするのです」

　横からヤエが茶々を入れてくる。俺もそう思うよ。

「ああもう分かった！　行くよ行くっ！　一緒に行けばいいんだろっ？」

　もはやここまで暴走したライカを食い止める方法など、あいにく俺には思いつかない。仕方なく頷うなずいた瞬しゆん間かん、ライカの顔いっぱいに笑みが浮うかんだ。

「やった！　そうと決まればさっそく出発だよっ！」

「おい待て、せめて旅たび支じ度たくぐらいさせろっての！」

「ダメだよコハク。駆かけ落ちは勢いが肝かん心じんなんだから」

「勢いよすぎんだよ、お前はっ！」

　そんなこんなで大おお騒さわぎしながら、とりあえず数日分の荷物を急いでまとめる。その光景を妖よう怪かい達が、無む駄だにニヤニヤしながら見守っている。

「ふぉっふぉっ、ええのぉ、若いのぉ」

「あたしも駆け落ちしたいわ。げらげら」

「ホタリホタリ！　ホタリホタリ！　ホタリホタリ！」

「オッヘラオッヘラ！　オッヘラオッヘラオッヘラオッヘラ！」

　やべぇ、トイポクンペどもがサカってやがる。いったい何想像してんだよ。つーか、俺と同じことか？

「お二人とも、気をつけて行ってらっしゃいなのです。……あ、そうだコハクさん。ちょっと確かめておきたいのですけど」

「何だよヤエ、この際ついてくるなら大だい歓かん迎げいだぞ？」

「いえいえいえ、そんな無ぶ粋すいなことはしないのです。それより──女犯禁止ですよ？」

「何でだよっ！　じゃなかった。分かってるよっ！」

「ねえコハク、にょぼんって何？」

「お前もいちいち訊くな！　ほら、さっさと行くぞ！」

　思わず滑すべった口がうやむやになったことだけは安心しつつ──。俺は真っ赤な顔で荷物を担かつぐと、ライカの手を引いて、急いでダンジョンを飛び出した。

　こうして俺とライカの、初めての駆け落ちが幕を開けたのだった。
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「──ところでお前さん方は、見たところ旅の冒ぼう険けん者様かや？　そうだんな？」

　次し第だいに濃こくなり始めた西日の中、俺とライカを乗せた荷馬車を操あやつる御ぎよ者しやのおじさんが、訛なまり混じりにそんなことを言ってきた。

「ううん、違うよおじさん。私達、駆け落ち……ムググっ？」

「そうだよ冒険者だよ冒険者！　断じて駆け落ちなんかじゃないからなっ？」

　正直にぶっちゃけすぎるライカの口を押さえ、俺が言い直す。おじさんがそれを聞いて何を思ったかは分からないが、「ほーお」と曖あい昧まいな応こたえしか返ってこなかった。

　あれからダンジョンを飛び出した俺達は、町外れから峠とうげ道みちを越こえて、近くの町か村へ向かうことにした。まあ、駆け落ちといっても、明日のお見合いさえチャラにできればいいだけだ。せいぜい三日も逃げ回っとけば充じゆう分ぶんだろう。

　というわけで──。ちょうど道みち端ばたで出会った荷馬車のおじさんに、これから帰るという村まで乗せていってもらうことにした。異世界流ヒッチハイクだな。

「おじさんの村は、まだ遠いの？」

「いんや、すぐそこだ。ちっぽけだが宿もあるし、泊とまっていくとええよ」

　のんびりと荷馬車を走らせながら、おじさんがライカに答える。

（宿か……。俺、ライカと二人っきりで泊まるんだよな……）

　ふとそれを思い、妙みようにドギマギしてしまう。べつに今までだって、どさくさに紛まぎれてライカの胸にダイブしようとしたことは稀まれにあったけど、さすがにこういうガチな状じよう況きようってのはない。

　駆け落ち。二人きりでお泊まり。となればこいつはもう、ホタリホタリでオッヘラオッヘラ──って何考えてんだよ俺！

（いや、冷静になれ！　どうせ何も起きないっての！）

　何しろライカのことだ。たとえベッドが一つしかなくても、俺を蹴け落おとして、幸せそうな寝ね顔がおを見せてくれることだろう。うん、それでいいよ。俺もその方が安心だし。

　やれやれと肩を竦すくめながら、来た道を振り返る。もう元の町はどこにも見えない。辺りの景色は、すっかり見知らぬ姿に変わっている。

　そんな中でただ一つ見覚えあるのが、山の向こうにそびえる手洗鬼のぶっとい足だけだ……って、ほんと邪じや魔まだなアレ。しかも町で見た時と距きよ離り感かん変わってないし。なんか俺、逃げてる気しなくなってきたぞ。

　俺がひとり呆あきれていると、不意におじさんが妙なことを言ってきた。

「……ところでお前さん方。腕は立つ方かね？」

　あくまで目は前の道を見ながら、いかにも含ふくみありそうな言葉が、俺達に投げかけられる。ここから先にどんな台詞せりふが続くのか──。ファンタジーに慣れ親しんでいる俺は、何となく察しがついた。

（──ああ、間ま違ちがいない。クエストのフラグだな！）

　大方何かを倒たおしてくれとか、そんなところに違いない。図はからずも異世界ファンタジーっぽいイベントが始まったってわけだ。こいつは何としても受けたいところだけど……。

　しかし俺はすぐに思い直した。今の俺達には、あいにく大した戦力がない。妖怪や本職冒険者の助けがない以上、あまり厄やつ介かいごとには首を突つっ込まない方がいいだろう。このおじさんには悪いけどな。

「実はの、ここ数日、おらの村にモンスターが出るようになっての……」

「任せてよおじさん！　私達、腕には自信があるんだから！」

「おいこら、勝手に安やす請うけ合いしてんじゃねーよっ！」

　くそっ、やっぱりこうなるのかよっ！

「何しろここにいるコハクは伝説の勇者、《グレートサモナー》なんだよっ！」

「今その設定持ち出すな！　話がややこしくなるだろっ！」

　ちなみにライカが宣言した「伝説の勇者」ってのは、こいつが創作ノートに書いていた妄もう想そうストーリーの主人公だ。彼は、こことは別の世界からやってきた少年で、指輪の力で魔物を召喚して操るらしい。で、その設定がたまたま俺と被かぶってたせいもあって、俺はライカから、ちょくちょく伝説の勇者呼ばわりされているってわけだ。

　まあ、ぶっちゃけちょっと嬉うれしかったりもするけどさ。俺も好きだし、そういうの。

「ほっほーっ！　伝説の勇者様かね！　そりゃ心強い！」

　……あ、おじさんが信じちゃってるぞ。やっぱ嬉しくないわ、これ。

「だったらぜひ、お前さん方、おらの村のモンスターを退治してくれんかの？」

「もちろんだよ、おじさん！　報ほう酬しゆうは、今夜の私達の宿代分ってことでどう？」

「おお、そりゃまったく問題ないでな。よしよし、話は決まったなっ」

　すでに商談レベルで話をまとめ、ライカとおじさんが互たがいに頷き合う。もはや断りづらいこの状況に、俺は横で頭を抱かかえ続けた。

　……この後に続いた、二人のやりとりを耳にするまでは。

「ところでおじさん、そのモンスターって、どんなやつなの？」

「見たこともねえモンスターだ。人間っぽい形をしてるんだが、耳が長くてな。毎晩墓を荒あらして、骨を貪むさぼり食っとる。とってもおっかねえやつだ……」

　モンスターの特とく徴ちようを口にしながら、ブルブル震ふるえるおじさん。同時にライカが目をパチクリさせ、何かを訴うつたえるように俺を見つめてきた。

　俺は、叫さけんだ。もはや叫ぶのが俺の役目だった。

「ってそれ、魍もう魎りようじゃねーかよっ！」

　ごめんおじさん。それ、俺が前に召しよう喚かんした妖怪だわ。




　その夜──。

　俺とライカは、さっそく村外れの墓地を訪おとずれ、張り込むことになった。

「ねえコハク、私おじさんに宿代チャラでって言っちゃったけど、今夜お墓で過ごすってことは、あの交こう渉しようってひょっとしてすごく無意味だった？」

「無意味っつーか無報酬だな、明らかに」

　持ってきたゴザの上にあぐらをかき、村人から差し入れにもらった干し野菜を齧かじりながら、俺は憮ぶ然ぜんと答えた。あのおじさん、道理で二つ返事で頷きやがったわけだ。

「まあいいさ。さっさと魍魎を追っ払ぱらって宿に行こうぜ。そうすりゃ元は取れる」

　せこいことを言いながら、俺はカンテラの火を掲かかげ、辺りに目を走らせた。

　不気味に静まり返った墓地は、月明かりも乏とぼしく、どす黒く染まって見える。いつぞやボランティアでゾンビ退治を手伝いにいった墓地も、こんな感じだった。思えば、魍魎を召喚したのもあの時だ。

　魍魎ってのは、墓を荒らして死体を貪る妖怪だ。見た目は赤黒い肌はだをした全ぜん裸らの子供で、ふさふさした黒くろ髪かみから、ウサギのような長い耳が伸のびている。あと、ニタニタした顔が気持ち悪い。しかもいっぱいいる。

　それでも、決して生きた人間に危害を加えるような連中じゃない。それに一応俺、やつらのマスターだしな。よそに行くよう言い聞かせれば、素す直なおに退散してくれるだろう。

「楽勝だな。なんか八百やお長ちようしてるみたいだけどさ」

「魍魎。魍魎……。う、頭が……」

「ライカ、お前まだトラウマ癒いえてないのかよっ！」

　前に魍魎によるグログロなゾンビ退治を見てしまって以来、ライカは魍魎に苦手意識があるらしい。しょうがない。連中が出てきたら、その間ライカには縮こまっててもらおう。

　そう思いながら、干し野菜を口に押し込んだ時だ。

　ガサリ──と近くで草が鳴った。

「来たっ！」

「ひぃぃぃぃっ！」

「早はえぇよ、悲鳴上げるの！　まだ見えてもいないだろっ！」

　弾はずみで腰こしに抱だきつこうとしてきたライカを振ふり解ほどき、俺はカンテラを手に立ち上がった。辺りを照らす。揺ゆらめく灯ひが走り、あちこちに墓石の影かげが躍おどる。その中に、明らかに石とは違ちがう、異様に蠢うごめくシルエットが見て取れた。

「そこか……。おい魍魎、俺だよ。いるんだろ？」

　そう言って影に歩み寄る俺。後ろからライカが、ビクビク震えながらついてくる。そんなに怖こわけりゃ、ジッとしてりゃいいのに。

「なあ、魍魎──」

　俺はもう一度呼びかけ、手にしたカンテラを、闇やみの中にグイと突き出した。

　その時俺はあくまで、せいぜい幼よう稚ち園えん児じぐらいのニタニタした妖よう怪かいがそこにいるものと思っていた。一見キモいが所しよ詮せん無害で、話せば分かってくれるやつがいるだけだと、信じ込んでいた。

　だから──思わず、言葉を吞のんだ。

「……え、何これ？」

　灯あかりの中に現れた異形の影。それは、俺が予想していたものとは、まったく違っていた。

　身長は二メートル近くあるだろうか。ガリガリに瘦やせこけ、粘ねん液えきでぬめりと輝かがやく肌。そこには夥おびただしいまでの血管が浮うかび、全身をどす黒い血の色に染めている。

　たった今墓土を掘ほっていたであろう長い腕うでの先には、汚お泥でいにまみれた鋭するどい爪つめがズラリと並ぶ。さらに、長い体たい軀くを猫ねこ背ぜに折り曲げ、正面に突き出した顔には、この墓地に眠ねむる死体のような白く濁にごった目が浮かび、瞳どう孔こうもないのに、俺をまっすぐに見つめる。

　唇くちびるはない。剝むき出しになった歯肉に、肉食魚じみたギザギザの牙きばが露ろ出しゆつしている。牙にこびりついている肉にく片へんは、今夜のこいつの晩ばん餐さんか。

　そして、頭の周りに僅わずかばかりに貼はりつく毛もう髪はつを通して、触しよつ角かくと見み紛まがうばかりの細長い耳が、うねり、うねりと左右に一本ずつ、グロテスクに伸びる──。

「ええと……誰だれ？　魍魎さんじゃないっすよね？」

「ウガ……オレ、モウリョウ！　シタイ、ニンゲン、マルカジリ！」

「うわ違うっ！　こいつ絶対別人だっ！」

「逃にげようコハク！　私こんなの勝てないよぉっ！」

　まるでどっかのＢ級ホラー映画から間違って出てきてしまったかのような、自じ称しようモウリョウのクリーチャー。果たしてそいつが何者なのかは分からない。ただ確かなのは、俺とライカが今ものすごくピンチだってことだ。

　慌あわてて後あと退ずさった俺とライカ目がけて、自称モウリョウは、容よう赦しやなく襲おそいかかってきた。
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　夜の墓地を、一筋のカンテラの光が流れる。

　その軌き道どうが上下に荒あらぶるのは、灯を持つ手が躍っているからに他ほかならない。俺とライカは魍魎モドキの魔ま手しゆを躱かわすため、佇たたずむ墓石の間を全力で逃げ回っていた。

「コハク、やばいよ！　こんなの出るなんて私聞いてないよ！」

「俺だって聞いてねえっての！　何だよあいつ、何で魍魎名乗ってんだよ！」

　走りながら叫ぶ俺達。少なくとも、俺が知っている魍魎ってのは、あんなクリーチャーじみた姿じゃない。それこそ江え戸ど時代辺りの絵からそのまま抜ぬけ出してきたような、いかにも和風なやつだ。

　いや、でも俺が知らないだけで、成長するとあんな姿になるとかか？　……なんて考えてる余よ裕ゆうはない。すぐ背後に迫せまった魍魎モドキが、鋭い爪を俺のマントに引っかけてこようとする。

「くそっ、捕つかまって堪たまるかよっ！」

　刹せつ那な、俺は手にしたカンテラを、やつに思いっきり投げつけた。

「ウガァァァァッ！」

　魍魎モドキが悲鳴を上げる。ガラスが割れて炎ほのおが漏もれ、地に落ちた油に燃え移る。墓の一角に小さな火の手が上がる中、その赤い灯を受け、魍魎モドキは濁った瞳ひとみに怒いかりを宿し、牙に満ちた口を大きく開ける。

　そしてその口から、ある言葉が放たれた。

「──リボーン・アンデッド！」

「えっ、魔法の呪じゆ文もんっ？」

「気をつけてコハク！　今のって確か、ネクロマンサーが使うやつだよっ！」

　ライカがそう教えてくれたとおりだ。途と端たんに周囲の墓土が盛り上がり、中からボコボコボコッと死体が五体、勢いよく起たち上がった。

　まさかのゾンビだ。いや、死体を操あやつる呪文を唱えてゾンビが現れたこと自体は、不思議じゃない。問題は──そう、妖怪であるはずの魍魎が、魔法を使ったってことだ。

　やっぱりこいつは魍魎じゃない。魍魎を名乗る、何か別のものだ。

「囲まれたよ、コハクっ！」

　必死に思考を回転させる俺に、ライカが叫ぶ。魍魎モドキと五体のゾンビは、俺達を取り囲み、じわじわと迫りつつある。

「よし、こうなったら──いっちょやるか！」

　俺はそう言うと、右手をまっすぐに掲げた。今こそ新たな妖怪を召喚する時だ。

　相手はアンデッドと、それを統すべる謎なぞのクリーチャー。けど一応魍魎を名乗ってるってことは、その弱点も魍魎と被かぶっているかもしれない。

　では、魍魎の弱点とは何か──。そいつは以前ヤエが教えてくれた。

　大きく息を吸い込み、吐はき出すと同時に、俺はその名を叫んだ。

「いでよっ、トラっ！」

　そう、トラだ。

　もちろんトラそのものが出てくるわけじゃない。俺が召喚できるのは妖怪だけだ。しかしトラの妖怪が出てきてくれれば、あとはこっちのもんだろう。いや、トラの妖怪ってのがいるかどうか知らないけどな。

　そして俺の目の前の空間に渦うずが湧わく。その中から今、一いつ匹ぴきの妖怪が飛び出してきた。

　今なお地面で燃える炎に照らされて、縞しま模も様ように彩いろどられた体毛が輝く。肉にく食しよく獣じゆう特有の柔じゆう軟なんな体をうねらせて、音もなく地面の上に降り立ったそいつは、相手に負けぬ尖とがった牙を剝き出しにして、夜の墓地に鋭い咆ほう哮こうを上げた。

「うにゃおぉぉぉっ！」

「って、猫ねこだろこれどう見てもっ！」

　ああ猫だ。茶色っぽい縞模様がキュートな、いわゆる茶トラだ。しかもよく見れば、尻しつ尾ぽが二つに分かれている。

「あ、これ知ってる。猫ねこ又またってやつだ」

「ご名答、コハクの旦だん那な。あたいは猫又だよっ」

　猫が振り返り、俺に言った。猫又ってのは、長生きした猫が妖怪になったとかいうやつだ。やっぱ喋しやべるんだな、こういうのって。

「きゃっ、また可愛かわいいの出てきたっ♪　『あたい』ってことは、女の子かな？」

「そうだよ姉ちゃん、あたいはメスだよ。トラって呼んどくれよ」

　俺とライカを交こう互ごに見上げ、猫又改めトラが自己紹しよう介かいする。くそ、名前だけ一いつ致ちかよ。いや、こんなことしてる場合じゃないっての！

「話は後だ！　トラ、このモンスターどもを追い払はらってくれ！」

「モンスター？　あ、これ何、仏さん？　仏さんの扱あつかいは、あたい結構得意だよ？」

　トラはそう言って、ちっこい手を持ち上げて、「うにゃーん！」と鳴いた。

　同時に、俺達を取り囲んでいたゾンビに異変が起きた。

　ボロボロに朽くち果てた五体のゾンビ。それがいっせいに招き猫のように片手を上げ、真っ黒に腐くさった声帯を震ふるわせて叫さけんだ。

「ウニャァァァン！」

「怖こえぇよ！　ゾンビに猫の真ま似ねさせてんじゃねーよっ！」

　つーか「仏さんの扱い」って、操るのかよ。

　しかし俺のダメ出しなど聞くこともなく、トラは器用に後ろ脚あしだけで立ち上がり、手をくねらせて踊おどり始める。それに合わせてゾンビも踊る。猫っぽい仕草で可愛らしく。

「にゃんにゃん、うにゃうにゃ♪」

「ウニャウニャウニャッ！」

「だからやめろっつってんだろっ！」

「コハクごめん。私そろそろギブ……」

　悲鳴を上げる俺の横で、ライカが青ざめた顔でうずくまる。あーあ、またトラウマ作っちゃうぞ、こいつ。

　そしてさらにもう一人、この状じよう況きようにキレ気味なやつがいる。今やすっかり忘れられかけていた、魍もう魎りようモドキだ。

「ウガ！　コノネコ、ムカツイタ！　──リボーン・アンデッド！」

　魍魎モドキが再度呪文を詠えい唱しようする。と、さらに辺りの土が噴ふき上がり、数え切れないほど大量のゾンビやスケルトンがワラワラと起ち上がってきた。なるほど、総力戦か。
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「ええい、もうこの際だ！　トラ、こいつら全員踊らしちまえ！」

「あ、ごめんよ旦那。いくら何でもこんな数無理よ。ていうか踊るの結構疲つかれるし」

　そう言ってトラがペタリと座り込む。その途端にこいつの妖力が切れたのか、踊っていた五体のゾンビもウニャウニャ言うのをやめて、再び俺達に迫り始める。

「おいちょっと待て！　そこで諦あきらめるなよっ！」

「旦那、勘かん弁べんしとくれよ。あたい猫なんだから、そんなに頑がん張ばりたくないよ」

「いや、薄はく情じようすぎるだろっ！　もうちょっと飼い主に尽つくせよ！」

「えー？　あたい『飼い主を大切にしない』がモットーだしなー」

　ろくでもないモットーだな、おい。

　そうこうしているうちに、アンデッドどもの輪はいよいよ狭せばまってくる。もはや俺達に逃げ場はない。さらに、その輪を操る魍魎モドキが、そんなアンデッドどもの中から手近なスケルトンを一体つかみ取った。

　何をするのかと思いきや──。

「ガリガリガリッ！」

「うおっ、食いやがったっ？」

　そこは本物の魍魎と同じだ。ただ、食べるだけでは終わらない。スケルトン一体を完食した魍魎モドキの肉体に、次いで新たな変化が生じた。

　ボキボキボキッ！　と全身の関節が唸うなり、皮ひ膚ふを破って中の骨が飛び出してくる。腕わん骨こつ、肋ろつ骨こつ、頭ず蓋がい骨こつ──。あらゆる骨が、まるで皮膚とその位置を反転するように露あらわになり、瞬またたく間に体中を骨で覆おおい尽くす。

　それはまさしく、骨で作られた鎧よろいに等しい。つーかグロい。

「まさかこいつ、食ったアンデッドの力を得るってのか？」

　降ネク霊ロマ術ンシーに能力ラー複製ニング──。本物の魍魎にはあり得ないスキルの数々を前に、俺はただ絶句するしかない。

　──勝てるのかよ、こんなやつに？

　早く打開策を考えなければやられてしまう。だが俺もライカもトラも、この奇き怪かいなモンスターを前に、もはや為なす術すべもなかった。

「ウガ！　マルカジリ！」

　魍魎モドキが咆ほえる。同時に骨の鎧を軋きしませ、やつは大量のアンデッドとともに、俺達に目がけて殺さつ到とうし──。




「……ターン・アンデッド」




　刹那、瘴しよう気きに満ちた空気を打ち払うように、聞き覚えのある声が囁ささやいた。

　頭上で光が瞬く。そして無数の輝かがやきが流星のように、アンデッドの群れに降り注ぐ。

　ターン・アンデッド──。魍魎モドキの降霊術とは相反する、死者を然しかるべき地に還かえす白魔法。その光を浴びた途端に、アンデッド達は次々と土つち塊くれと化し、崩くずれ去っていく。

　さらに光は、アンデッドを浄じよう化かするだけではない。

「ウガァァァッ！」

　魍魎モドキが悲鳴を上げた。やつの体を覆う骨の鎧が解除され、強制的に元の姿に戻もどっていく。

　もはや脅きよう威いは消えたに等しい。俺はすかさず振ふり返り、今の呪文を唱えた人物に──そう、間ま違ちがいなくあいつに呼びかけた。

「アリシアかっ！　助かったぜ！」

　そこには、無表情に佇む少女が一人。アリシア・ミストラル。アンデッドを容よう赦しやなく「友愛」するのが趣しゆ味みな、慈じ悲ひとは無む縁えんの女プリ僧ース侶テスだ。

　片手に松明たいまつ、片手に杖つえを持ち、俺を無言で一いち瞥べつするアリシア。不ぶ愛あい想そうだが、まあ、こいつはもともとこんなやつだ。

　以前俺とライカはボランティア活動の中で、このアリシアとパーティーを組んだことがある。その中で友情が育はぐくまれた……って記き憶おくはあいにくないが、一応顔見知りにはなった。あと、アリシアの心に、妖よう怪かいに対する深いトラウマが刻まれたっけ。

　……うん、全然友好的な関係じゃないな、俺達。

「コハクっ、危ないっ！」

　その時ライカが叫んだ。見れば、逆上した魍魎モドキが、俺に向かって今まさに、長い腕うでを振り下ろそうとしていた。

　とっさに目を瞑つぶる。だが、予想した一いち撃げきを受けるよりも早く、新たな声が響ひびいた。

「──地アー精スエ霊レム、ＧＯ！」

　途端に隆りゆう起きした大地の中から、巨きよ大だいな腕が現れ、魍魎モドキをつかみ上げる。

「シュルクさん！　シュルクさんも来てくれたんすねっ！」

　興奮して叫ぶ俺の目に、アリシアの後ろから、もう一人の少女が近づいてくるのが見えた。彼女はシュルク・ホワイト。とっても頼たよれる召しよう喚かん術師だ。

　シュルクは俺に向かってニッコリと微笑ほほえみかけると、すぐにその目を敵に向けた。そして杖を振るうや、地精霊の巨大な腕が、凄すさまじい勢いで魍魎モドキを、ズンッ！　と地面に叩たたきつける。そこへさらにアリシアの追い打ち。

「……ターン・アンデッド」

　再び降り注ぐ光の雨が、魍魎モドキの体に浴びせかけられる。そして──おそらくその身には、無数の死者が糧かてとなって取り込まれていたのだろう。

「ウガァァァァァッ！」

　絶ぜつ叫きようとともに魍魎モドキが、皮膚から白はく煙えんを噴いてのたうつ。やがてその体は眩まばゆい炎ほのおに包まれ動かなくなり、墓地を明々と染め上げた。

　勝った──。俺は額の汗あせを拭ぬぐい、フウと息をついた。

「どうにか助かったな……。ライカ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん。アリシアさんもシュルクさんも、ありがとう！」

「ちょっと二人とも、あたいのことも心配しとくれよぉ」

　足元でトラが文句を言う。ああ、こいつのことすっかり忘れてたわ。だって俺、シュルクさんに再会できたことの方が嬉うれしいし。

「久しぶりね、コハクくん」

　さっそくシュルクが笑え顔がおで歩いてくる。こちらもアリシアと同じく、俺達とパーティーを組んだ仲間……というか先せん輩ぱいだ。それに何より、とても俺に好意的だったよな。

「コハク、さっそく鼻の下伸のばさないでよ」

　そうそう、あの時もこんな風に、ライカが焼き餅もちを妬やいたりしたっけか。

「……コハク、シュルクにデレないで」

　アリシアも妬いてたよな。俺は恋こい敵がたきの方みたいだけど。

「コハクくん、ごめんなさいね？　今日はあなたを逮たい捕ほしにきたの」

　うん、シュルクさんもこんな風に……って、え？

「あ、あの、シュルクさん？　今何てっ？」

　思わず目を剝むいた俺に、シュルクさんが笑顔で手て錠じようを差し出してくる。いったい何の冗じよう談だんか。いや、そもそもシュルクさんはそんなブラックなジョークをかますような人じゃない。もっと優やさしくて甘々に甘えさせてくれる、とても素す敵てきな先輩だったはずで──。

　……ガチャリ。

　ひたすら戸と惑まどう俺の手が、冷たい金属の輪っかで無情にも拘こう束そくされた。

「ちょ、待ってくださいよシュルクさん！　これどういうことっ？　二人とも、俺達のこと助けにきてくれたんじゃなかったのっ？」

「うーん、逮捕するために足取りを追ってきたら、謎なぞの敵に襲おそわれてたから、ついでに助けたって感じかしら。それじゃアリシアちゃんは、ライカちゃんをよろしくね？」

「……分かった」

　アリシアが頷うなずき、トコトコとライカの方に歩み寄る。でもって……ガチャリ。

「うえっ？　私もなのっ？」

　俺と同じく手錠を掛かけられ、ライカが素すっ頓とん狂きような声を上げる。アリシアとシュルクはその抗こう議ぎを無視して頷き合うと、続いてこっそり逃にげようとしていたトラに目を向けた。

「……猫ねこさん、逃がさない」

「ひぃっ！　何すんだよ！　あたいは無罪だ！　まだこの世界に来たばっかりだっ！」

「地精霊、ＧＯ！」

「わ、分かったよ姐あねさん！　おとなしく捕つかまりゃいいんだろっ？」

　優しい顔して問答無用で召しよう喚かん獣じゆうをけしかけてきたシュルクに怯おびえ、トラがその場にうずくまる。こうして俺達は全員、まったく抵てい抗こうすることもできないまま、かつての仲間に捕とらえられてしまった。

「本当にごめんなさい。ギルドからの命令なの。一いつ緒しよに来てちょうだいね？」

「はいはい、シュルクさんがお望みなら喜んで……」

　大好きな先輩から優しくお願いされて、俺はやっぱり為す術もなく、仕方なく頷いた。

　直後、ライカが俺の尻しりに膝ひざ蹴げりを入れてきた。痛いってのっ。
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　一夜明けた朝。俺は、昨夜連れてこられた村の小屋の中で、目を覚ました。

　使われてない物置か何かだろう。中はガラクタが少し転がっているぐらいで、ほぼがらんどうに近い。その中で俺は体を太い柱にロープで縛しばりつけられ、ろくでもない姿勢のまま、一晩を過ごす羽目になった。

　ちなみにトラは小さな檻おりの中に閉じ込められたものの、普ふ通つうに体を丸めて眠ねむっている。ライカに至っては、小屋の片かた隅すみに積まれた毛布に寄りかかって、何の不自由もなく幸せそうに爆ばく睡すいしてやがる。まったく何なんだよ、この差は。

「……コハク、起きた」

　そこへガタッと戸が開いて、アリシアが入ってきた。手にしたお盆ぼんの上に、パンを盛った皿とミルクの入ったカップが複数載のっている。俺達の朝ご飯かな。

「よおアリシア、昨日はずいぶんな扱あつかいだったな。とりあえずそれ食うのに、ロープ解ほどいてくれよ」

「……これ私の。……いただきます。……はむはむ」

「お前が食うのかよっ！　新手の拷ごう問もんかよこれ！」

　喚わめく俺の前で、無表情のままミルクをクピクピ飲むアリシア。その美う味まそうな音に俺が喉のどを鳴らしていると、騒さわぎを聞きつけて、ようやくライカが体を起こした。

「ふわ～、よく寝ねたぁ。旅っていいなぁ。あ、コハクとアリシアさん、おはよー♪」

「おはよーじゃねえよ！　何でこの状じよう況きようが普通の旅にすり替かわってんだよ！」

「あ、ごめんごめん。駆かけ落ちしてたんだよね、私達」

　ライカがそう言って「てへっ」とおどける。その瞬しゆん間かん、アリシアが飲んでいたミルクを口からブシューッ！　と吹ふき出した。

「……けほっ。……駆け落ち？」

　呆ぼう然ぜんとした様子で俺とライカを交こう互ごに見るアリシア。その目には、まるでゾンビ以上におぞましいものを見たかのような色が浮うかんでいる。

「そうだよ、駆け落ちだよ、悪いかよ。つーか俺牛乳まみれだぞ。何とかしろよ」

「……シュルク、助けて。……コハクがいじめる」

「いじめてねーよ！　どういうリアクションだよそれ！」

　いや、むしろ俺のリアクションがワンパターンなだけって気もするけどさ。

　髪かみの毛からミルクを滴したたらせながら俺がアリシアを睨にらむ中、彼女はシュルクを呼びに、さっさと小屋を出ていってしまう。さらにすっかり起き上がったライカが、「顔洗ってくるね？」と後に続く。どいつもこいつも、俺のケアをする気はないらしい。

「くそっ、何で俺だけ縛られて……あ、そうか。この指輪か」

　ようやく理由が分かった。アリシアのやつ、俺を縛ることで、召喚術を封ふうじているに違ちがいない。

　俺が妖怪を召喚するには、指輪をはめたこの右手を掲かかげる動作をする必要がある。モーションとしてはとても簡単なものだが、こうして縛られてしまうと、まさに手が出せないってわけだ。

「だからって、せめて牛乳ぐらい拭ふいてってくれよ。……おいトラ起きろ。おい」

「……うにゃ。何さコハクの旦だん那な。あたい猫だから、寝てるの邪じや魔まされるの嫌いやなんだけど」

「お前、その檻から出られないのか？　ロープを解いてほしいんだけどさ」

「いやぁ、出られなくはないけどさ。この檻、中にちゃんと布ふ団とん敷しいてあるから、あたいはしばらくここでいいよ」

「お前マジで自己中だなっ、あ？」

　俺が猫相手にキレ気味になっていると、トラが欠伸あくびを一つ挟はさんで言った。

「それにしても変てこな世界に来ちゃったもんだね。誰だれか他ほかのやつを呼べばよかったのに」

「しょうがないだろ。魍もう魎りようにはトラが効くって聞いたんだから。まさか茶トラが出てくるなんて思いもしなかったっての」

「旦那、魍魎相手ならトラより方ほう相そう氏しの方がいいよ」

「ホウソウシ？」

「方角の『方』に相談の『相』に氏名の『氏』。魍魎とか悪い妖怪を追い払はらってくれる鬼おにさ。あ、でもあたいがここに来た以上は、もう呼ばないでよ？　あたいが方相氏に襲われちゃうもの」

　なるほど、そんな素敵な妖怪がいるのか。覚えておこう。……あれ？　ってことは、この猫ねこ又または悪いやつってことか？

　俺がそんな疑問を抱いだいたところへ、シュルクも含ふくめた女子三人が戻もどってきた。ライカもすっかり顔を整えている。いや、何であとの二人は、逮捕者がフリーなことにツッコまないんだよ。

「おはようコハクくん。本当にいろいろとごめんなさいね？　今顔を拭いてあげるから、じっとしててね？」

　そう言ってシュルクが、濡ぬれタオルを手にそばに寄ってきた。……あ、これはこれでアリじゃね？

　タオル越ごしの温かい手が、俺の頰ほおを撫なでる。すぐ間近にシュルクの優しい笑顔が、それこそもう少し近づけば唇くちびる同士が触ふれ合うぐらいにある。さらに距きよ離りが縮まったことで、彼女の体温と甘い香かおりが、俺の寝ね起おきの無防備な全神経にダイレクトに伝わって──。

「あらコハクくん、どうしたの？　息が荒あらいわよ？」

「あははっ、風か邪ぜじゃないっすかね？　ぜひ看病してくださいっ」

「まあ大変っ。じゃあちょっと横になってもらって……あらアリシアちゃん、急に恐こわい顔をして、どうしたの？」

「……シュルク離はなれて。……私が殺やる」

　途と端たんに不ふ穏おんな空気を感じ取ったアリシアが駆け寄ってきて、シュルクからタオルをもぎ取った。ところでアリシア、その「やる」って動詞、ちょっと字が違くないか？

「うん、殺っちゃっていいよ、アリシアさんっ」
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「こら、ライカまで何を言う──むごごごごごっ？」

　いきなり顔中にタオルが押しつけられ、ゴシゴシと乱暴に擦こすられる。まるで目と鼻と口がボロボロ取れるんじゃないかってぐらいの勢いで、ついでに呼吸も塞ふさがれて、俺はガチで死にそうになりながら、アリシアに手厚くキレイキレイしてもらう羽目になった。

　で──二十分後。

「……さて、ここから本題。……尋じん問もん開始」

「前まえ振ふり長かったな、おい」

　ロープを解かれ無事朝食も食べ終えた俺は、ライカと二人並んで椅い子すに座り、改めてアリシア達と向き合った。

　というか、俺の方だって訊たずねたいことでいっぱいだ。特に昨夜の突とつ然ぜんの逮捕。その理由を、俺達はまだ聞かされてない。

　シュルクは「ギルドからの命令」と言っていた。つまり、ギルドが直々に俺達を指名手配したってことだ。

「まず経けい緯いから説明するわね？」

　シュルクはそう言って、そばに置いてあった自分のバッグから、厚さ一センチほどの紙束を取り出した。

「シュルクさん、それは？」

「被ひ害がい届よ。ここ一週間でギルド本部に寄せられた、そのごく一部」

「へえ、ずいぶんあるんすね。……って、まさかその被害届、全部犯人が俺だと？」

　話の流れからして、まさかそういうことなのか。俺が訝いぶかしげにシュルクを見ると、横からアリシアが「……犯人はヨウカイ」と口を挟んだ。

　妖怪──。その被害届がこんなにあったってことか？

「例えばこれ。五日前、この近くの村が未知のモンスターに襲しゆう撃げきされたの。幸い村人に被害は出なかったけど、家が二軒けん破は壊かいされた他、家か畜ちくのニワトリが五羽ほど丸まる吞のみにされたそうよ。村人の話によれば、相手は顔に口しかない、蛇ワームタイプのドラゴンだったって。……コハクくん、確かそんな感じのヨウカイを飼ってたわよね？」

「え、まさか野の槌づち……？」

　心当たりがありすぎる。俺は自然と表情を強こわ張ばらせた。

　野槌は確かに、俺がこの異世界で一番最初に召しよう喚かんした、顔に口しかない蛇の妖怪だ。始めは一いつ匹ぴきだけだったが、切断されると増えるという特とく徴ちようがあったため、何だかんだで百匹ぴき近くになってしまった。しょうがないから今はうちの外で放し飼いにしているが、おかげで俺も、あいつらを完全に管理できてるわけじゃない。

　もしかしたら、その中の一匹がうちを離れて、村を襲おそったのかもしれない。いや、そうに違いない──。

　俺が青ざめたその時だ。意外にも、ライカが異を唱えた。

「ちょっと待って、シュルクさん。その被害届、ちょっとおかしくない？　野槌ちゃんって結構毛むくじゃらだから、パッと見ドラゴンとは思えないんだけど。村人はドラゴンだって言ったのに、どうしてそれが野槌ちゃんになるの？」

「そ、そうだ！　なんか変だぞそれっ！」

「……コハクは黙だまって」

　便乗して叫さけんだ俺の膝ひざを、アリシアが杖つえでペチペチ叩たたく。こんにゃろめ。

　そしてシュルクは、ライカの言葉に頷うなずきながらも、真しん剣けんな面おも持もちで答えた。

「少なくともギルドの上層部は、これをコハクくんのヨウカイの仕し業わざと断定したわ。おそらくモンスターのデータベースに、他に該がい当とうするようなものがいなかったから……ってところね。それから、次──」

　続いて他の被害届を読み上げるシュルク。

「三日前、中央都市に近い牧場で、牛と馬が全ぜん滅めつするという事件が発生。やっぱり未知のモンスターが目撃されているわ。魔獣ビーストタイプと妖フエ精アリータイプで、これも確かコハクくんのところに──」

「牛うし打うち坊ぼうとギバ……？　いや、それも変っすよシュルクさん！　だって俺、あいつらのこと、うちから一歩も出してないですもん！」

「そうだよ！　きっと濡れ衣ぎぬだよ！」

　俺とライカが交互に騒ぐ。さすがにシュルクも難しい顔になっている。

「こんな報告もあるわ。発生は昨日。町から十キロほど離れた峠とうげ道みちで、ギルドの荷馬車が未知のモンスターの集団に襲われて、運うん搬ぱん中だった装備品を馬車ごと強ごう奪だつされたの。その際、敵のリーダーは自らこう名乗ったそうよ？　──『タヌキ』って」

「た、たぬきっ……？」

　俺は絶句した。なぜならその単語が意味するものは、あの狸しかないからだ。

　この異世界は、当然俺の住んでいた元の世界とは生態系が違う。どちらかといえば西洋のそれに近いため、いわゆる「動物としての狸」は生息していない。つまり……この異世界でタヌキと言えば、俺が召喚したヤエのことに他ならない。

「ま、待ってくれよ！　ヤエがそんなことするわけないっしょ？」

「ごめんなさい。私は、そのヤエさんという子のことをよく知らないから……」

　シュルクが申し訳なさそうに言う。そうか、そういや知らないんだっけ。なんかシュルクさんとヤエって、俺の中では、もはや切っても切り離せないことになってるんだけどな。……いつぞやのアレのせいで。

　と、そこでアリシアが口を開いた。

　無表情の中に刺さすような視線を添そえて、俺に向かって。

「……ちなみにそのタヌキ、自分達のこと、ヨウカイって言ってた」

「ま、マジかよ……」

　そんなの決定的すぎる。俺はライカと思わず顔を見合わせた。

「つまり話をまとめると──この一週間の間に、妖怪が引き起こした事件が何件も集中している……ってことか」

「ええ。しかも場所は相当な広こう範はん囲いに及およんでるわ」

　シュルクは相あい槌づちを打ち、被害届をバッグに戻した。

「魔ま王おうが滅ほろびたにもかかわらず、この世界に新たな脅きよう威いが起きている──。ギルドはこの事態を重く受け止めて、ヨウカイに対処することにしたの。それで、まず手始めにコハクくんが指名手配されたってわけ」

「いや、手始めにとか気軽に言わないでくださいよ！　濡れ衣っすよこれっ！」

「……じゃあ言ってみて。……相手は何者」

　アリシアが俺を冷たく睨にらむ。こいつ、明らかに俺を疑ってやがる。

　しかしこんなの、濡れ衣以外の何物でもないはずだ。ヤエを始めうちの妖怪達は、人様に迷めい惑わくをかけまくることはあっても、モンスターのように徒党を組んで人間を襲うようなことは絶対にしない。野槌や牛打ち坊、ギバの事件だって、不自然な点が拭ぬぐえない。

　そして──この不自然さに対して、俺には一つ、思い当たる答えがあった。

「なあ、真ま面じ目めな話、ニセモノが現れたんじゃないか？」

　そう言って俺は、他の三人を順番に見回した。あ、トラはどうでもいい。寝ねてるし。

「……ニセモノ」

「ああ。ってのはさ、昨日俺達が戦ったあいつだよ。あのモンスター、自分のことをこう名乗ってたろ。『モウリョウ』って」

「どう見ても魍魎じゃなかったけどね」

　ライカが頷く。そう、俺達は昨夜、当の「妖怪のニセモノ」に出くわしているのだ。

　俺が知っている魍魎とは似ても似つかないクリーチャー。しかも魔法を操あやつるし、魔法が効く──。そう、この辺もだいぶおかしい。

　そもそも本物の妖怪なら、魔法は使えないし、魔法は効かない。何でも、妖怪はこの異世界の超ちよう常じよう物ぶつとは法則が嚙かみ合わないから……らしい。意味はよく分からないけど、以前青あお坊主ぼうずがそう言っていた。

「あのモウリョウは間ま違ちがいなくニセモノだった。ってことは、きっと荷馬車を襲ったタヌキとかも、ニセモノに違いないぜ！」

　俺がそう力説するのを、シュルクは水など飲みながら、いちいち頷いて聞いてくれている。ああ、やっぱり優やさしいな、シュルクさんは。

「そう……、本当に濡れ衣なら、私もその方がいいわ。でもねコハクくん、だったら疑われるような行動は慎つつしむべきよ」

「え、俺何か疑われるようなことしました？」

　まさかの苦言にキョトンとする俺。シュルクは深く溜ため息をつくと、こう言った。

「いきなり高たか跳とびしたでしょ、ライカちゃんと。昨日緊きん急きゆうで指名手配されたのも、そのせいよ？　コハクくん達が急に逃にげ出さなかったら、さすがにギルドも、もうちょっと充じゆう分ぶんに調査していたはずよ？」

「い、いや、高跳びって何すか！　それだって濡れ衣ですよ！」

「でも、まるで人目を憚はばかるように逃げていったって、二人を目撃した町の人はみんなそう言ってたわよ？　いったいどうして逃げたの？」

「あう、そ、それは……」

　思わず口くち籠ごもる俺。同時にライカが得意げに叫んだ。

「そりゃもう私達、駆かけ落ちしてましたからっ！」

　途端にシュルクが、タイミングよく口に含ふくんだ水をブシューッ！　と吹ふいた。あーあ、俺またビチャビチャだよ。

「ご、ごめんなさいコハクくん！　やだ、私ったらはしたないっ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶっすよシュルクさん！　これむしろご褒ほう美び──こらライカ蹴けるなっ！　アリシア杖やめろ杖っ！」

　俺が喚わめく中、シュルクは「タオルを取ってくるわ」と、やや急ぎ足で小屋を出ていく。いつもはのんびりした感じなのに、よっぽど恥はずかしかったに違いない。

　で──後には不穏な空気だけが残った。

「さてコハク、そろそろ私と駆け落ちしてるって自覚、持ってもらおうかな？」

「……コハクは敵。……友愛」

　果てしなく険悪なご様子で俺を睨む女子二人。そして床ゆかに置かれた檻おりから、トラが「いいぞもっとやれー」と茶々を入れてくる。あのバカ猫ねこめ、起きてやがったか。

「ま、待ってくれよ！　今はこんなラブコメしてる場合じゃないっての！　俺達指名手配されてんだ──むごごごごごっ？」

　途と端たんにライカとアリシアが、その辺に落ちてた雑ぞう巾きんを俺の顔に擦こすりつけてきた。ひでぇ。

　そして──そんな時だ。

　ゴゴゴゴゴゴッ！　と、不意に巨きよ大だいな揺ゆれが、小屋を揺るがせたのは。

「うぉっ、何だっ？　地じ震しんかっ？」

　大きく揺れ動く小屋の中、俺は思わず身を屈かがめ叫んだ。

「ひゃぁっ！　なにっ？　なにっ？」

「……あー」

　ライカとアリシアも悲鳴とともにうずくまる。辺りのガラクタが床を滑すべり、戸が独りでに開いてバタバタ暴れる。

　とんでもない大地震だ。戸の外では、慌あわてて飛び出してきた村人達が右往左往している。俺達も小屋から出た方がいい。

「二人とも動けるかっ？　避ひ難なんするぞっ！」

　俺の声に二人が頷いた。そして俺達は、グラグラと揺れる不安定な床を這はって、どうにか外へ飛び出した。

　そして──。

　ズンっ！

　一ひと際きわ大きな揺れが村中に走り、そこで地震は治まった。

　辺りは騒そう然ぜんとしている。見たところ建物に大きな被ひ害がいは出ていないようだが、あまりに突とつ然ぜんのことだ。村人達は不安そうに周りを見回すばかりだ。

「……シュルクは、どこ？」

　アリシアが呟つぶやいた。そうだ、シュルクは無事だろうか。

　俺は緊きん張ちように強こわ張ばった顔で、彼女の姿を求めて、視線を走らせた。

　そして気づいた。あるとんでもない事実に──。

「おい、何で村の出口の外に、俺んちの入り口があるんだよっ！」

　そう、俺が視線の先に見たのは、明らかに見覚えのある洞どう窟くつと、真っ赤な鳥居と、クダンのキモいミイラだった。

　あと愉ゆ快かいそうに手を振ふってるヤエな。どういうことだよ、まったく。

「お帰りなさいなのですっ、コハクさん、ライカさんっ！　昨夜はお楽しみでしたかっ？」

「お楽しみじゃねーよっ！　こらヤエっ、お前いったい何をしたっ！」

「いやぁ、急にコハクさんに会いたいっていうお客さんが来たんで、手て洗あらい鬼おにさんに頼たのんで連れ戻もどしてもらったのです」

「手洗鬼に？　……うぉっ、マジだっ！」

　ヤエに言われるままに空を見上げれば、そこには巨大な片手首が雲から突つき出して、俺に向かってＶサインを送ってやがる。

「ってことは何か？　まさか、村を丸ごとここに持ってきたってことかっ？」

「うっす。豪ごう快かいっしょ？」

　俺の叫さけびに、手洗鬼が天の彼方かなたから軽く答える。軽すぎだ。

「いや、もっと穏おん便びんに連れ戻せよ！　これじゃ天変地異だろ！　……あ、そうだ、こんなことしてる場合じゃない。シュルクさん捜さがさないと！」

「シュルクさんって、コハクさんと一いつ緒しよにいたお姉さんっすか？　あの人なら自分が手を伸のばしたら悲鳴を上げて村の外に逃げてったんで、そのまま置いてきちゃったっす」

「また置いてけぼりにしたのかよっ！」

　何てこった。いつぞやの時といい、もうシュルクさんって、こういう役回りしかもらえないのかな。

　俺は溜め息をつきながら、ライカとアリシアの方を振り返った。二人とも口を開けて突っ立っている。まあ、当然だよな。

「あーあ、これじゃ俺、濡ぬれ衣とかじゃなくてガチで逮たい捕ほされちまうぞ……。で、ヤエ。ここまでして俺を連れ戻さなきゃならない客って誰だれだよ」

　俺がそう訊たずねると、ヤエは笑え顔がおで頷うなずいた。

「よくぞ訊きいてくださいました。何とビックリ、魔王軍の残党さん達なのですっ」

「ってこら！　何だよその明らかにやばそうな予感しかしない連中はっ！」

「ネイリーさんのお知り合いだそうです。もう皆みなさん、うちの中でお待ちですよ？」

「しかも気軽に入れんなっ！」

　俺は慌ててヤエの方に走り寄った。後からライカとアリシアがついてくる。あ、そういやもう一人っつーか一いつ匹ぴきいたな。小屋の中に忘れてきちまったけど。まあいいや。

「コハク、私も一緒に会うよ。一人じゃ危険だもん」

　ライカがそう言って、俺のマントの裾すそをギュッとつかむ。俺は「頼む」と頷いた。

「……魔王軍の残党」

　そしてアリシアが呟く。そうか、冒ぼう険けん者のこいつにとっては、まさに宿敵のご到とう来らいってわけだ。だけど……こいつまで一緒だと、絶対ややこしいことになるよな。

「アリシアはここで待機しててくれ。何かあったら呼ぶよ」

「……分かった」

　さすがに緊急事態だと察してか、聞き分けがいい。俺達は改めて頷き合うと、ヤエを促うながして、残党とやらのもとへ向かおうとした。

　その時だ。不意に聞き覚えのある声が、耳に飛んできたのは。

「──迎むかえにきたわよ、ライカちゃんっ！」

「ひぃっ！　ま、ママっ？」

「って、このタイミングでかよっ！」

　見れば森の中をズンズンと迫せまってくる肉にく塊かいが一つ。もとい、ライカのママさんが一体。相変わらずふくよかすぎる肉体を揺らし、大だい福ふく餅もちみたいな顔をパンパンに膨ふくらませながら、こちらに向かって突っ走ってくる。

「いやぁぁぁっ！　こっち来ないでママっ！」

「なに悲鳴なんか上げてるのよっ！　さあ、お見合いに行くわよっ？」

「待って待って！　コハク助けてっ！」

「ふんっ、そんなしょぼい小こ僧ぞうなんかより、ライカちゃんにはもっとお金持ちのイケメンを用意してあるわっ。もうイケメンすぎて、代わりにママが結けつ婚こんしたいぐらいよっ」

　鼻息も荒あらく恐おそろしいことを言いやがったママさんは、そのままライカの腕うでをむんずとつかみ、問答無用で引きずっていこうとする。そんなライカに向かって、俺はまさにジュリエットから引き剝はがされるロミオのように、手を伸ばす。

「行くなライカっ！　今助けてやるっ！」

「ああ、そっち行っちゃダメですよコハクさん！　残党さん達が待ってるのですよ？」

「くっ、それもそうか……。じゃあしょうがないな。頑がん張ばってくれ、ライカ！」

「ちょ、コハク、私より残党の方が大事なのっ？」

「いや、だってどう考えても残党の方が、きちんと対応しないとやばそうだしさ。まあ、そっちはただのお見合いだから、命まで取られることはないだろ？」

「うわぁぁぁん！　コハクのバカぁっ！」

　極きわめて妥だ当とうな俺の判断に、ライカが泣きながら抗こう議ぎする。しかしそんなやり取りも、ママさんにとってはどうでもいいことだ。

「さあ、観念して戻りましょうね、ライカちゃん？　それにしても、いつの間にこんなところに村なんかできたのかしら。危あやうく迷いそうになっちゃったじゃないの、ブツブツ」

「やめてママ！　私絶対に結婚なんかしないんだから！　ひゃぁ、そこ引っ張ったら脱ぬげちゃうってばぁっ！　ひぃぃぃぃぃっ！」

　あたかも断だん末まつ魔まのような絶ぜつ叫きようとともに、ライカはママさんに引きずられ、あっという間に町へ連れ去られていった。

「すまないライカ、無事を祈いのるっ」

　まるで嵐あらしが去ったようなこの一いつ瞬しゆん。俺はただ手を合わせてそう呟くと、改めて、魔王軍の残党が待ち受けるダンジョンの中へ入っていくのだった。
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　俺が戻ってきたダンジョンの大広間には、ネイリーの他ほかに見知らぬモンスターが三体、椅い子すに座って待ち受けていた。

　一体目。アクセサリーたっぷりな貴族服に身を包んでいるくせに、頭だけがイナゴの形をした、アレなオッサン。

　二体目。ただ闇やみ雲くもにでかいだけの、人間サイズのイカ。これは椅子に座れないから、絨じゆう毯たんの上にベチャッと横たわっている。

　そして──。

「初めまして。私は元魔王軍の幹部、エリダです」

　最後の一人にして唯ゆい一いつまともな姿をした少女が、正面に座った俺に、そう名乗った。

　スタイルのいい細身をピッチリした黒くろ鎧よろいで覆おおっている、戦士風の女の人だ。歳としは俺より少し上ぐらいだろうか。大人びた長い黒くろ髪かみに細ほそ面おもて。強い眼まな差ざしと固く引き結んだ口元が、芯しんの強そうな印象を与あたえる。……うん、結構美人だな。

「あ、どうも。神じん野の琥こ珀はくです。……おいネイリー、残党ってこんだけ？」

「ふん、魔王軍を嘗なめるな。アジトに戻ればまだまだたくさんいるぞ。今日来ているのは幹部だけだ」

「え、幹部って、そのイカもか？　てっきり魔王軍なりのゆるキャラかと思ったぜ」

「貴様、口を慎つつしめ！　ルルイエ大将軍に失礼だぞ！」

　ネイリーが手を伸ばして、俺の頭をペチンと引っぱたく。何だよ大将軍って。こいつイカのくせに何できるんだよ。

　俺が眉まゆをひそめてイカを睨にらむと、その視線に不満があるのか、イカが漏ろう斗とからブシュッと墨すみ混じりの水を吐はいた。やっぱ普ふ通つうにイカじゃねーかよ。絨毯汚よごれたし。

　そしてそんな幹部連中に、俺の後ろに並んだ妖よう怪かいどもがいちいち絡からもうとする。

「初めましてなのです。ヤエはヤエなのです」

「青坊主じゃ。趣しゆ味みは読ど経きようとナイトのコスプレじゃ」

「おとろしよっ。職業は姫ひめ騎き士しよっ」

「こら、お前らは名乗らなくていい！　あとおとろし、もうそのネタやめろっ！」

　べつに頼んでもいないのに、順番に挨あい拶さつしていく妖怪達。この後も珍ちん獣じゆうとか姫とか性器とかがいろいろアピールしたけど、いろいろひどかったから割かつ愛あいでいいや。

　そして最後に、いつの間にか小屋の檻おりから脱だつ出しゆつしてきたトラが、挨拶を締しめた。

「あたいは猫ねこ又またのトラだよ。まあ覚えといてよ、そっちの狸たぬき達も含ふくめて」

「ふむぅ、なんか偉えらそうなのです、この猫」

　ヤエが胡う散さん臭くさそうな目でトラを睨む。化ける動物同士とはいえ、相あい性しようがいいってわけでもないのかな。狸と狐きつねが仲悪いのは知ってたけど、猫もダメか。

　一方エリダはひととおりの顔かお触ぶれを確かめると、改めてもう一度、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「今日私達が来たのは他でもありません。ジンノ・コハク様。あなたにお願いがあります」

「俺に？　魔王軍の残党が、いったい何だって……あ、まさかまたアレか？　俺に魔王軍に入れとかいう、あの話か？」

　以前ネイリーから「我が軍門に下れ」と誘さそわれたことがある。当時健在だった魔王が、俺の妖怪召しよう喚かん能力に目をつけたせいだ。もちろんこっちは勇者を目指す身として断ったものの、その結果ネイリー相手に結構ガチな死し闘とうを繰くり広げる羽目になった。

　そう、今でこそ俺の家に居い候そうろうなんかしているこのチビッ子だが、元は敵もいいところだ。そのネイリーの仲間だというエリダ達の前で、迂う闊かつに隙すきを見せるわけにはいかない。

　俺は親指の先で指輪の形をなぞりながら、静かに答えた。

「あいにく俺の答えは変わらないぜ。しかも魔王は滅ほろびた。いや、俺が滅ぼした。こうなった以上は──」

「あれ？　滅ぼしたのは手洗鬼さんで、それもうっかりだったって聞きましたけど？」

「……ヤエ、今俺凄すごんでるところだから、ちょっと静かにしててくれ。な？」

　余計なことを言う狸に苦言を呈ていして黙だまらせる。それを見たトラが、「にゃはっ、叱しかられてんのっ」と嘲あざ笑わらう。お前も空気読めよ。

「と、とにかく！　魔王が滅びた以上、俺を軍に引き入れろっていう命令は無効になったはずだ。諦あきらめて帰ってもらおうか」

　にべもなく、俺はエリダに向かって言い放った。

　だがエリダは頷かない。それどころか髪一筋揺ゆらさず、じっと俺を見つめ返す。

　あまりの気き迫はくに、まるで挑いどまれているかのような威い圧あつ感かんさえ覚える。それでも、つい押され負けそうになるのを堪こらえ、俺とエリダは数秒ほど睨み合った。

　──もはや戦いは避さけられない。果たして俺は、この幹部どもに勝てるだろうか。

　自然と喉のどに溜たまった唾つばを飲み下す。同時にエリダが口を開いた。

「コハク様、あなたは誤解しているようです。私達の目的は、あなたを支配下に置くことではありません」

「誤解？　じゃ、じゃあ何だよ。言ってみろよ」

　あくまで身構えたまま、俺は先を促した。

　エリダははっきりと告げた。

「ジンノ・コハク様──。私と結婚してください」

「……はい？」

　一瞬何を言われたのか分からず、俺はただ間ま抜ぬけな声を漏もらした。

　結婚？　結婚って言ったか、今？

　混乱のあまり渦うず巻まく脳のう味み噌そに翻ほん弄ろうされながら、エリダに困こん惑わくの視線を向ける。それを受け止める彼女の瞳ひとみは、俺に想おもいを打ち明けたせいだろう。今や恋こいにすっかり潤うるんで……ないな。なんかすっげー冷めてるぞ、おい。

「あの、エリダさん？　もう一回訊くけど、今結婚って言った？」

「言いました」

「……俺と？」

「そうです。あなたと」

「いやいやいや！　だ、だって俺達、初対面なのにっ？」

「そんなことは関係ありません。あなたには、私の夫になる資格があるのです」

　まったく顔一つ赤らめることなく、エリダは俺の質問を冷静に処理していく。その淡たん々たんとした様子は、とてもプロポーズの直後とは思えない。逆に妖怪達の方が大おお騒さわぎしている。
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「結婚っ！　コハクさん、結婚しちゃうのですかっ！　むはーっ」

「ほほぅ、ライカどのというものがありながらの。羨うらやましいのぉ」

「あらいいんじゃない？　妻帯者が相手でもあたし構わないわよ。げらげら」

「あたいは飼ってもらえるなら何でもいいや。いいじゃんこの嫁よめさん。美味おいしそうで」

　うるせえよお前ら。あとトラ、美味しそうって何だよ。思いっきり不ふ穏おんなこと言ってんじゃねーぞ。

　俺はエリダと対照的に顔を真っ赤にしながら、妖怪どもを睨みつけた。

（それにしても……このエリダって女、本気で言ってんのか？）

　いや、違ちがう。こんなプロポーズあるわけがない。プロポーズってのはもっとこう、ロマンに満ちているはずなんだ。間違ってもダンジョンの奥で、昆こん虫ちゆうオヤジと巨きよ大だいイカを両りよう脇わきに添そえて、淡々と申し込むものじゃない。

「さ、さては俺を誘ゆう惑わくして、強制的に仲間に引き入れようって作戦だな？　見え透すいてんだよ！」

「いいえコハク様。決してそのようなつもりは」

「だったらせめてモジモジぐらいしろよっ！」

「分かりました。……モジモジ」

　俺の要求に頷うなずき、ぎこちなく身をくねらせるエリダ。表情変わってねーよ。睨みながら体だけでモジモジするなよ、怖こわいから。

「コハク様、あなたが疑うのも無理はありません。そもそも私達は敵対する身。しかし、今はどうあっても、私はあなたと結けつ婚こんしなければならないのです」

「いや、どうあってもって何だよ。意味不明すぎるだろ」

　くそっ、俺の人生初のプロポーズがこんなのだなんて。……ってか、ちょっと待てよ？　さっきこいつ、妙みようなことを言ったよな。俺に「夫になる資格がある」とか──。

　そうだ、やはり何か裏がありそうな気がする。

「──仕方ないな。私がもう少し詳くわしく説明してやろう」

　ネイリーが小さく溜め息をつき、ようやく俺達の不毛な会話に割って入ってきた。

　三幹部の後ろに回った彼女は、その位置から腕うで組ぐみなどして俺を睨みつける。なるほど、ネイリーの立ち位置は、あくまで「敵」の側ってことか。

「そもそもだ。貴様に純じゆん粋すいにプライベートで結婚を申し込むヴァカなどいない。まずそこに気づけ」

「やかましい。さっさと説明しやがれ」

　減らず口に減らず口で応こたえた俺に、イカがブシューッと墨を吹ふいて抗こう議ぎする。もういいよ、それ。

「うむ、簡単に説明するとだな。このエリダどのは、すでに婚こん約やく者が決まっているのだ」

「許いい嫁なずけがいるってことか？　だったらなおさら俺と結婚なんて──」

「まだ分からないのか。その許嫁というのが貴様のことだ、コハク」

　俺を指さし、ネイリーが言い切る。いや、指さされたって困る。

「ますます意味が分からねーよ。なんで別の世界から来た俺が、魔王軍幹部と許嫁なんかになってんだよ」

「いや、正確に言えば──」

　そこで後を引き継ついだのは、さっきから黙っていた昆虫オヤジだった。そういやこいつの名前聞いてないな。まあ、モブってことでいいか。

　俺が昆虫オヤジに目を向けると、やつは鋭するどい顎あごをギチギチ言わせながら、こう続けた。

「エリダ様は、魔王の許嫁なのじゃ」

「魔ま王おうの……？　でも、魔王はもう滅びただろ？」

「まだ分からんようじゃな。魔王というのは、何も先代魔王様に限った話ではない。魔王の座に新たに就ついた者に嫁とつぎ、生しよう涯がいを支える役目を担になう──。それが、魔王軍幹部にして魔ま王おう妃ひの肩かた書がきを持つ、エリダ様の宿命なのじゃよ」

　……その言葉が何を意味するのか。俺はすぐには理解できなかった。

　目を瞬しばたたかせる俺を、エリダとネイリー、そしてイカと虫が、まるで生徒の解答を待つ教師のように、威圧感たっぷりに見守っている。だがあいにく俺が正解を見つけるよりも先に、すぐ後ろでヤエが声を上げた。

「つまりこういうことなのですか？　コハクさんに、魔王になれ──と」

「ちょ、マジかよっ！」

　思わず叫さけぶ。同時に三幹部が頷き、その後ろでネイリーがドヤ顔を決めてみせた。

「ああ、マジだぞコハク、貴様こそが次期魔王だ。先代魔王様がヨウカイに滅ぼされた以上、貴様を侮あなどることはできなくなったのでな。昨日私達四人で協議した結果、貴様に魔王という最高位の称しよう号ごうと最大級の魔力を与え、この世界を支配するための鍵かぎとすることにした。ちなみに推すい薦せん者はこの私だ、ありがたく思え」

「いや、てめーなに勝手に推薦してんだよ！　そもそも次期魔王が必要か？　魔王が滅びたらそれですべて解決。世界が平和になっておしまいでいいじゃねーかよ」

「ヴァカを言え。幹部が四人も生き残ってるのに、そう簡単に我が魔王軍が消しよう滅めつするわけないだろ。新しい魔王を用意して当然だ。モンスター嘗なめるなっ」

「ちっ、そういうことかよ。ようやくクダンの予言の意味が分かったぜ……」

　そう、魔王が復活するってのは、まさにこのことを言ってたんだ。何も死んだ魔王が蘇よみがえるわけじゃない。新しい魔王が誕生するって意味だ。

　しかもその魔王が俺とはな。ったく、冗じよう談だんきついぜ。

「つまりこういうことだな？　俺がお前らの新たな魔王になる。でもって魔王になった以上は、エリダと結婚する、と」

「ふん、やっと吞のみ込めたか。じゃあさっそく式の日取りを──」

「もちろんお断りだ！」

　俺は勢いよく立ち上がり叫んだ。それを受けて、昆虫オヤジが同じように立ち上がり、俺を牽けん制せいする。イカも触しよく手しゆを振ふり回す。ただエリダだけが椅い子すに座り込んだまま、じっと俺を見上げている。

　その視線にふと恐きよう怖ふを覚え、俺は思わず彼女から目を逸そらした。

　何だろう。冷たさでも熱さでもない。まるで感情が籠こもってないかのような、静かな目だ。

「……おいネイリー、さっさとこいつらを連れて帰れ」

「それこそお断りだ。まずは我らの要求を吞めっ」

「誰だれが吞むかよ。我がままばっか言ってると、トイポクンペけしかけるぞ」

「ふん、あいにくシモネタは克こく服ふくしたからな。もうこの私に怖いものなどないっ。だいたい貴様を推薦したのはこの私なのだ。これが通れば、私も晴れて魔王軍に正式復帰できるというわけだ。そう、貴様には私を復帰させる義務がある！」

「俺は職安じゃねえっ！」

　そんな言い合いを繰くり広げていた時だ。不意にトラが声を上げた。

「ねえコハクの旦だん那な、あたい思うんだけどさ。べつにいいじゃん、魔王。なっちゃいなよ」

「おい、お前まで何言うんだよ！」

「いやぁ、だって魔王だよ、魔王。でもってあたいは魔王のペットだ。こんな小こ汚きたない穴あな蔵ぐらなんかで暮らすより、よっぽどいい暮らしができるってもんじゃない？」

「こらそこっ、新参者のくせに勝手なこと言うのはやめるのですっ。コハクさんは勇者になるために日々頑がん張ばっているのですよっ」

　ヤエがすかさずトラの頭を小こ突づく。が、トラはそれを鼻で笑って返した。

「それが何さ。あたいは正論を言ったまでだ。キン○マもついてないメス狸だぬきが、偉えらそうなこと言うんじゃないよ」

「なっ！　何てことをっ！　ヤエが気にしていることを、よくもっ！」

「おっと、やるかい？　猫ねこに喧けん嘩か売ると怖いよ？　七代祟たたっちゃうよ？　やれやれ、コハクの旦那も、狸なんかに仕切らせちゃいけないよ。その点あたいは猫だから、飼い主様のことを一番に想って言ってるんだよ？」

「ふん、なにいい子ぶってるのですっ。猫ねこ又または飼い主を襲おそって何ぼじゃないですかっ」

　すっかり喧嘩になっている二匹ひき。ヤエのやつ、意外と煽あおり耐たい性せい低いな。それはともかく、今何か穏おだやかじゃない台詞せりふが聞こえなかったか？

「おいヤエ、何だよその、飼い主をどうたらって……」

「知らないのですかコハクさん？　猫又は昔から、飼い主の命を狙ねらうものと相場が決まっているのです」

「いや、知らないってば。だいたい猫なんてペットだろ？　ペットが妖よう怪かいになったら、まあ、会話とかができて楽しそうだなとは思うけどさ。そんなに危険なやつなのか？」

「もちろんです。例えば、山に出かけた飼い主のところに、家にいるはずの奥さんに化けて現れて、油断させて襲おうとしたり。他ほかにも、姿が見えなくなったと思ったら、飼い主のお母さんを食い殺してそのお母さんに化けてたり──。そりゃもうやりたい放題なのです。ペットとお話しできて楽しいとかお花畑なこと言ってたら、あの世行きですよっ？」

「そ、そうだったのか……。おいトラ、お前そんなにやばいやつだったのかよ」

「うにゃ、誤解だよ旦那。あたいは単に贅ぜい沢たくな暮らしがしたいだけ──いや何でもない」

　思わず口を滑すべらせた猫に、俺はヤエと一いつ緒しよに、精せい一いつ杯ぱい冷たい眼まな差ざしを送ってやった。

　何となく会話が止まる。それを待っていたかのように、エリダが口を開いた。

「コハク様、改めてお願いします。私と結婚して、魔王になってください」

　我が軍のために──と彼女は続けた。

「今は我らモンスターの存続の危機です。私達はすぐにも新たな魔王を生み出さなければならない。そして協議の末にあなたがふさわしいと決まった以上、私はあなたに嫁ぐしかないのです」

「いや、そう言われてもなぁ。べつにあんた、俺のこと好きじゃないだろ？」

「はい」

「あっさり頷くなよ！　だいたいお前はそれでいいのかよ」

「構いません。魔王に嫁ぐことこそ、私の最大の役目にして、最高の栄えい誉よ──」

　エリダは頑かたくなだった。そのエリダの肩かたに手を置き、ネイリーが俺に言った。

「実は潰つぶされた魔王城の地下に隠かくしダンジョンがあってな。その奥に、新たな魔王を生み出すための装置が眠ねむっている。その名は《コクーン》。中に入った者に膨ぼう大だいな魔力を注ぎ込んで、魔王に変えるのだ。普ふ段だんは封ふう印いんされているが、魔王が滅ほろびた時だけ封印が解かれ、一人だけが中に入れるようになる──。もちろん貴様が入るのだ、コハク」

「やだよ。お前らの誰かが入ればいいだろ？」

「それも考えたが、どうしても醜みにくい派は閥ばつ争いに発展しそうだったので、やめにしたのだ。特にアバドン伯はく爵しやくとルルイエ大将軍が殺し合う気満々でな」

「ああ、ちなみにアバドンとはわしのことだ」

　昆こん虫ちゆうオヤジが挙手して答える。そうか、お前らそんな笑えるイロモノキャラみたいな姿してるくせに、かなりドロドロしてたんだな、実は。

　微かすかに同情の目を向けつつ。しかし従うわけにもいかない俺は、今一度エリダに向かって、首を横に振った。

「何度頼たのまれたってダメだ。つーか俺、べつに好かれてもいない相手と結婚する気ないしな。好き同士だからこそ一緒になる──。結婚って、そういうもんだろ？」

「では、好きです」

「ではって何だよ！　言ってることさっきと違ちがうじゃねーかよっ！」

　もうダメだこいつら。こうなったらしょうがない。アリシアを呼ぶか。俺が魔王軍じゃなくて冒ぼう険けん者側だってことを見せれば、こいつらへの意思表示になるはずだしな。

　俺はそう決めると、入り口の方に向かって声を張り上げた。

「おいアリシア、ちょっと来てくれ！　このモンスターどもを追い出してくれ！　……おーい、アリシア？　アリシアちゃーん？」

「ありゃりゃ、返事がないのです」

　ヤエが手をかざして洞どう窟くつの向こうを見るが、アリシアが来る気配は一向にない。あいつ、いくら無口キャラだからって、もうちょっと何か反応してくれてもいいだろうに。

　俺は待ち切れずに、外まで迎むかえにいくことにした。

「こら貴様、まだ話は終わってないぞ！　どこへ行く気だ！」

「すぐ戻もどるっての。あとネイリー、絨じゆう毯たんに飛び散ってるイカスミ、お前が責任持って拭ふいとけよ？」

「むかっ、私に労働させる気か？　私を誰だと思ってるんだっ！」

「黙だまれ居い候そうろう」

「くっ……ふにゅぅっ！」

　無む駄だに可愛かわいらしく唇くちびるを嚙かみ締しめているネイリーを背に、俺は入り口へと向かう。鬼おに火びの漂ただよう洞窟を足早に進み、表に出る。

　そして──外の様子を目にした瞬しゆん間かん、俺は息を吞んだ。

「な、何だよこれっ！」

　思わず声を上げた。

　まだ昼にすらなってないにもかかわらず、ひと気が絶え、ひっそりと静まった例の村。その入り口にアリシアが転がって、ピクリとも動かずにいる。

「おいアリシア！　しっかりしろ！　いったい何があった？　おいっ！」

　叫びながら俺が駆かけ寄った時だ。すぐ間近に、何者かの気配を感じた。

「──初めまして、我が親愛なるジンノ君」

　やたらと気取った声が、俺のすぐ背後で囁ささやいた。

　すかさず振り返る。だが相手の顔を見た瞬間、俺は絶句した。

「お、お前……？」

「どうも。僕はタヌキと申します。そう──貴方あなたのよく知っている、妖怪ですよ」

　そいつは名乗り、俺に向かってニヤリと笑ってみせた。

　……ヤエそっくりの顔で。
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「ご安心ください。そちらのプリーステスは気を失っているだけです。村の者も、僕等に怯おびえて家に籠っているだけですよ。ふふ、べつに殺したわけじゃありません」

　おどけるように大おお仰ぎような身み振ぶり手振りを添そえながら、「タヌキ」を名乗る不可解な僕っ娘こは、まず俺にそう説明した。

　顔はヤエそっくりだが、背せ丈たけは本物よりも少し大きく見える。さらに服装がまったく違う。着物ではなく、派手な紫むらさきに水玉をちりばめた、まるでピエロのようなコスチュームだ。辛かろうじて残されている狸要素といえば、耳と尻しつ尾ぽぐらいか。目つきも心なしか鋭するどい……が、これは目の周りを彩いろどるメイクのせいかもしれない。

「……てめーか。例のニセモノってのは」

　俺はそれを察して訊たずねた。今朝アリシアとシュルクから聞かされた、いくつものヨウカイ事件──。その中に、タヌキを名乗るやつが引き起こしたという、荷馬車強ごう奪だつ事件があった。目の前にいるヤエそっくりの少女こそ、その犯人に違いない。

　いや、それだけじゃない。自じ称しようタヌキの横に、もう一人いる。

「キミがジンノちゃん？　ふーん、もっとかっこいい子がよかったニャ」

　パッと見は二は十た歳ち前ぐらい。露ろ出しゆつ度どの高いセクシーな踊おどり子の衣装をまとった、髪かみの短い女だ。吊つり上がったキュートな目の中に、縦長の瞳どう孔こうが刻まれている。そして頭にはネコミミ。お尻しりからは二本の尻尾──。

「てめぇ……まさか、猫又のつもりか？」

「ご名答！　ネコマタだニャっ！」

　頷うなずいて愉ゆ快かいそうに笑う自称ネコマタ。……なるほど、どうやらこいつらは、俺が今まで召しよう喚かんした妖怪達と同じ種族を装っているらしい。理由は分からないけどな。

「親愛なるジンノ君。今さら説明の必要もないでしょうが、ここ一週間、巷ちまたを騒さわがせているヨウカイというのは、もちろん僕等のことです」

「そうみたいだな。つーかお前ら何者だ？」

「それについては後のち程ほどゆっくりお話ししましょう。ひとまずご同行願います」

　そう言ってタヌキの目が妖あやしく光る。不意に嫌いやな予感を覚えた俺は、とっさにやつの目から視線を背そむけると、倒たおれているアリシアを引っ張って、鳥居の内側に下がった。

「用があるならここで聞く！　あいにく露ろ骨こつな敵キャラにラチられるほど、俺も迂う闊かつじゃないんでな！」

「敵キャラだなんて失敬ニャ。ジンノちゃんは、あたし達の仲間になるニャっ」

　ニセの猫又が、俺にセクシーな流し目を送ってくる。くそっ、本物よりいいぞ……じゃなかった、怪しいぞ！

「仲間？　どういう意味だよ」

「そのままの意味ですよ、ジンノ君。悪いようにはしません。今僕等には、どうしても貴方が必要なのです」
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「俺が……？」

　またこのパターンか。まったく、魔ま王おうの件といい、どうしてどいつもこいつも寄ってたかって、俺を悪役にしたがるんだ？

「ふん、冗じよう談だんじゃないぜ。俺が悪の道に走ると思ったら大おお間ま違ちがいだ。俺が目指しているのはただ一つ。それは──」

「魔王だよっ！」

「そう、魔王だっ！　……じゃねーよっ！　おい誰だれだ今言ったのっ！」

　俺がキレ気味に振ふり返ると、ちょうどダンジョンの通路で、トラがヤエに首根っこをつかまれて、ブンブン振り回されている。

「こら、何すんだよ狸！　あたいの首はおっ母かあしかつかんじゃいけないんだよ！」

「猫又が変なことを言うからいけないのですっ。お仕置きなのですっ」

　……なるほど、犯人はあのバカ猫か。

「おいヤエ、そいつは後できつく叱しかっとくから、離はなしてやれ。あとお前らのニセモノが来てるぞ？」

「ニセモノ？　何なのですかそれは？　……って、ありゃりゃ、ヤエがいるのですっ！」

　本物のヤエがピエロ姿のヤエモドキを見て、垂れ目がちな目を丸くする。

「さてはヤエを化かす気ですねっ？　でも負けません！　ヤエの方が可愛いのですっ！」

「いや、可愛さとか関係ないと思うけど」

　俺がそうツッコむ中、ヤエはトラをポイ捨てすると、草ぞう履りばきの足でパタパタと助走をつけ、ピョンと勢いよく宙返りをした。

　途と端たんにその体がモクモクと煙けむりに包まれる。変へん化げの術か。いったい何に化けるつもりだ？

　俺は煙が消え失うせ、ヤエが再び姿を現すのを待った。そして──。

「どうです、ニセモノにこんなことができますかっ？」

　そう叫さけんだヤエは、すっかり別人の姿に変わっていた。

　優やさしい笑みを浮うかべた、召喚術師のお姉さん──。

「ってシュルクさんかよっ」

「ええ、ヤエの十八番おはこなのです。さあどうです、ニセモノさんっ！」

　シュルクそっくりの姿と声で、得意げに威い張ばるヤエ。それを見ていたニセのヤエは、しかし「ふっ」と気取った嘲ちよう笑しようとともに、サッと右手を動かした。

　その手に、どこからともなく白いものが現れる。凹おう凸とつのない楕だ円えん形に、三日月状の目と口を穿うがった、笑顔を模かたどった簡素な仮面だ。

「いいでしょう。貴方の挑ちよう戦せんを受けてあげますよ」

　そう言って仮面を顔に押し当てるニセのヤエ。さらに着ていたピエロの衣装を、バッと剝はぎ取る。

　一いつ瞬しゆん、翻ひるがえった衣装に隠かくされて、やつの体が見えなくなる。だが再びそれが現れた時、ニセのヤエの姿は、やはり大きく変わっていた。

「こっちもシュルクさん、だと……？」

　俺は呻うめいた。そう、ニセモノが化けたその姿は、間違いなくシュルクだった。

　交こう互ごに眺ながめる。ヤエとニセモノ、二人の化けたシュルクは寸分違たがわない。どちらも化ける能力については相当な腕うで前まえだ。

「むむむっ、なかなかやるのですねっ！」

「お褒ほめに与あずかり光栄です。これで僕が間違いなくタヌキだということ、分かっていただけました？」

　ニセシュルクはそう言って、静かに笑った。いや、どっちもニセシュルクだけどさ。

　そこへアリシアが「うーん」と唸うなり、目を開く。あーあ、今起きるなよ。絶対話がややこしくなるのに。

「……あれ、私どうして」

「よう起きたかアリシア。何だったらもう少し寝ねてていいぞ？」

「……むか。……起きる。……コハクが何か企たくらんでる」

「企んでねーよ！　お前のために言ってんだっ！」

　俺は叫ぶが、アリシアは意に介かいさずに立ち上がる。それから辺りに目を走らせ、まずヤエの化けたシュルクを見た。

「……あれ、シュルク」

　それから首を反対側に向け、ニセ狸たぬきの化けたシュルクを見る。

「……こっちもシュルク」

　そして何を思ったか。その動作を数回繰くり返したアリシアは、白い顔をポッと真っ赤に染め、小さく呟つぶやいた。

「……どうしよう、シュルクが二人も。……わくわく」

「おいこら、なんで興奮してときめいてんだよ、お前はっ！」

　そんなコントを繰り広げている俺達をよそに、今度は自称ネコマタの踊り子が声を上げた。こちらはトラに向かって。

「そっちの猫ねこちゃんも、あたしに挑戦するニャ？」

「もちろんっ。あたいだってメス猫の意地ってもんがあるからねっ」

　そう言って白はく煙えんに包まれるトラ。もうこいつら、この場の趣しゆ旨しが何だか忘れてるだろ。

「さあどうだっ」

　トラが叫び、一瞬にして大人の女性へと姿を変えた。

　煌きらびやかな着物に日に本ほん髪がみ。顔は白粉おしろいで真っ白。そして手には、一丁の三しや味み線せん──。

「これは……芸者か？」

「そうさ。どうだい旦だん那な、美人すぎて腰こし抜ぬけそうだろ？」

　目を丸くする俺に、トラが得意げに言い放つ。……ヒゲの生えた口で。

「いやお前、顔がほぼ猫のままだぞっ？」

「いいじゃないさ、猫。可愛かわいいんだし」

「んな顔が人の体についてたって怖こわいだけだろ！　で、何だよその邪じや魔まっけな三味線は」

「これ？　あたいのおっ母」

「……そうかよ。悪かったよ、俺が」

　衝しよう撃げき的な告白にげんなりしながら、俺は改めて、動物どもの化けた姿を眺めた。

　まあ一部化けきれてないやつもいるけど。それよりも、何となく分かったことがある。狸にしても猫にしても──ニセモノの方が、いろいろとスマートだってことだ。

　仮面と衣装を使ったニセ狸の変化。それにセクシーな踊り子のニセ猫ねこ又また。どちらも、いかにも妖よう怪かい然としたヤエやトラとは違う。要は外け連れん味みがあるというか、この剣けんと魔法の異世界により馴な染じんでいるというか。

　……そう、俺の愛してやまない、剣と魔法の異世界に。

「どうですか、ジンノ君。その泥どろ臭くさい連中と、洗練された僕等。貴方あなたはどちらがお好みですか？」

　俺の心を見み透すかしたように、ニセ狸が囁ささやいた。俺は小さく舌打ちで返した。

「ふん、そんなことで俺を誘さそってるつもりか？　答えはノーだ」

「……私は、どっちのシュルクも好き。……ぽっ」

「アリシア、お前の告白はどうでもいいっ！　もう一度寝直しとけ！」

　くそっ、逐ちく一いち割り込みやがって！　俺の周りはこんなんばっかかよ！

　ひとり身み悶もだえしている邪魔なプリーステスを、俺が脇わきに押しやろうとした時だ。

　突とつ如じよ洞どう窟くつの奥から、眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしった。

　それは一筋の稲いな妻ずまだった。外に佇たたずむニセの妖怪二人を的確に狙ねらったそれは、とっさにやつらが躱かわした跡あとの地面を容よう赦しやなく抉えぐり、焼き焦こがす。この敵意に満ちた強力な攻こう撃げき魔法──。俺はそれをよく知っていた。

　魔ま槍そう《ギリウス》から放たれる必殺技。ライトニング・ハデス──。

「ネイリーかっ？」

　振り返る。そこには俺の思ったとおり、巨きよ大だいなランスを掲かかげたネイリーが、鋭い表情で仁に王おう立だちになっていた。

　後ろにはエリダ達もいる。幹部どもが総出で来たか。

「ふん、外したか。だが次はない。くっくっ、さあ我らに命いのち乞ごいするがいい！」

　まさに悪役然と処しよ刑けい宣告をするネイリー。それを見て、シュルクに化けていたニセ狸が、すぐさま元のピエロ姿に戻もどった。

「おやおや、まさか貴方達がいたとはね。意外でしたよ」

　そう言って苦笑するニセ狸。その言葉に、俺は眉まゆをひそめる。

（こいつら、知り合いなのか？）

　今の会話……。明らかに初対面のものじゃない。

　だが、その理由を探さぐるよりも早く、戦せん況きようが動いた。じっと押し黙だまっていた者が一人、ニセ狸に襲おそいかかったのだ。普ふ段だんは見せない怒いかりの形相とともに、杖つえを振り上げて──。

「……よくも騙だました。……ニセモノ、許さないっ」

「ちょ、アリシアっ？」

　そう、アリシアだ。二人のシュルクの片割れがニセモノだったと知って、ブチ切れたに違いない。いや、最初に気づけって話だけどさ。あと、もう一人もニセモノだけどさ。

　しかし冷静さを欠いたアリシアは、今や破は壊かい衝しよう動どうだけの友愛マシーンだ。すぐ間近にいる元魔王軍の連中さえ無視して、ニセ狸目がけて一心不乱に杖を振り回す。

「……えいっ、えいっ。……友っ、愛っ」

「こらこら、何ですか貴方は！　いきなり杖で殴なぐったりして！」

　ポカポカと物理で攻せめ立てるアリシアに、ニセ狸が抗こう議ぎする。それを横から、ニセ猫又がのほほんと眺める。

「あらら～、タヌキちゃんがピンチニャ。ここは退ひくニャ？」

「それがよさそうですね。では、ジンノ君。今回はこれで失礼しますよ」

　ニセ狸はそう言うと、アリシアの杖を躱して後ろに下がった。それからネイリー達を一いち瞥べつし、再び俺に目を戻す。そして──ニヤリと笑い、最後にこう告げた。

「僕等の仲間になるかどうかは、貴方の自由です。ただし拒きよ否ひした場合……貴方のパートナーがどうなっても知りませんよ？」

「なにっ？　おい、お前まさかライカをっ？」

　刹せつ那な、俺の顔色が変わる。だがニセ狸はそれ以上は何も言わず、ニセ猫又と二人、パッと眩い光を帯びて、搔かき消えるように見えなくなった。

　逃にげたようだ。その去っていった跡を、ネイリー達が舌打ちしながら睨にらんでいる。

　そう、まだ招かれざる客が全員帰ったわけじゃない。だがもう俺には、こいつらの相手をしている余よ裕ゆうはなかった。

「くそっ、ライカが危ないっ！」

　そう叫び、俺は走り出した。

「待ってください！　ヤエも一いつ緒しよに行くのですっ！」

　あとからヤエがついてくる。さらにその後ろから、どやどやと妖怪達が──。

「ふぉっふぉっ、わしも加勢するぞ。ライカどののピンチじゃからの」

「あたしも行くわよっ。町に行くのって何気に初めてかもっ」

「わらわもお外に出るのであるっ。置いていくのは許さんぞっ」

「モギャーモギャーっ！」

「ホタリホタリ！」

「オッヘラオッヘラ！」

「ぎゅおぉぎゅおぉ！」

　青坊主におとろし。ギバに牛打ち坊にトイポクンペ。あと、その辺の草むらに転がっていた野槌の大群まで──。まさに百ひやつ鬼き夜や行こうの勢いで、怒ど涛とうの如ごとく俺についてくる。

　ああ、なんて頼たのもしい連中だ。ぶっちゃけ、ただの野次馬だろうけどな！
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　ライカの連れていかれたお見合い会場は、町の一角に立つ高そうなレストランのようだった。そこへ向けて俺達は、まだ明るい昼日中、人目も憚はばからずに往来を突つき進む。

「うわぁっ！　ヨウカイだっ！」

「コハクだっ！　みんな逃げろっ！」

　悲鳴を上げて逃げ惑まどう町の人達。んなもんは気にもせず、俺達はいっせいに、目的の会場へと雪崩なだれ込んだ。

「みんな、ライカを捜さがせ！　あのニセモノの仲間に襲われてるはずだ！」

「ああっ、コハクさん、あれじゃないでしょうかっ！」

　ヤエが敷しき地ち内の庭園を指さす。見れば確かに、そこにはライカの顔があった。

　ただしビキニアーマーではない。清せい楚そな水色のドレス姿だ。いつもはサイドに結ゆわえた髪かみも下ろし、すっかりお見合いスタイルに変わっている。ぶっちゃけ可愛い。これなら余裕で結けつ婚こんしたい。

　だが、見み惚とれている暇ひまはなかった。今ライカの表情は、間違いなく恐きよう怖ふに歪ゆがんでいた。

　庭園の中に立つ時計台。彼女はそれを背に、ガクガクと身を震ふるわせている。正面に迫せまる、一人の男を前にして──。

　真っ白なスーツを着込んだ若い男だ。そいつの手が、ライカの肩かた越ごしに時計台に押し当てられている。顔が近い。これ知ってる、壁かべドンってやつだ。

「うぉぉぉぉぉっ！　ライカっ、今助けてやるぞっ！」

　俺は叫さけび、猛もう然ぜんと庭園の道を突っ走る。その声にライカと男が振ふり向いた刹那、俺の拳こぶしは容赦なく男の顔面を捉とらえていた。

「何だキミは──ぐふぅっ？」

　男が呻うめき、鼻血を撒まき散らしながら引っくり返る。だが俺はやつが起き上がるのを待たずに、すかさずライカの手を握にぎって、元来た道を戻り出す。

「ちょ、コハクっ？」

「話は後だ！　今すぐここから逃げるぞっ！」

「う、うんっ、助けてくれてありがとう！」

　途と端たんに真っ赤になって涙なみだぐむライカ。それはいいけど……妖怪どもはこっち見て、何をヒソヒソ話してるんだ？

「ありゃりゃ？　あの鼻血噴ふいて伸のびちゃってる人は、本当にニセモノさんの仲間なのですか？」

「わしの目には違うように見えるがの」

「ていうか明らかに違うわよっ」

　それを聞いて俺の足が止まる。なんか……冷静に考えたら俺、盛大に勘かん違ちがいしてるんじゃないか？

「あの……ライカ？　ちょっと訊きいていいか？」

「なに、コハクっ」

「あのスーツの野や郎ろうは、お前を襲っていたとかではなく？」

「ううん、襲ってきたよ！　いきなり『今夜は婚前交こう渉しようだよ』とか言いやがって、私にキスしようとしてきたんだから！　ほんと最低っ！　さあ、逃げようコハク！　今度こそ、ちゃんと駆かけ落ちしようっ！」

　ギュッと俺の腕うでにしがみついて叫ぶライカ。くそっ、やっぱりそういうことかよ！

「いや、ちょっと待てライカ。俺どうやら誤解してたみたいで──」

「どうしたの？　逃げようって言ったのコハクだよ？　駆け落ちしてくれるんじゃないの？」

「いや、それはそういう意味じゃなくてだなっ。と、とりあえず俺、あの人に謝罪してこないと……」

　だがそう言いかけた時だ。突とつ如じよ庭園中に警報が鳴り響ひびいた。

　見れば、いかにも金持ちの用心棒といった風ふう体ていの強面こわもてで黒服の連中が、どやどやと走ってくる。さらにはレストランの従業員と、町の警備兵。そして極きわめつきに、憤ふん怒ぬの形相で怒り狂くるう大だい福ふく餅もち……じゃない、ライカのママさんまでが。

「こら小こ僧ぞうっ！　うちのライカちゃんに何するのっ！　ちょっとあなた達、早くその小僧を取っ捕つかまえなさいっ！」

「やべぇっ！　めっちゃやべぇっ！　ライカ、やっぱ逃げるぞっ！」

「うんっ！　駆け落ち駆け落ちっ！」

　焦あせる俺。はしゃぐライカ。二人はともに連れ立って、猛もうダッシュで往来に飛び出す。

「こうしちゃいられません！　ヤエ達も一緒にずらかるのです！」

　後から妖よう怪かい達もついてくる。さらにそれを追って、ママさん率いる怒りの大集団が押し寄せる。

　突如町中に展開した逃とう亡ぼう劇。その主人公である俺は、ライカの手を懸けん命めいに引っ張って、町から森へ、そして俺達の家の方へと突っ走る。

「コハク、どうするの？　どこへ逃げるのっ？」

「任せろ！　俺に考えがある！」

　このままダンジョンに戻ったところで、捕まるのは目に見えている。となれば、やることは一つしかない──。

　行く先に例の村が迫る。俺達は今にも転びそうな勢いで、その敷地内に駆け込んだ。後からヤエ達が走ってくる。

「おい野槌っ、追っ手を妨ぼう害がいしろ！　時間を稼かせいでくれ！」

　俺の声に、ヤエ達の後ろを走っていた野槌の大群が向きを変えた。寸すん詰づまりの蛇へびのような胴どう体たいを車輪状に丸め、自分の尻しつ尾ぽを咥くわえて転がり走るこいつらは、もともと人を転ばせるのが得意な妖怪だ。

　たちまち百匹ぴき近くの野槌が、一気に追っ手に向かって突っ込んでいく。黒服が、警備兵が、次々と悲鳴を上げてすっ転ぶ。だがそんな中、ライカママだけが動じない。

「ふんっ、小こ癪しやくなっ！」

　ぶつかってきた野槌をズゲシと蹴けり飛ばし、なおもこちらに追いすがろうとする。

　しかしそれよりも早く、俺は奥の手を発動させていた。

「──手洗鬼ぃぃっ！」

　空に向かって大声で叫ぶ。すぐに雲を震わせ、巨きよ大だいな声が返ってくる。

「うっす。何すか？」

「この村を元の位置に戻せ！　今すぐにだっ！」

「いいっすよ。お安いご用っす」

　ズゴゴゴゴゴッ！

　たちまち天から降りてきたばかでかい手が、村を地面ごと掬すくい上げる。振り返れば、呆あつ気けに取られたママさん達が地面に這はいつくばって、大空へと運ばれていく俺達をボケっと見上げている。よし、逃亡成功だっ！

　小さくガッツポーズを決める俺。その腕に嬉うれしそうな顔でしがみつくライカ。

　やれやれ、これでひとまず危機は脱だつしたな。

「さて──これからどうしような、マジで」

「大だい丈じよう夫ぶ！　愛さえあれば、きっとどうにかなるよっ！」

　達成感と不安に挟はさまれて引きつった笑いを浮うかべた俺に、ライカが力強く叫んだ。

　けど、そんな勘違い気味のパートナーに、敢あえて訂てい正せいする気にもなれず──。

　こうして俺とライカと、ついでに妖怪達の、駆け落ち第二幕が始まったのだ。
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「あの、すんません。今晩泊とめてもらえま──」

「ひぃぃぃっ！　ヨウカイが来たぁっ！」

　俺の目の前で、最後の一いつ軒けんの戸がバタン！　と閉とざされた。

　村の宿を断られ、それから並ぶ家々を訪ね歩くこと十分。このわずかな時間で、俺達の野宿はあっさりと確定した。

　今朝俺が縛しばられていた例の小屋も覗のぞいてみたが、いつの間にか中はガラクタで溢あふれ返っていた。たぶんあの地じ震しん……というか手て洗あらい鬼おにに運ばれた時に壊こわれたものを、まとめて放ほうり込んだってところだろう。おかげで寝ねるスペースはおろか、足の踏ふみ場もなかった。

「さーて、とりあえず村の外に出るか。ここにいたんじゃ怖こわがられるだけだしな」

「うーん、駆け落ちって厳しいね……」

「いや、駆け落ちが厳しいんじゃなくて、一いつ緒しよについてきてるやつらが厳しすぎるだけだと思うぞ？」

　俺はそう言いながら振り返った。

　ヤエを始めとする妖怪達が、和わ気き藹あい々あいと後ろからついてきている。一つ目のジジイだの、毛むくじゃらのオカマだの、猥わい褻せつ物だの、そんな連中が遠足気分で練り歩いているのだ。おかげで往来には人っ子一人いない。

「あれ？　そういえばトラちゃんは？」

　ライカが首を傾かしげた。確かに、妖怪達の中にトラの姿がない。

「なあヤエ、トラを知らないか？」

「猫ねこ又またなら、ヤエ達がライカさんを助けにいった時点で、すでにいませんでしたよ？」

「そうだっけ。まあ、あいつ面めん倒どうごととか嫌きらいっぽいしな。しょうがないか」

「ううむ、どうも猫又は信用できないのです。コハクさんも気をつけた方がいいのですっ。まったく、自分だってキ○タマなんかついてないくせに、ヤエをバカにして……。腹立たしいのですっ。プンスカ」

　よほど癪しやくに障さわったのか、ヤエは思い出しただけで頰ほおを膨ふくらませている。それを見ながら、ライカが小声で俺に囁ささやいた。

「コハク、あれって、『喧けん嘩かするほど』ってやつかな？」

「ははっ、だといいけどな。まあ、それより今夜のことを考えようぜ。こいつらが一緒じゃ、どうせまともな宿には泊まれないからな」

「私思ったんだけどね。駆け落ちしてるんだから、あまり人目につかない方がいいんじゃないかな」

「それもそうか。じゃあどこか手て頃ごろな洞どう窟くつでも見つけて──」

　あれ？　宿を求めて洞窟に……って、なんか俺、この異世界に来た時と同じ状じよう況きように陥おちいってないか？

「ふぉっふぉっ、新しいダンジョンを探すかの？」

「何でダンジョン限定なんだよジジイ！　せめて旅してる時ぐらい、いつもと違ちがう場所に泊まらせろっての！」

　騒さわぎながら足を進める俺達。人目を避さけて街かい道どうを逸それ、周りはいつしか森へと変わっていく。まだまだ木こ漏もれ日が眩まばゆい時間だ。俺は何となく晴れやかな気分になりながら、ザクザクと草を踏み締しめ、その音を楽しむ。

　思えば昨日からいろいろありすぎた。駆け落ちとか、妖怪モドキとか、指名手配とか、魔ま王おう軍とか……。たぶん今の俺は、かつてない厄やつ介かいごとを背負い込んでしまっている。いずれそいつらと向き合わなくちゃいけないだろう。でも、今この瞬しゆん間かんぐらい、気持ちを落ち着かせてもいいのかもしれない──。

　そう思いながら、俺は一つ深呼吸した。

　……同時に、何やら異様な臭しゆう気きが鼻を刺し激げきした。

「ん、何だこの臭におい？」

　生魚とチーズを混ぜ合わせたような妙みような臭いが、辺りにうっすらと漂ただよっている。ライカ達もそれに気づいてか、立ち止まって、小さく顔をしかめてみせる。

「やだコハク、変な臭いしてる？　ちゃんとお風ふ呂ろ入った？」

「いや、それが昨日からずっと──って俺じゃねーよっ。おいヤエ、出所はどこだ？」

「むう、ヤエに嗅かがせる気ですか？　クンクン……これは土の下からなのです」

「土の下か。なあ、それってトイポクンペじゃないのか？」

　俺はそう言って、地面の上に顔を出している猥褻物どもを見下ろした。いや、正確には地面の下から猥褻物を露ろ出しゆつさせているだけだけど。よくこんな無茶な体勢で俺達についてこられたな、こいつら。

　そんな無茶な連中のナニが五人分。ピョコピョコ＆ユラユラしながら騒ぎ立てる。

「ホタリホタリっ！」

「オッヘラオッヘラっ！」

　いつもの奇き妙みような言葉を、やや強めに連呼する猥褻物ども。何だこれ、怒おこってんのか？

「自分達じゃないって言ってるのです。そもそも臭いそうな部分は、最初から地上に出してるって」

「いや、それ堂々と主張するところじゃないぞ？　でも……じゃあいったい何の臭いだ？」

　ヤエの通訳に、さらに首を傾げる俺。その時だ。

　突とつ如じよ目の前の地面が、ブホーッ！　と土つち煙けむりを舞まい上げた。

「うおっ、何だよこれっ！」

「ひゃぁぁぁっ！　なにっ？　なにっ？」

　土の中から、何かがせり上がってくる。大人を一回り巨大化させたような、ヌルヌルにぬめる紫むらさき色いろの肉にく塊かいだ。その表面には、ウネウネと蠢うごめく短めの触しよく手しゆと、いくつもの唇くちびるが──って、まさかこれっ！

「ホタホタオヘオヘッ！」

「トイポクンペのニセモノかよっ！」

　全身から変な汁しるを滴したたらせて鳴くそいつに、俺は思わず目を剝むいた。しかもこの野や郎ろう、雌し雄ゆう同体になってやがる。見た目もアレだし、もはやエロゲーレベルの物体だ。

「ホタリホタリ！」

「オッヘラオッヘラ！」

　突如現れたニセモノを前に、本物のトイポクンペ達が興奮したのか、ちょっとツヤツヤしながら騒ぎ立てる。どう見てもエロゲークリーチャーなニセモノと、どう見なくても性器でしかない本物達。……あれ、本物の方が卑ひ猥わいじゃないか、これ？

　俺がその身も蓋ふたもない事実に気づいた時だった。このＲ指定極きわまりない展開に、ライカがついに盛大に悲鳴を上げた。

「いやぁぁぁぁっ！」

「待てライカ、どこ行くんだよっ！」

　俺が止める間もなく、猛もうスピードで森の奥へと突つっ走っていくライカ。その背中を追って俺も走る。妖よう怪かい達もひた走る。いつしかニセ猥褻物の姿も見えなくなり、そして──。

「あれコハク、ここはどこ？　街道へ出るのはどっち？」

「わ、分からない……。おい、思いっきり遭そう難なんしてるぞ俺達っ！」

　森のど真ん中をさまよった挙句、俺とライカは思いっきり途と方ほうに暮れる羽目になった。

「えへへ、ヤエは狸たぬきだから、森で迷ってもそれほど困らないのですっ」

　そんな俺達を吞のん気きに見守るヤエと妖怪達。いや、心配しろよ。




「おい手洗鬼、教えてくれ！　俺達はどっちに行ったら森から出られる？」

「え、何すか？　そんなちっこい森、どっちでもまっすぐ行けば出られるっすよ？」

「んな大おお雑ざつ把ぱな答え求めてねーよっ！」

　ＧＰＳよろしく空からのナビに期待した俺の目もく論ろ見みは、あっさりと打ち砕くだかれた。

　あれから小一時間──。さすがに森の中をうろつくのにも疲つかれ、俺達は開けた場所に腰こしを下ろしていた。ライカのドレスなんか、もうあちこち破けて無残なことになっている。

「あーあ、今夜はここで野宿かな……」

「だな。せめて現在地が分かる場所で野宿したかったぜ……」

　樹きにもたれかかってぐったりしながら、俺は不満を漏もらした。

　そうだ。いっそのこと、また手洗鬼に別の場所に運んでもらえば……いやダメだ。森ごと移動するだけだわ、これ。

　まさに手て詰づまり感が漂っている。さらに飢うえと渇かわきも手伝って、体が重い。でもそろそろトイレにも行きたい。……もうダメかも、俺。

「ふむ、あまり吞気にもしておれんようじゃの」

　青あお坊主ぼうずが目をパチクリさせながら呟つぶやいた。そして俺のそばに歩みより、真っ青なでかい顔をヌッと近づけてくる。怖いってば。

「コハクどの、家を召しよう喚かんするのじゃ」

「は？　家？」

「うむ。『迷まよい家が』と言っての、家の姿をした妖怪がおるのじゃ。しかも三食・布ふ団とんつきじゃ。それを召喚すれば、今夜は不自由なく安あん眠みんできようて」

「マジかよ！　そういう便利な妖怪がいるなら早く教えろ！　つーか、そんなもん俺達がダンジョンに住み出す前に召喚させとけってのっ！」

　そう言いながら、俺は急いで立ち上がり、指輪を掲かかげた。迷い家か。よし、これで助かるぞ！

「いでよっ、迷い家っ！」

　逸はやる気持ちとともに言葉を吐はき出す。同時に樹々を押しやるように巨きよ大だいな渦うずが広がり、そこにスゥーッと、一軒の家が姿を現した。

　木造の柱に、漆しつ喰くいの壁かべ。茅かや葺ぶき屋根──。見た目は日本風の、古いお屋や敷しきといったところだ。平屋だが、外から眺ながめる限り、面積はかなり広い。

「なるほど、これが迷い家か。──おい迷い家、入るぞ。開けていいか？」

「コハクさん、何で家に話しかけてるのですか？」

「え、だってこれ妖怪だろ？」

「妖怪ですけど、特に意思とかはないですよ？　ただの不思議な家なのです。べつに返事とかはしてくれないのです」

「マジかよ。それって俺がただ恥はずかしいだけじゃないかよ」

　顔を赤らめながら、俺は迷い家の玄げん関かんの戸をガラガラと開けた。

　中も和風だ。土間があって木の廊ろう下かがあって、開け放たれた襖ふすまの向こうに、畳たたみ敷じきの広い部屋が見える。中央には昔ながらの囲い炉ろ裏りがあり、鍋なべが掛かかってぐつぐつ煮にえている。

「おい、火点ついてるぞ？　これ、誰だれか住んでるのか？」

「いえ、無人なのです。無人なのに、つい今まで誰かいたような感じがするから、何となく不気味なのです」

　なるほど。でも俺、特に不気味さとかは求めてないんだけどな。

「お、水があるぞ。きれいだな。ライカも飲めよ」

　土間の隅すみに水みず瓶がめがあるのを見つけて、ライカとともに喉のどを潤うるおす。その横で、ヤエがなおも語り続ける。

「迷い家は、山で道に迷った人の前に突とつ然ぜん家が現れるという、不可思議な現象なのです。──山の中に不ふ釣つり合いな立派な屋敷……。中は無人なのに、つい今まで誰かがいたような気配がする……。でも、いつまで待っても誰も現れない……」

「やめろよ、怖こわいから」

　俺は楽しく怪かい談だんに興じるヤエを黙だまらせ、妖怪達を促うながして先に入らせた。これで少しは怖くなくなるかな？　いや、それ感覚麻ま痺ひしてんだろって話か。

「ライカも先に上がれよ」

「う、うん……。ねえコハク、この家って靴くつ脱ぬぐの？」

「おいおい、何だよその今さらすぎるネタは」

　昭和以前のギャグかよ。まあ、しょうがないっちゃしょうがないけどさ。

「あ、ちなみにコハクさん、トイレは中にないみたいですよ？」

「ちょ、そんなとこまで昭和以前かよっ！　ちょっとその辺でしてくる！」

　俺は叫さけびながら、慌あわてて外に引き返した。ガサガサと茂しげみを搔かき分け、手頃なポイントを探していると、そこへ後ろからライカがガサガサついてくる。

「こら、何でお前まで来るんだよ！　まさか見るつもりかっ！」

「んなわけないでしょっ！　私もさっきから、も、漏れそうでっ……」

「あ……そっか、ごめん。じゃあこのポイントはお前に譲ゆずるわ」

　そんなこんなで別々の場所で用を足し、何となく気まずい思いで合流する俺達。だが元来た方に戻もどってみると、そこにはヤエがポツンと立っているだけで、迷い家は影かげも形もない。ただ普ふ通つうに樹々の繁しげる森があるだけだ。

「あれヤエ、俺達場所間ま違ちがえたか？」

「いえ、ここなのです。ただお二人がグズグズしてるうちに、迷い家がどっか行っちゃったのです」

「……え、何だよ『どっか行った』って。だってお前、あれは家だろ？」

「家でもどっか行っちゃいますよ？　さっきの怪談にはちゃんと続きがあるのです。──誰も来ないので気味悪くなって屋敷を飛び出す……。後で同じ場所へ行ってみたが、そこには屋敷なんてどこにもなかった……のですっ」

「あっそ。だから今回も消えちまったってわけか──って、じゃあどうすんだよっ！　どこ捜さがせば見つかるんだ？」

「迷い家は一いち期ご一いち会えですからねー。まあ、運がよければ、いつか奇き跡せき的に巡めぐり合えるかもしれないのです」

「んな不安定な家いらんわっ！」

　くそ、さすが妖怪だ。家ですらまともじゃねぇ。

　そう思ったところで、俺はふと気づいた。迷い家が消えたってことは、じゃあ、先にあの中に入った妖怪達は……？

「おい、まさか青坊主やおとろし達も……？」

「うーん、やっぱりそれも運がよければ……」

「マジかよ！　まさかこんなところで永久離り脱だつイベントかよっ！」

　しかもすっげー下らない理由でだ。ひどすぎる。

　俺は啞あ然ぜんとした顔で、屋敷の立っていた跡あとを眺めた。だがいくらこうして見てたって、迷い家はもう二度と現れない。

「みんなぁ、元気でねーっ！」

「皆みなさーん、お達者でーっ！」

　ライカとヤエが涙なみだ交じりに叫ぶ。俺もまたつられて虚こ空くうに手を振ふり、突然の別れを惜おしむことにした。

　うん、みんないいやつらだったよな。迷めい惑わくだと思ったこともいっぱいあったけど、何だかんだ言って結構楽しかったよ。

　あと……これからマジでどうしよう。結局俺達、まだ遭難したままだぞ？




　　　２




「……腹減ったな」

　地べたに敷しいたマントの上にお尻しりをつき、俺は誰にともなく呟いた。

「……同じく」

　ライカが応こたえる。椅い子す代わりにちょうどよさそうな石に座り、その目はまっすぐに空を見る。樹々が開けたキャンプ地点の頭上には、いつもなら煌こう々こうと輝かがやくはずの月が雲に閉とざされ、地上を暗く染めていた。

　もうすっかり夜だ。俺とライカ、ヤエの三人は、相談の末、焚たき火だけを頼たよりに一夜を明かすことにした。まあ、火は点かずに、俺が手の皮を擦すり剝いただけだったけどさ。

「二人とも元気がないのですね。まだ夜は長いですよ？」

　焚き火の代わりに地面にちょこんと置かれた灯あかりが、ヤエの声で励はげましてきた。

　灯りと言えば聞こえはいいが、その姿は、紙と木でできた心こころ許もとない照明器具。提ちよう灯ちんだ。しかも途と中ちゆうで横一文字にパックリ割れて、蠟ろう燭そくの炎ほのおが長いベロみたいにニョロリとはみ出している。でもってもちろん目が一つな。

「なあヤエ、もうちょっと明るいか温かいか、どっちかに絞しぼって化けろよ。こんな暗い場所で提灯お化けなんかになられたって、不安しか湧わいてこないっての」

「えー、いいじゃないですか、提灯お化け。何しろかの有名なお岩いわさんも提灯お化けになってるぐらいですよ？　つまり日本のお化け界の大スターですよ？」

「いや、大スターとかどうでもいいし、俺べつに異世界にお岩さん求もとめてないし」

「ねえコハク、オイワサンって誰？」

「今度間違って召喚しちゃった時にでも詳くわしく紹介するよ。俺じゃなくてヤエがな」

　俺は投げやりに答えながら、グルルゥ～ッと腹を鳴らした。ああ腹減った、マジで。

「……ねえコハク、食べられる妖よう怪かいっていないの？」

「おいライカ、大だい丈じよう夫ぶか？　ひもじさのあまり錯さく乱らんしたか？」

　いきなり妙みようなことを言い出したパートナーに、俺が疲れた声で返す。だがそれを聞いていたヤエが、提灯の口をパクパクさせながら言った。

「いますよ？　食べられる妖怪」

「いるのかよっ！　教えろ！　今すぐこの場に召喚してやるっ！　……いや、やっぱいい」

「ありゃりゃ、やめちゃうのですか？」

「ああ、オチは見えてるからな。どうせあれだろ？　凶きよう暴ぼうそうな獣けもの型の妖怪とかが出てきて、これを倒たおせたら食えるのですとか何とか、そんなパターンだろ？」

「倒すよ私っ！　こう見えても剣けん士しだしっ！」

「おいこらそこ、急に気持ちだけ覚かく醒せいするな」

　そんな張り切るライカは措おいておくとして。俺のネガキャンに、ヤエは口の中の炎をぼうぼうと膨ふくらませながら、ゆらゆら身じろぎした。これは……首を横に振ってるのか？

「そういう無茶なことは言わないのです。もっと平和的に食べられる妖怪がいるのですよ？　何しろ向こうの方が、人間に食べてもらいたいと思ってるぐらいですから」

「へえ、そんなのがいるのか。でもそいつ、食って平気なのか？　実は食中毒になるとか、すっげー祟たたられるとか」

「ないのですっ」

「なくても、すっごくまずいとかは？」

「疑うたぐり深いのですねー。心配ご無用。ヤエが紹しよう介かいするのは、ちゃんと美味おいしく生食できる、甘みと水分がたっぷりの、安全かつ無害な妖怪なのです。その名も──タンタンコロリンっ！」

「タンタンコロリン？　なんか可愛かわいい名前だな」

　俺はどうでもいい感想を言いながら、右手を気だるげに持ち上げた。

　こんなに勧すすめられてるんだ。無害だってことだし、それなら今ここに妖怪が一体ぐらい増えたっていいだろう。食えるかどうかはダメモトだけどな。

「コハク、早く早くっ！」

「急せかすなよライカ、よだれ垂れてんぞ。……よし、いでよ、タンタンコロリンっ」

　いささか力の抜ぬけた声で、いつもの召しよう喚かんモーションを決める俺。さっそく目の前に渦うずが湧く。さて、どんなやつが出てくるのかな。食えるってことは、何かしら動植物の形をしてるとか？　いや、でもそれで意思持って喋しやべったりするんだろ？　食うの、ちょっと罪悪感あるかもな──。

　漠ばく然ぜんと考えながら、俺は渦を見守る。その横でライカが、今にも飛びかからんばかりに身を乗り出している。

　だが──渦の中から相手の姿がそこに現れた刹せつ那な。彼女は不意に真顔になって、大きく身を引いた。

　もちろん俺も身を引いた。なぜならそこには、到とう底てい食えそうもない野や郎ろうが立っていたからだ。

　……それは、たぶん五十歳かそこらの、身長二メートルほどの大男だった。

　真ん丸な坊主ぼうず頭あたまに厳いかつい顔つきで、しかもその顔が赤い。酔よっぱらってるとかそういうレベルじゃない。何と言うか、橙だいだい色いろを鍋で煮に詰つめたような、砂さ漠ばくの夕焼けみたいな色をしてやがる。

　着ている服は黒の着物だ。その裾すそを両手でグッと捲まくり上げ、褌ふんどしから伸のびる汚きたないスネ毛だらけの両足を見せつけて、タンタンコロリンは俺達に向かって、鼻息も荒あらく叫んだ。

「わしを召喚したのは小こ僧ぞうか！　さあ、わしを食すがいいぞ！」

「いや、無理っす……」

　あーあ、やっぱりまた変なの出てきちゃったよ。俺もう泣いていい？

「そっちの小こ娘むすめも、遠えん慮りよなくわしを食せ！」

「ふえぇ、この人キモいよぉ」

　さすがにライカも尻しり込ごみしている。俺はひとり張り切ってるタンタンコロリンを無視して、ヤエに訊たずねた。

「おいヤエ、これを食えと？」

「ええ。美味しいですよ？」

「美味しいぞ！　さあ食せ！」

「ちょっと黙ってろあんた。……おいヤエ、いくら何でもこりゃ無理だ。人間の形したものなんか食えるかってんだ。菓か子しパンでできたヒーローじゃあるまいし」

「ああコハクさん、それは誤解なのです。べつに、タンタンコロリンさんに直接嚙かみつけって言ってるわけじゃないのですよ。タンタンコロリンさんは柿かきの樹きが化けた妖怪で、人間に柿の実を食べてもらうのが生き甲が斐いなのです」

「何だ、そういうことかよ。それ聞いて安心したぜ」

　俺はようやく胸むねを撫なで下ろして、ライカに頷うなずいてみせた。

「ライカ、大丈夫そうだぞ。柿だ柿、果物だ。これなら間違いなく食える！」

「そうなの？　で、その柿はどこに？」

　そう言えば手ぶらだな、この妖怪。どこに柿持ってんだ？

「よしよし、二人とも、手を差し出せ」

　タンタンコロリンが厳つい顔で俺達を促うながす。俺とライカは不思議に思いながら、言われるままに手を差し出す。

　タンタンコロリンがゆっくりとこちらに背中を向けた。相変わらず着物の裾を捲ったまま。自然と俺達の手の上に、汚いお尻が突つき出される。そしてやつは、その真ん中を走る褌をちょいとずらし、尻をブルブル震ふるわせて──。

「さあ、出すぞっ！」

「ちょっと待ててめー俺達の手の上で何しやがるつもりだっ？」

　俺は悲鳴を上げ、とっさにタンタンコロリンの尻を思いっきり蹴けり上げた。

「ふぐおぉっ！　こら小僧、痔じになったらどうするのだっ！」

「どうもしねぇ！　今すぐ毛虫に食われて枯かれてしまえ！」

「ああっ、コハクさんダメですよっ！　べつに汚いものは出ませんから！　ちょっと熟うれすぎてジャムみたいになった柿がビチビチ出てくるだけですからっ！」

「んなリアルなアレが連想できるようなもん、喜んで食えるかっ！　見ろ、ライカが真っ青じゃねーかよ！」

　可哀かわい想そうに、手を差し出したまま固まってカタカタ震えている。またトラウマ確定だな。

　でもってそんな反応を見せる俺達を、タンタンコロリンが寂さびしげに見下ろす。

「そうか。食してはくれぬか。はあ～……」

「いや、そんな厳つい顔で溜ため息つかれても困るんだけどな。つーかあんた、もっと普ふ通つうに柿の実を提供できないのかよ」

「しかしなぁ。熟れすぎた柿を食べてもらうのがわしの役目だし、熟れすぎのはコレが一番出しやすいし」

「いや、出しやすきゃいいってもんじゃないだろ！　もっと他ほかに……あれ？」

　そこまで言って、俺は言葉を止めた。タンタンコロリンの着物の袖そでの中に、ふと何かが見えたからだ。橙色をした、丸いものがいっぱい……。

「おい、ちゃんと普通の柿持ってるじゃねーかよ！　それ食わせろ、それっ！」

「まあそう焦あせるな。まずは熟れすぎから食してもらわんとな。賞味期限の近いものから食すのが、食の基本ルールだ」

「知るか！　俺達は普通の実が食いたいんだっ！」

「何を言うか！　わしは尻から食してもらいたいんだっ！」

　いやそれただのヘンタイだよ。つーかヘンタイばっかじゃねーかよ、妖怪って。

　そしてこんな言い合いをしているうちに、タンタンコロリンの袖からポロポロと柿の実が零こぼれ落ちる。ライカがすかさず拾い上げ、抱かかえ込んで食べ始めた。

「はうぅ、甘いよぅ、美味しいよぅっ」

「あ、こら、独り占じめするな！　俺にもくれよ！」

「まあ待て、小僧の分はわしの尻から──」

「だからそっちはいらねーって──」

　……と、ここで俺達のひどすぎる会話が、ピタリと止まった。

　ふと周囲に気配を感じたのだ。大おお騒さわぎしすぎて気づかなかったが、すでに辺りの暗がりには、いくつもの影かげが蠢うごめいている。囲まれているらしい。

「おい、何かいるぞ……？」

「ま、まさか、またニセの妖怪？」

「いや、これは獣ではないか？」

　タンタンコロリンが目を凝こらして囁ささやく。獣と聞いて思わずヤエの方に目を向けた俺は、提ちよう灯ちんお化けが冷や汗あせを流しながら、ブルブル震えているのを見た。

「こ、これはっ！　この臭においはっ！」

「どうしたヤエ、何か分かったのか？」

「い、犬なのですっ！」

　ヤエが悲鳴を上げた刹那、薄うす灯あかりの中を、影の正体が低く唸うなりながら横切った。犬にしては体たい軀くが大きい。あれは、まさか──。

「狼おおかみだよ、コハクっ！」

「狼っ？　ちっ、聞いてないぞ、森にそんなのがいるなんて！」

　いや、冷静に考えていれば分かったはずだ。ここはファンタジー風の異世界。そのベースが元の世界で言う中世ヨーロッパだとすれば、狸たぬきはいなくても、狼はいて当然なのだ。

　モンスターとはまた別次元のリアルな危険。とっさにそれを突きつけられ、俺は頭が真っ白になりかける。いや、落ち着け。相手はただの動物だ。こういう時は、そう──。

「火だ！　そうだ、提灯の火があるから、狼は寄ってこないはず！」

「無理なのですっ！　犬も狼も苦手ですっ！」

　そう叫さけび、ヤエが恐きよう怖ふのあまり変へん化げを解いた。もはや少女の姿ですらない。地面に四つ足をつけて立つ、モフモフな狸そのものだ。で、そうなると当然火も消えるわけで──。

「……グルルルルル」

　狼達の低い唸りが一ひと際きわ強くなった。いったい何頭いるのかは分からない。が、少なくともこの位置から離はなれない限り、俺達が襲おそわれるのは時間の問題だ。

「どうしようコハク！」

　震えるヤエを抱だき上げ、ライカが叫ぶ。そう言われても、すでに包囲の輪は固められた。あとは樹の上に逃にげるぐらいしかないが、この開けたキャンプ地点にはそれもなし……。

　その時だ。タンタンコロリンが大きく叫んだ。

「よし小僧、わしに任せろっ！」

　そう言うなり、その姿が変化する。地を踏ふみ締しめ、人の形をやめ、スルスルと体を伸のばしていく。そこに瞬またたく間に現れたのは、一本の巨きよ大だいな柿の樹だった。

「サンキュー、タンタンコロリン！　よし、登るぞライカ！」

　俺達が全速力で樹によじ登るのと、狼が一気に押し寄せるのと、ほぼ同時だった。

　まさに危き機き一いつ髪ぱつ。足場が狼で埋うめ尽つくされる中、俺とライカ、そしてライカにつかまったヤエの三人は、無事樹の上に避ひ難なんすることができた。

　だが──。

「おい、狼達の様子が変だぞ？」

　最初にその異変に気づいたのは俺だった。

　闇やみに輝かがやく狼達の目が、不自然な動きを始めている。樹の根元に寄り添そう一頭。その一頭の背中にもう一頭が乗り、さらにその上にもう一頭が乗り──。まるで全員で梯はし子ごでも作るかのように、狼達はチームワークを駆く使しして、こちらに迫せまってきた。

「ちょ、待て！　あいつら動物のくせに何してんだよ！　なあライカ、この世界の狼は、あんなスキルがあるのか？」

「あるわけないでしょっ！　こんなのわけが分からないよっ！」

　俺達は騒さわぎながら、さらに樹を伝って上へ上へと逃げていく。それを追って狼も、じわじわと梯子を伸ばしてくる。

「くそっ、これ以上はもう登れないぞ！」

　ついに樹の先せん端たんに着いてしまい、俺は焦りながら足元を見下ろした。だが、どうやら向こうも数が限界らしい。仲間達の背中に乗った最後の一頭が、俺達に向かってグルグルと唸りながらも、その牙きばを届かせられずに悔くやしがっている。

　俺がホッと息をついたその時だ。不意に一番上の狼が、口を開いた。

「──おい、あと一頭足りないぞ。ライカのママを連れてこよう」

「狼が喋ったっ！」

　ああ、喋った。妖よう怪かいでもモンスターでもないただの動物のくせに、人間の言葉ではっきり喋りやがった。しかも何つった？　え、ライカのママ？

「ライカ、お前のママってどういうことだよ。あのママさん狼か？」

「ああ見えて人間だもんっ！　どういうことかなんて、こっちが訊ききたいぐらいよ！」

　俺達が騒ぐ中、一番上の狼が梯子を駆かけ下り、どこかへ去っていく。そしてそれほど間を置かずに、すぐ戻もどってきた。

　再び梯子を登り、さっきのポジションに戻る狼。さらに──その梯子を伝って新たに現れた何者かが、ギラリと光る目で俺達を睨にらみ上げた。

　ふと雲の切れ間が月を見せ、鮮あざやかな青の光が足元を照らし出した。

　俺達は見た。高そうなドレスを着た、大だい福ふく餅もちみたいな顔のふくよかなオバサンが、鼻息も荒あらく狼達の梯子を登ってくるのを。

「うおぉっ！　マジで来やがったぞ、ライカのママさんが！」

「ひぃっ！　うそうそっ、何でママがここにっ？」

「ライカちゃぁぁぁぁぁん！　帰ってらっしゃぁぁぁぁぁぁい！」

「いやぁぁぁぁっ！　許してママぁぁぁぁぁっ！」

　あまりに壮そう絶ぜつなママさんの追つい跡せきっぷりに、ライカが絶ぜつ叫きようする。その時だ。今まで狼が怖こわくてプルプル震えていたヤエが、この恐怖の展開についにツッコんだ。

「こら猫ねこ又またっ、いたずらはやめるのですっ！」

「え、猫又……？」

　言われて目を凝らす。よく見ればママさんの頭から、ネコミミが生えてやがる。

「ふえぇ、ママ、その耳なにっ？　年とし甲が斐いもなくなに着けてるのっ？」

「いやコスプレじゃねーよ！　……おい、てめートラかっ？」

「うにゃっ、ばれちゃった？　ダメだよ狸、ばらしちゃさぁ」

　そう言ってママさんがポンと白はく煙えんに包まれた。そこには──ああ、間ま違ちがいない。尻しつ尾ぽが二つに分かれたトラ模様のバカ猫が、つまらなそうに俺達を見上げている。

「狼さん達、ごめんよ？　ばれちゃったよ。じゃあ余興はおしまい。解散ってことで」

　トラに言われ、狼達が梯子を解いて地面に降りていく。そして「うぉぉん」と一声咆ほえると、楽しそうに尻尾を振ふりながら、そそくさと森の中へ消えていった。

「さあて、もう大だい丈じよう夫ぶだよ旦だん那な達。降りといでよ」

「降りといでよ、じゃねーよ！　いったい何なんだよ今のっ！」

「いやぁ、旦那達を捜さがして森をうろついてたら狼がいっぱいいたから、手て懐なずけて、ちょっとからかってやろうと……」

「からかうな！　あと、手懐けるにしてもほどがあるだろ！　喋しやべってたぞあいつら！」

「どうだい、なかなかやるでしょ、あたいも」

　やりすぎだ。俺達はすっかり憔しよう悴すいしきった顔で樹を降りた。

「しかしヤエ、よく分かったな。あのママさんがトラだって」

「ええ、だって狼の梯子とか、最後の一頭がどっかのママさんとか、もうこれ全部猫の妖怪がやらかすパターンですからねっ。コハクさんも、もっと日本の昔話を勉強しておくといいのですよ？」

「いや、俺あんまり興味ないし、そもそもしたくてもできないだろ、この異世界じゃ」

「むう、それもそうなのです。……ちなみに猫又、本物のママさんはどうしたのです？　まさか昔話と同じで、食べちゃいましたか？」

「ええっ、食べたのっ？」

　大声でライカが叫び、鬼おにのような形相でトラに迫った。トラが慌あわてて首を横に振る。

「ひぃっ、そんなことしないよぉっ。まあでも、同じ人間が二人いても具合が悪いから、ちょっと監かん禁きんぐらいはした方がいいかなって思って──」

「監禁したのっ？」

「うにゃぁ。しようと思ったらすごい勢いで踏んづけられたから諦あきらめたよぉ」

　なるほど、よく見たらトラの背中にヒールの跡あとがついている。でもまあ、どのみちお仕置き確定だな、これ。

「さて、どうしてくれましょうかね、ライカさん」

「そうだね。どうしてくれようかね、ヤエちゃん」

　ともにこめかみをヒクつかせながら、何やら目で合図を交かわすライカとヤエ。その視線が続いて向かったのは、今俺達が降りてきたばかりの柿かきの樹きだ。ていうかタンタンコロリンだ。そのタンタンコロリンに向かって、女子二人は邪じや悪あくな笑えみとともに、こう言った。

「タンタンコロリンさん、この猫ちゃんに柿を食べさせてあげてっ！」

「たっぷりあげちゃってくださいなのです！　ジュクジュクのやつをっ！」

　その声にタンタンコロリンが樹の姿をやめ、再び大おお坊主ぼうずに変わる。そして怯おびえるトラのもとにずかずかと歩み寄り、真っ赤な顔を興奮で震ふるわせ、尻しりを出す。

「おお、喜んで与あたえるぞ！　さあ猫よ、口を開けろ！　直で食せ、直で！」

「うにゃぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　夜の森に、猫又のおぞましい咆ほう哮こうがこだました。

　俺は──しばらく目を閉じておくことにした。だって見たくねーしな。
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　再び月を覆おおった雲が、やがて雨となって、森を濡ぬらし始めた。俺達は提灯に化けたヤエを手に、雨宿りできそうな樹を探して、森の中をうろつく羽目になった。

　タンタンコロリンは樹になっても、あいにく枯かれ葉と実しかついておらず、雨宿りには不向きだ。この地味に役立たないところが、いかにも妖怪って感じだな。

「コハクさん、あそこに山小屋が見えるのです」

　ヤエが口をパカパカ動かして俺に言う。なるほど、少し進んだ先に、うっすらと建物のシルエットが見えている。

「お、ラッキー。これで今夜は安心して眠ねむれるな」

「私着き替がえたいよ。もうこのドレスやだ」

　そう言うライカのドレスは、破れと汚よごれと雨で、すっかり無残なことになっている。こんな格好で森をさまよってるんだから、下へ手たしたら妖怪以上にホラーに見える。

「着替えるったって、換かえなんかないだろ？」

「あるよ。ちゃんといつものビキニアーマー、隠かくし持ってるもん」

「何でだよ。お見合い中だったんだろ？」

「え、だって、きっとコハクが迎むかえにきてくれるって信じてたから……」

　いきなり赤くなってモジつくライカ。くそ、可愛かわいいな。悔しいけど。

「じゃあライカさんは先に入って着替えるといいのです」

　ヤエの言葉に俺達が頷うなずく。山小屋は、もうすぐ目の前にあった。

　今朝の物置と大差ない感じの、小さくて粗そ末まつな小屋だ。それでも俺達全員が入るぐらいの広さはあるだろう。一夜を過ごすにはこれで充じゆう分ぶんだ。

　灯あかりは点ついていない。ノックをしたが反応もない。どうやら無人のようだ。

「それじゃ、お先に。いいって言うまで入っちゃダメだからね？　あと、覗のぞいたら剣けんでぶった斬ぎるからね？」

「の、覗かねーよっ！　つーか剣持ってんのかよ！」

「うん、ちゃんと隠し持ってるよ？　コハクが迎えにきてくれるって信じてたから」

　マジかよ。どこにどうやって持ってんだよ、おい。

　俺が呆あきれる中、ライカは先に小屋に入って、戸をピッタリと閉めた。俺は特にやることもなくなり、女の子の姿に戻ったヤエと、トラとタンタンコロリンの四人で、小屋の軒のき下したに並んで雨宿りすることにした。

　山小屋があるなら、人が通るってことだ。森を抜ぬけるのも、そう難しくないはずだ。

　次し第だいに夜目にも慣れてきた。俺は滴したたる雨音に耳を傾かたむけながら、ほっと息をついた。

　幸いそれほど強い雨じゃない。明け方にはやむだろうな。

「なんか──たまにはいいのかもな。いつもと違う夜ってのも」

「ですね。トラブルも楽しみのうちなのです」

　俺の言葉に、ヤエが笑顔で頷いた。旅の夜、ほんのひと時でもこんな気持ちになれたのなら、来た甲か斐いがあったってものだ。

　タンタンコロリンからまともな柿をもらい、かぶりついた。強い甘みが心ここ地ちいい。

「まあ、あんまり駆け落ちしてる感じはしないけどな」

　種を地面に落としつつ、俺は苦く笑しようした。

　妖怪達が一いつ緒しよにいる限り、ライカと二人でロマン溢あふれる逃とう避ひ行こうなんてできるはずがない。そもそもライカと二人きりですら、ロマンがあるか怪あやしい。何しろ昨日の今いま頃ごろだって、墓場でゾンビの猫ねこ踊おどり見てたしな、俺達。

「いやぁ、でも今のシチュエーションは、結構駆け落ちな感じがするのです」

　ヤエがふと、そんなことを言った。

「雨が降る中、ともに駆け落ちした女が建物に入って、男がその外で番をする──。これはもう、妖怪的にはアレを思い出してならないのです」

「あ、あたいもそれ思った。これってアレだよね、やっぱり」

「うむ、わしもアレを思い出したぞ。名作だな」

　何かを納なつ得とくし合って頷く妖怪達。俺一人が置いてけぼりだ。

「アレ？　アレって何だよ。名作？」

「コハクさん、『伊い勢せ物もの語がたり』ですよ。古典の授業でやりませんでした？」

「いや俺そういうの、試験終わったら全部忘れることにしてるから」

　まあ、さすがにタイトルぐらいは聞き覚えあるけどな。内容は記き憶おくにない。

「『伊勢物語』の中に、こんな話があるのです。──ある男と女が駆け落ちして逃にげていると、激しい雨が降ってきたのです」

「うん、今みたいな感じか」

「その時ちょうどボロっちい倉が立っているのを見つけた男は、女を倉の中に入れて、自分は外で番をすることにしたのです」

「なるほどな。確かにシチュエーション被かぶってるな」

「ところが倉の中には実は鬼がいて、女を一口に食べてしまったのでした。おしまいっ」

「おい待て、何だよその不ふ吉きつなオチは。お前らろくでもない連想してんじゃねーよ」

「ちゃんと妖よう怪かい的にはって言ったじゃないですか。妖怪が出る話に決まっているのです」

「せめてバッドエンドは避さけろっての！」

　俺がそう叫さけんだその時だ。突とつ如じよ凄すさまじい悲鳴が小屋の中から響ひびき、ライカが戸を蹴けり倒たおして飛び出してきた。

「うっきゃぁぁぁぁっ！　助けてコハクっ！　中に何かいるっ！」

「待てライカっ！　全ぜん裸ら、ぜんらっ！」

　ちょうど着替えている途と中ちゆうだったと見えて、産まれたままの肌はだ色いろ丸出しで俺の胸に飛び込んでくるライカ。やったぜ！　じゃなくて、何があった？

　俺はライカに言われるままに、開け放たれた小屋の中に目を向ける。何かいるって……どうせ虫とかネズミとか、そういうオチなんだろ？

「まさか鬼なのですかっ？」

「いや、そんなもんいるわけねーだろ。俺が召しよう喚かんしてないんだから──」

　バキバキバキッ！　と小屋の板いた壁かべが派手に弾はじけ飛んだのは、俺がすべてを言い終える前だった。

　倒れた戸を踏ふみ壊こわし、中から巨きよ大だいな塊かたまりが飛び出してくる。それが巨大な人型の胴どう体たいだと分かったのは、塊の四方からニョキニョキと手足が生えてきたからだ。

　身長はざっと四メートル。頭は太い首のせいで胴体とほぼ一体化し、その頂には鋭するどい二本の角が生える。胴を支える筋骨隆りゆう々りゆうの太い両りよう脚あしはそれほど長くないが、これまた太い両りよう腕うでは、一転して左右がそれぞれ身長に等しいほどの長さを誇ほこる。

　まるでゴリラを極きよく端たんにしたようなアンバランスなボディ。その肌はだには至るところにメカニカルな模様が走り、生物というよりも、むしろ人造的なクリーチャーを思わせる。

「ひゃぁっ、来たぁっ！」

　ライカが悲鳴を上げ、俺の後ろに回り込む。もっとも俺は、足を震わせて、ただやつを見上げるばかりだ。

「な、何だよこいつ！　鬼？　いや、オーガかっ？」

　瞬しゆん時じに思いついたモンスター名を挙げる俺。しかし鬼らしきそいつは、肥大化した両腕を誇こ示じするかのように振ふり上げ、俺達に向かって名乗りを上げた。

「オレ、テアライオニっ！　ヨウカイっ！」

「って、またニセモノかよっ！」

　くそ、こんなところにもいやがったか！　いったい何者なんだよ、こいつら！

「ソノ女、ヨコセ！　食ウッ！」

「危ないライカっ！」

　伸のびてきた太い腕を躱かわし、俺はライカとともに地面に転がる。全身に濡れた泥どろが染しみつくのも厭いとわず、庇かばうように彼女の上に折り重なる。そして俺はその体勢のまま、ニセ手洗鬼の方を振り向いた。

「てめー、どういうつもりだ！　俺達を仲間に入れたいんじゃなかったのか？」

「コハク逃ゲタ！　オレ制裁ッ！　女食ウッ！」

「なるほど──。だったらやるしかねーな」

　自分の表情に怒いかりが満ちるのを感じる。だが俺はニセ手洗鬼を見上げ、その表情を不敵な笑いの形に歪ゆがめてやる。

「ふっ、てめーに一つ教えといてやるよ。いいか、本物の手洗鬼ってのはな──」

　そして視線を空へと向ける。雨を降り注がせる雲の、遥はるか彼方かなたのその先へ。

　そこにいるであろう、「本物」に向かって。

「てめーなんかより、ずっとでっかいんだよ！　おい手洗鬼、やっちまえっ！」

「──うぅぅっす！」

　同時に巨人の声が、雷らい鳴めいのように轟とどろいた。

　途と端たんに天からニセモノに向けて、巨大な物体が落ちてきた。電柱ほどの太さの、真っ黒な柱だ。それが瞬またたく間にニセ手洗鬼の中ちゆう途と半はん端ぱな巨体を、ズドォンッ！　と小屋ごと押し潰つぶした。

「よっしゃ、やったぜ！」

　もはや無敵に等しい本物の戦せん闘とう力に、俺は思いっきりガッツポーズを決める。

「……で、この黒いのは何だよ？　指じゃないよな？」

「うっす。指だとコハクさん達まで押し潰しそうだったんで、髭ひげ抜ぬいて使ったっす。豪ごう快かいっしょ？」

「お、おう。まあいいや。──よし、もう大だい丈じよう夫ぶだぞ、ライカ。怪け我がはなかったか？」

「ひゃぁっ、見ちゃダメっ！」

　見下ろした俺の目に、泥まみれの真ん丸なドームが二つ、ちょうど飛び込んできた。

　もちろん胸だ。オッパイだ。やったぜ。でもってその背徳的な光景を見て、少女の汚された白い柔やわ肌はだ──なんてしょうもないキャッチコピーが俺の脳のう裏りに浮うかんだ刹せつ那な。

「こらっ！　さっさとあっち向いてよっ！」

　ライカが叫び、泥の塊が俺の顔目がけて飛んできた。
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「ありゃりゃ、お約束ですねー」

「だねぇ。ところで旦だん那な、小屋壊こわれちゃったけど、雨宿りどうすんのさ？」

　ヤエとトラが交こう互ごに言う。俺は泥まみれの顔を雨空に向け、力なく笑った。
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「つーか手洗鬼の手の下で雨宿りできるじゃねーかよ！」

　今さらながらそれに気づき、今度こそ俺達は雨を凌しのぐことができた。

　ここ一キロ四方の雲を遮さえぎるように、手洗鬼にそのばかでかい手の平を、空に広げてもらう。俺とライカは、その指の隙すき間まから辛かろうじて漏もれてくる雨水で──まあ、ちょっとした滝たきぐらいはあったが──体の泥を落とすと、小屋の飛び散った板壁を床ゆか代わりにして、その上に座って一息ついた。

　ライカはもちろん、いつものビキニアーマー姿に戻もどっている。やっぱり俺は、こっちの方が似合っていると思う。

「冷えるだろ？　これ使えよ」

　俺はそう言って自分のマントを外し、ライカの肩かたにかけた。あまり普ふ段だんやらないことだから、多少ぎこちなかったけど。

「う、うん……。ありがと、コハク」

　ライカが赤くなって微笑ほほえむ。

　ヤエとトラ、タンタンコロリンの三人は、少し離はなれた先で遊んでいる。歌ったり、踊おどったり、柿かきをばら撒まいたり。夜に戯たわむれるそんな妖怪達を遠目に眺ながめながら、俺達は自然と肩を寄せ合った。

「駆かけ落ちしてるね、私達」

「ああ、駆け落ちしてるな」

　そんな言葉を交かわし、しばし黙だまる。見上げてもそこにない星空がもどかしい。

　結局間が持てず、先に口を開いたのは俺の方だった。

「明日あした町に出られたら、少し調べてみようと思うんだ。今回の騒そう動どうについてさ」

「騒動って、私のお見合いのこと？」

「いやそっちじゃなくて、ニセ妖怪の方な？　結局あいつらが何者なのか、俺達は何も分かっちゃいないんだ」

　そう、今俺が直面している問題の大半は、連中が絡からんでいる。俺がギルドから指名手配された原因もそうだし、あいつらは魔ま王おう軍とも因いん縁ねんがあるっぽい。

　連中の正体をつかみ、適切に対処すること──。それがすべての解決に繫つながるのは間ま違ちがいないはずだ。

「まあ、もちろんお前のお見合いの方も何とかしたいけどさ」

　最後にそう付け加え、俺は小さく笑った。ライカはちょっとむくれたけど。

「笑いごとじゃないよ。今度ママに捕つかまったら、またあの最低男とお見合いさせられちゃうんだからね？」

「ああ、あいつな……。えっと、婚こん前ぜん交こう渉しようとか言いやがったんだっけか？」

「そうだよ。貴族の一人息むす子こだっていうけど、地元じゃとんでもない女たらしで有名な人らしいよ？　『ボクの正妻にして、マイハーレムの中心に置いてあげるよベイベー』って、私もすっごい上から目線で言われたし」

「マジかよ。殴なぐって正解だったな、あんにゃろ」

　間違いなく、そんなやつにライカをやるわけにはいかないな。いや、べつに俺のってわけじゃないけどさ。

　……そう、俺のってわけじゃない。パートナーなのにな。

　ふと切ないような寂さびしいような、妙みような気持ちになって、俺は口を噤つぐんだ。

　そこへライカが、小声でそっと囁ささやいてきた。

「ねえ、コハク……」

　寄せていた肩が押しつけられ、指先が俺の手に載のる。その動きに不意に何かの予感を覚え、しかし俺がライカの顔をまともに見られなかったのは──やはり、慣れていなかったからだろう。

「ライカ……？」

「あのね、もしコハクさえよければだけど……」

　──このままずっと、二人で逃げ続けたいな。

　そんなライカの囁きが、俺の耳元を優やさしくくすぐった。

　俺は押し黙った。緊きん張ちようして声が出ない。鼓こ動どうだけが激しく響く。

　ライカのやつ、いったいどんな顔して言ってるんだよ。いつもこんなこと言うイメージじゃないのに……。

　振り向いてこいつの顔を見るのが恐い。今顔を見たら、俺は間違いなく堕おちてしまう。

　代わりに腕を伸ばし、無言で肩を抱だき寄せた。ライカは素す直なおに身を任せてきた。

　とてもか細い。そうだよな、女の子だもんな。

　そんな女の子のために、じゃあ俺は何をすればいいのか──。ゆっくりと考え、俺はようやく口を開いた。

「ライカ、俺……」

「なに、コハク？」

「俺……逃にげるより、立ち向かうべきだと思う。もちろん二人でさ」

　真顔で、そんな言葉が出た。俺なりの言葉が。

　思い切ってライカの顔を見る。慣れた夜目の中、熱く火ほ照てった少女が、俺を見つめている。瞳ひとみを潤うるませ、じっと俺を待っている。

　その心を受け止めるように、俺は思い切って告げる。とても大切な想おもいを。

「お前のママさんと会って、直接言ってやるよ。俺がライカをもら──」

「コハクさん、ライカさん、迷い家が現れましたよっ！」

「マジかよやったぜっ！（自棄やけ）」

　いきなり飛んできたヤエの声に、俺とライカは大おお慌あわてで立ち上がった。なんてタイミングだよ、まったく！

「見てコハク、あそこ！　みんないるよっ！」

　ライカが指さした先に、確かに迷い家の灯あかりが頼たのもしく輝かがやいている。その入り口に立ってこちらに手を振っているのは、間違いなく青坊主達だ。

「ふぉっふぉっ、ようやく見つけたぞ。さあ上がれ上がれ。風ふ呂ろが独りでに焚たけとるでの」

「お布ふ団とんも独りでに敷しいてあるわよっ。コハクちゃん、あたしと一いつ緒しよに寝ねましょっ」

「やかましい！　それこそ独りで寝てろよっ！」

　ちゃんづけで俺を誘さそうおとろしに言い返しながら、俺は足早に迷い家へと向かっていく。ライカも後からついてくる。

「ふわぁ、やっとまともに眠ねむれるよぉ」

　ふと気になって振り返れば、灯りに照らされたライカの顔は、いつもの緩ゆる々ゆるなへっぽこ剣けん士しに戻っていた。

　俺は──ちょっとだけ安心した、かもしれない。




　その後、温かいご飯と温かいお風呂を満まん喫きつした俺とライカは、夜明かしモードに入った妖よう怪かい達を囲い炉ろ裏り端ばたに残し、布団が敷かれているという奥おく座ざ敷しきに引き上げることにした。

「ははっ、別々の部屋の方がいいんだけどな。なんかここしか布団ないらしいから……」

「う、うんっ……」

　二人して赤くなりながら、奥の襖ふすまの前に立つ。……いや、べつに何もしないぞ？　本当だぞ？　あ、でもちょっとぐらい期待するのもアリっちゃアリかな？

　無む駄だにドキドキワクワクしながら、俺は思い切って襖を開く。暗い奥座敷に廊ろう下かの光が差し込み、中に三組の布団が敷かれているのが見え……おや、三組？

「つーか誰だれか寝てるぞっ？　誰だよっ」

　一番左ひだり端はじですでに寝息を立てている何者かの姿に、俺は思わず声を上げる。けど、ヤエ達はみんなあっちにいるし、ライカも俺の隣となりにいるし。じゃあ誰だよいったい。

　恐おそる恐る足音を殺し、そっと相手の寝顔を覗のぞき込む俺。その目に映ったのは、枕まくらを抱き締しめて熟じゆく睡すいする、先せん輩ぱい召しよう喚かん術師のお姉さん──って。

「ちょ、何でシュルクさんがここにっ？　おーい、青坊主、何か知ってるか？」

「おお、その娘むすめ御ごなら、森で寂しそうに野宿していたところを回収したのじゃ。さっき」

「野宿？　……あ、そういや置き去りにしちゃってたんだよな、シュルクさんのこと。じゃあ今夜はシュルクさんも一緒ってことか」

　やれやれ、結局ライカと二人っきりってわけにはいかないみたいだな。まあでも、それならそれでいいや。何しろほら、俺まだこういうの慣れてないし。

　俺は溜ため息とともに苦く笑しようしながら、改めてシュルクの寝顔を眺める。

　目ま蓋ぶたにかかる長いまつ毛。緩ゆるんだほっぺた。可愛かわいい寝息。……うん、無防備だな！　こいつはほっとけないレベルの無防備さだぜ、男子として！

「よし、俺シュルクさんの隣っ！」

[image: ]

「こらコハクっ！　コハクの布団はそこじゃないでしょっ！」

　つい本能的に俺がシュルクの横に寝っ転がろうとした刹那、急に後ろからライカの腕うでが伸のびてきて、俺の襟えり首くびをむんずと鷲わしづかみにした。

「ライカよせ、首が絞しまるっ」

「はいはーい、コハクはこっちだよー」

「いや、なんで座敷の外に引きずってくんだよっ！　寝かせろよっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、今廊下に布団出してあげるから。じゃ、お休みなさーい」

　布団もろとも廊下に叩たたき出された俺の前で、襖がピシャッと閉とざされた。

　俺は愕がく然ぜんとしながら、ライカとシュルクが眠る座敷を襖越ごしに眺める。この中に……ああ、この中に俺のパラダイスがあったはずなのに。

「コハクさん、こっちに来て宴えん会かいに加わるのですっ」

「……そうだな。もう俺、お前らと徹てつ夜やでいいや」

　ヤエに誘われ、俺は泣く泣く妖怪達の輪に加わることにした。

「ふぉっふぉっ、この徳利とつくりはいいぞ。さすが迷い家の品。無限に酒が湧わいてきよる」

「この家にある食器は全部お宝ですからねー。このお椀わんとか、無限にお米が湧いてくるのです。何かお土産みやげに一つ持っていきましょう！」

「マジかよ、もうこれで食費に困らないな、俺達」

　そんな色気の欠片かけらもない会話を、半ば自棄で交わす。

　こうして俺とライカの駆け落ちの夜は、無駄に賑にぎやかに過ぎていったのだった。
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　適当に森を徘はい徊かいした迷まよい家がは、翌朝には最も寄よりの港町の海岸に着いていた。

　交易船が行き交かう活気溢あふれた町で、この大陸の中央都市としても機能している。いつぞや俺がベヒモスを倒たおした荒こう野やに近い場所だ。町の景色の彼方かなたには、ついこないだまで魔王城が立っていた山が、ひしゃげた姿でそびえている。

　あと手て洗あらい鬼おにの足な。ほんとどこ行っても見えるな、あいつ。

　もっとも迷い家が着いたこの辺りは、岩場になっているおかげでひと気はない。目立つ妖怪達を隠かくれさせておくにはもってこいだ。

「よし、ここをひとまずの拠きよ点てんにしよう。そうだな、とりあえず俺とライカで、この町のギルドの支部にシュルクさんを送り届ける。そこでついでにニセ妖怪の情報収集に当たるってのはどうだ？」

「いいんじゃない？　シュルクさん、まだ寝てるけど」

「ああっ、ヤエも一緒に行きたいのですっ」

　そんな感じで、囲炉裏端で朝食を食べながら、俺達は今日の計画を立て終えた。

　ちなみにご飯も味み噌そ汁しるも、全部独りでに用意されていた。マジで助かるな、この家。勝手に動いたりしなければだけどさ。

「よし、じゃあ俺、シュルクさん起こしてくるよ」

　ひととおり計画が固まったところで席を立つ。そして奥の座敷へ行き、襖を開けて中を覗き込んだ。

「おはようシュルクさん、もう朝っすよ？」

「ふわぁ、おはようコハクくん……て、あらやだ、何でコハクくんがこんなとこに？　早く逮たい捕ほしないと──」

「じゃあ俺達失礼します！　さよならっ！」

　寝ぼけながら手て錠じようを取り出したシュルクを見て、俺は彼女を布団に置き去りにし、急いで囲炉裏端に戻もどった。

「おいみんな、出発だ！　大事なこと忘れてた！　俺達まだ指名手配中だったぜ！」

　そう叫さけんだ刹せつ那な、廊下の向こうから、シュルクが手錠を手にフラフラと迫せまってくるのが見えた。

「コハクく～ん、ライカちゃ～ん、観念して～」

　怖こえぇ！　なんか怖ぇ！　きっとここが日本家屋のせいだ！

「逃げるぞみんな！　忘れ物はないな？」

「ないよ！　どうせ剣けんとビキニアーマー以外は手ぶらで来てるし！」

　心強いライカの言葉に頷うなずきながら、俺達はいっせいに迷い家を飛び出した。

　俺、ライカ、ヤエにトラ、それに青あお坊主ぼうずやおとろし達──。シュルク以外の全員が飛び出したところで、急いで後ろ手に戸を閉める。迷い家はそれを合図に、中にシュルクを入れたまま動き出し、海岸沿いをズルズルと去っていった。

「ふう、危なかった……。あ、食器持ってくるの忘れた！」

　いや、それはどうでもいいか。それよりこの分だと、またシュルクさんが迷子になるな。ごめんよ、シュルクさん。

「さて──どうするかな。ギルドに行っても逮捕されるだけだよな、俺」

「そうだね……。あ、見てコハク、あそこにウォンテッドの似顔絵が貼はってあるよ？」

「うわマジだ！　しかも賞金安っ！」

　すっかり本格的に指名手配されてやがる。こうなったら、何としてでもニセモノどもの尻しつ尾ぽをつかんで、俺達の濡ぬれ衣ぎぬを晴らさないとな。

　ただ、ギルドで直接情報を集めるのは難しい。となると──こういう時の定番は、やっぱり酒場か。

「よし、ライカとヤエ、一緒に来てくれ。酒場で情報収集だ」

「おお、酒場ならわしもついていきたいのぉ」

「いや、青坊主はダメだろ。そんなスカイブルーなやつが一緒だと目立っちまうっての」

「あたしは？　あたしは？」

「おとろしは訊きくまでもないだろっ！」

　酒と聞いて途と端たんに自己主張を始めたやつらに却きやつ下かを下す。とは言え、俺も変装ぐらいはしないとまずい。

「あたしの毛を分けてあげるわよっ。カツラにしなさいよ。げらげら」

　おとろしがそう言って、俺にクッソ長い抜ぬけ毛を押しつけてきた。いらねぇ。

「マントを畳たたんでフードっぽく被かぶれば大丈夫だろ。よし、じゃあ行くぞ」

「ああ待っとくれよぅ。あたいも行くよっ。猫ねこの姿なら目立たないから、いいだろ？」

「トラか……。あまり面めん倒どうなことやらかすなよ？」

　トラブルメーカーな猫ねこ又またに、もはや俺は嫌いやな予感しかしない。トラは素す直なおに頷いたが、さて、どうだろうな。

「任せとくれよ。……何だよ青坊主の爺じいさん、何であたいのこと睨にらむのさ」

　ふと自分に向けられた青坊主の一つ目を気にして、トラが嫌そうに顔を背そむけた。さてトラのやつ、いったい何を企たくらんでるんだ？

「コハクさん、猫は信用ならないのです。くれぐれも目を離はなさないようにしてください」

　ヤエが俺をつついて言った。俺は軽く相あい槌づちを打つと、改めて四人で町中へ繰くり出すのだった。




　町の食堂を兼かねた酒場は、まだ朝だというのに客で賑わっていた。俺達は適当に飲み物だけ注文すると、グラスを手にさっそく客達の間を回り、情報を集め始めた。

　でまあ、もちろん目的はあくまで、ニセモノの情報なんだけど──。

「最近起きた事件？　ああ、そういやコハクとかいうお尋たずね者の手配書がギルドから回ってきたな。賞金がセコいから無視だけどな」

「いや、一番に出てくるのがそれってどういうことっすか」

　さっそく訊いてみた漁師風のオッサンからそう言われ、俺はゲンナリする。ライカもヤエも苦く笑しようしている。トラは……あれ、どこ行ったあいつ？

「トラちゃんなら、あっちでお客さんに焼き魚ねだってるよ？」

「あんにゃろ、それが目当てでついてきたのかよ」

　見ればなるほど、トラが普ふ通つうの猫のふりをして、客の足元でニャンニャン甘えている。

「おい何だこの猫。しっしっ！」

「ふにゃっ！」

　あ、蹴けっ飛ばされた。

　床ゆかの上を転がったトラは、チッと舌打ちして、そそくさと店から飛び出していった。意外とあっさり引き下がったな……と俺が思っていると、そこへまたすぐに戻ってくる。

　ただし姿がちょっと違ちがう。なんかサイズがちっちゃくなってやがる。

「うみゃー、うみゃー」

「おい何だよまた来やがって……って、今度は子猫か。今のやつの子供か？　くそぉ、そんなつぶらな瞳ひとみで見上げるなよぉ」

　すっかり子猫になりすましたトラに見つめられ、客が居い心ごこ地ち悪そうにする。そこへ店のウェイトレスが、客にすら見せないようなとびっきりの笑え顔がおで近寄ってきた。

「ひゃぁ、子猫だっ！　可愛かわいい～！　ねえどこから来たの？」

「うみゃー、うみゃー」

　うっかり喋しやべって答えることもなく、完かん璧ぺきに子猫に徹てつするトラ。そんな妖よう怪かいのインチキな愛くるしさに魅み了りようされて、ウェイトレスが魚を一いつ匹ぴき恵めぐんでやる。トラがそれにかぶりつく。

「うみゃうみゃっ、むしゃむしゃっ」

「いや～ん、うみゃうみゃ言いながら食べてるっ♪」

「く、くそっ、オレもやるぞっ！」

「わしの魚もやる！　わしにもうみゃうみゃ言ってくれ！」

　ついに周りの客達がいっせいにトラを構い始めた。もう魚まみれだ。俺はその様子を、ただ呆あきれながら遠巻きに見つめるばかりだ。

「……すげーなトラ。自分のこととなると本気出すんだな、あいつ」

「歳としを取って妖怪になった猫は、ああやって子猫に化けて、人間に餌えさをねだることがあるのです。ちゃっかりしたやつですっ」

「ああ、まったくだな。……おいライカ、妙みようにそわそわして、どうした？」

「ねえコハク、私も魚あげてくるっ！」

「何でお前まで行くんだよ！　お前は俺達と情報収集だろがっ！」

　すっかり子猫と戯たわむれる気でいるライカを引っ張って、俺は客達の間を再び回り始めた。

　もっとも、結局ニセ妖怪に関する情報は見つからず……。成果と言えば、トラが大量の魚をせしめただけで、俺達は仕方なく酒場を後にしたのだった。




「いやぁ、最高だね港町っ。狸たぬきにゃこんな芸当はできないよね。ただの珍ちん獣じゆうだし」

「ふふん、ヤエの方がもっと可愛いのです。いちいち子猫に化けなきゃ媚こびも売れないようなお年寄りとは、わけが違うのですっ」

「うにゃ、年寄りで悪かったなっ！　猫は老ふけなきゃ化けられないんだよっ！」

　……と、相変わらず言い合いが絶えない二匹ひきはともかく。

　目的の情報が得られなかった代わりに、一応俺の手配状じよう況きようについては、だいぶ詳くわしいことが分かった。俺とライカは、酒場から少し離れた波は止と場ばで、現状を整理してみた。

「えっと、まずコハクの罪状について。妖怪を使し役えきしておこなった数々の犯罪行こう為いに加えて、ライカ・ブランキッテを誘ゆう拐かいして、現在もなお逃とう走そう中──だってさ」

「つまり俺達の駆かけ落ちがギルドに訴うつたえられたってわけだな。お前のママさんに」

　なんか以前も似たようなことがあった気がする。ほんと厄やつ介かいだな、あのママさん。

　ただし、今回ギルドに訴えた人物は、もう一人いる。ライカのお見合い相手──そう、例の女たらし野や郎ろうがギルドに根回しして、俺の手配書を即そつ行こうでばら撒まかせたらしいのだ。

「それにしてもあのカス野郎、何でギルドと繫つながってんだ？」

「うん。私が聞いた話だと、十代の頃ころに冒ぼう険けん者になりたくて、ボランティアで何回かダンジョンに潜もぐったんだって」

「へえ、冒険者にね。その時の伝手つてか。……で、何でなるのやめたんだ？」

「何でも、イケメンすぎてモンスターの女の子を誘ゆう惑わくしちゃうから、諦あきらめたんだってさ」

「いや、それはさすがに信じるなよ。どう考えてもホラ話だろ」

　まあ、イケメンカスの経歴はともかく、問題はギルドだ。俺のいた元の町から遠く離れたここにも手配書が回ってるってことは、この分だとどこに行っても同じだろう。

「参ったな。逃にげ場なし、か」

　俺は難しい顔で、陽ひの照り輝かがやく海に目を向けた。海鳥が騒さわいでいる。波間に、何かが漂ただよっているのが見える。何だろうあれ。人間大ぐらいの白い物体って──。

「イカだっ！」

　そう気づいて俺が叫んだ刹那。漂っていた物体がブシューッ！　と墨すみを吹ふき、俺達の方に向かって猛もうスピードで突つっ込んできた。

　あいつは間ま違ちがいない、元魔ま王おう軍の幹部のアレだ！　名前は忘れたけどなっ！

「逃げるぞライカ！」

　とっさにライカの手を取り、海から離れようとする。しかしその行く手に、いつの間に迫っていたのか、昆こん虫ちゆう顔の貴族オヤジが立ちはだかる。

「待て、コハクよ。我らと一いつ緒しよに来てもらうぞ」

　顎あごをギチギチ鳴らしながら、昆虫オヤジが笑う。くそっ、挟はさみ撃うちか！

「コハクさん、囲まれたのですっ！」

「どうするよ、コハクの旦だん那な。あたいだけでも逃げろとか言ってくれる？」

「いや、目的が俺なのに、誰だれがお前を捕つかまえるんだよ！」

　すっとぼけたことを言うトラを一いつ蹴しゆうし、俺は周囲に視線を走らせる。幹部が二人だけで来ているはずがない。そう、振ふり返った先にもう一人、いた。

「──見つけました、コハク様。今度こそ、私と結けつ婚こんしてもらいます」

　魔ま王おう妃ひエリダ──。俺の「許いい嫁なずけ」だ。

　昨日と同じく漆しつ黒こくの鎧よろいを身に張りつかせ、こちらに歩み寄る。その硬かたい表情の中に、得体の知れない気き迫はくを覚え、俺は思わず足を強こわ張ばらせる。

「ちっ、やっぱりあんたも来てたか。ってことは、ネイリーも──」

「ねえコハク、結婚って何？　私初耳なんだけど」

「ライカ、その話は後にしてくれ。それよりこの状況を何とかしないと──」

「この人コハクの婚約者なの？　いつからなの？　ねえ、いつからっ？」

「だからその話は後にしろっつってんだろ！　ちょっと黙だまって──ぐへっ！」

　途端にライカの手に胸むな倉ぐらをつかまれ、俺は思いっきり噎むせ返った。涙なみだで滲にじむ目に、そこへライカの憤ふん怒ぬの形相が映り込む。真っ赤に膨ふくらんだ厳いかつい顔。どこかで見たことがあると思ったら、アレだ。タンタンコロリンと同じだ。

「許さない！　私と駆け落ちしたのは遊びだったのねっ？」

「んなわけねーだろ！　遊びで遭そう難なんできるわけが、ぐへっ！　ギブギブっ！」

　ライカに首根っこを締しめ上げられて悲鳴を上げる俺。それを助けることも忘れて、ポカンと見ているヤエとトラ。まったく、何で俺のピンチの出所は、いつも身内なんだよ！

「おい放せっ、それより早く逃げ──」

　俺が呻うめくと同時に、三幹部がいっせいに動いた。エリダが、イカが、昆虫オヤジが、俺を連れ去るべく一気に迫せまる。

　そして──最後の一人は、そこへ空から現れた。

　バサバサッ！　と突とつ如じよ響ひびく激しい羽音。それと同時に、俺の体が大きく持ち上がった。

「と、鳥っ？」

　いや違う。背後から俺の体に回された腕うでは、確かに人間のものだ。ってことは──。

「まさか、天てん狗ぐかよ！」

　そうだ。いつぞや俺が召しよう喚かんし、そのままどこかへ飛び去っていった妖怪──天狗に違いない。そいつに今抱だきかかえられて、俺は一気に大空に舞まい上がった。ライカやエリダ達がどんどん小さくなっていく。

「こらよせ天狗っ！　何の前まえ触ぶれもなく出てきて、俺に神かみ隠かくし嚙かましてんじゃねえっ！」

　そう抗こう議ぎしながら俺は懸けん命めいに首を回して、羽音の主を睨みつけた。

　そして──絶句した。

「お、お前は……っ？」

「テングさ。悪いが無理やり付き合ってもらうぜ？　タヌキちゃんが待ってるんでね」

　記き憶おくにある山やま伏ぶし姿の鳥人間とは程ほど遠とおい、背中に黒い翼つばさを生やした堕だ天てん使しの如ごとき美青年が、俺の耳元で妖あやしく囁ささやいた。

　くそっ、またニセモノかよっ！




　　　２




　俺がニセ天狗にさらわれて連れてこられたのは、海沿いの崖がけに立つ高い灯台の、その外回かい廊ろうだった。

「やあ、お待ちしてましたよ、我が親愛なるジンノ君」

　道どう化け姿のヤエ似の少女──ニセ狸が、慇いん懃ぎん無礼に俺を迎むかえる。さらにその後ろには、ニセ猫又が控ひかえる。

　やつらの前に立たされた俺は、もちろんすぐさま指輪をかざし、身構えた。

「ずいぶん強ごう引いんなことしてくれるじゃねーか。何回も言わせんなよ。俺はお前らの仲間になんか──」

「まあ、そう答えを急がないでください。それより、せっかくの機会だ。ゆっくりお話ししませんか？　……知りたいのでしょう？　僕等が何者なのか」

　ニセ狸はすっかり見み透すかしていた。俺は軽く舌打ちすると、無言で頷うなずいた。

「まず──そうですね、ジンノ君。貴方あなたは、魔王城の地下ダンジョンに《スポーン》と呼ばれる魔ま導どう装置があるのをご存知ですか？」

「ああ、確か魔王の保育器だったよな」

　……いや違う。あれは《コクーン》か。紛まぎらわしいな。

「《スポーン》というのは、その言葉どおり、『産み落とす』ための装置です」

　ニセ狸は軽く苦く笑しようを挟み、正解を告げた。

「この世界を漂う人類の『思考』を受信し、その中から恐きよう怖ふや嫌けん悪おといった負の感情を抽ちゆう出しゆつ。その対象となる存在をベースに、新たなモンスターを産み落とす──。言わばモンスター生成装置ですよ」

「モンスター生成装置……。そんなものがあったのか」

「モンスターを狩かり尽つくされないようにするべく魔王軍が開発した、勢力維い持じシステムの一いつ環かんです。もちろん雌し雄ゆうの交わりによっても次世代のモンスターは産まれますが、この装置は逆に、完全な新種を産み落とすためのものです。……ただ一つ、例外を除いて」

「例外？」

「ええ。《スポーン》が抽出する負の感情の対象──。それは死や人間の悪意、猛もう獣じゆうや害虫、自然災害など、様々にあります。しかしもっと具体的に、すでに存在しているモンスターそのものが、新種誕生のベースになる場合があるのです。例えば、ドラゴンを恐おそれる人間の心が受信されれば、新たに別個体のドラゴンが産み落とされるというわけですよ」

　そこまで説明し、ニセ狸はその道化じみた顔を、ニヤリと歪ゆがめてみせた。

「ジンノ君。……もうお分かりですね？」

　その言葉に、俺は緊きん張ちようの面おも持もちで頷いた。

　……そう、こいつらもまた、《スポーン》から産み落とされたのだ。今まで俺が召喚してきた妖怪達をベースにして。

　コピー妖よう怪かい。そう呼んでいいだろう。

　ただし、やつらがこの異世界の産物である以上、それは正しい意味でのコピーではない。和風な要素はなく、一方で魔法を使いこなす。あくまでこの異世界の存在として──もっと言えば「モンスター」の一種として──産まれてきたのだ。

「けど、納なつ得とくできないぞ。お前の話のとおりなら、お前らは妖怪じゃなくて、れっきとした魔王軍の一員だろ？　どうしてあの幹部達と敵対してるんだ」

「その論調は、まず前提が間違っています。僕等は──『妖怪』ですよ」

　ニセ狸が答えた。ふとその笑え顔がおの中に、自じ虐ぎやく的な色が一いつ瞬しゆん走った気がした。

「確かに僕等の姿形や能力は、本物の妖怪達と違って、この世界に則のつとっています。でもそれは、あくまで僕等が《スポーン》という魔王軍の装置の産物だからに過ぎません。……僕等は『妖怪』という未知の魔物に対する人間達の恐怖心から産まれた。である以上、僕等に与あたえられたカテゴリーは、『モンスター』ではなく『妖怪』なのです」

　妖怪とモンスターは違う──。この異世界で俺がギルドの連中に懸命に訴うつたえてきたこの言葉は、どうやら今になって大きな意味を持ってしまったようだ。

「ジンノ君。貴方や多くの人間が、妖怪をモンスターと区別している以上、その意識を反映した《スポーン》の働きによって、僕等は魔王軍とは別の勢力を築かざるを得なかったのですよ。『妖怪』を名乗るものは、決してモンスターにはなれないのですから」

　だから──と、コピー狸だぬきは続けた。

「僕等には王が必要なのです。この世界の魔王に匹ひつ敵てきする力を持つ、妖怪王が」

「妖怪王……？」

「ええ。そして魔王軍を滅ほろぼし、僕等が新たな恐怖の支配者として、取って代わる──。それが、僕等『妖怪』が等しく胸に抱いだく、絶対的な本能というわけですよ」

　モンスターと妖怪の狭はざ間まに立つ模造品は、語り終え、歪んだ笑みを浮うかべた。

　ふと潮風が吹きつけた。俺は目を細め、コピー狸の真意を探さぐる。

　魔王に代わって世界を支配する──。それは、本物の妖怪ならば抱くはずのない、大だい胆たんかつ邪じや悪あくな本能だ。しかし、ならばさっき見せた自虐の色は何なのか。

　モンスターにはなれず、さりとて、本当の妖怪にもなれない存在──。

　……いや、同情なんかしてやる必要はないか。俺にとって、こいつらは敵だ。

「まさかその妖怪王に、俺がなれってか？　お断りだっ！」

「いいえ、誰も貴方に王になってほしいだなんて言ってませんよ？　何を己うぬ惚ぼれてるんですか？」

「う、うるせーっ！　ちょっと勘かん違ちがいしただけだ！」

「ジンノちゃん、顔真っ赤ニャ」

「そこ、口挟むなっ！」

　茶化すコピー猫ねこ又またを睨にらみ、俺は視線をコピー狸に戻もどす。仲間になれなんて言うから、てっきり魔王軍と同じパターンかと思ったが……。じゃあこのコピーどもは、いったい俺に何を求めてるんだ？

「我が親愛なるジンノ君。貴方には、これからもっともっと、数多くの妖怪を召喚していただきたいのです。僕等のためにね」

「そうニャ。ジンノちゃんが頑がん張ばれば、それだけあたし達の仲間も増えるニャ。ってことでまずは、妖怪王を召喚してもらうニャ」

　コピー猫又が俺の右みぎ腕うでに手を伸のばす。俺はとっさに後ろに下がったが、すぐ背後に立ったコピー天てん狗ぐが、全身で俺の退路を断った。

「いけないな、ジンノくん。素す直なおにタヌキちゃんの言うこと聞いてもらえない？　オレら、もっとフレンドリーになるべきじゃん。だろ？」

　腐ふ女じよ子し受けでも狙ねらうかのように甘く囁きながら、俺の右みぎ肩かたを撫なでるコピー天狗。その手を撥はねのけ、俺は言い返す。

「妖怪王っつーか、魔王なら以前召喚したぜ？　山さンん本もととかいうやつだ。どうせあいつのコピーもいるんだろ？　だったらそれで充じゆう分ぶんだろ。いちいち俺に構うんじゃねーよ」

　山ン本五ご郎ろう左ざ衛え門もん──。妖怪達を束ねる、妖怪版魔王ともいうべきやつだ。ここまでの流れを思えば、コピーが存在しないわけがない。

　しかしコピー狸は首を横に振っただけだった。

「確かにいます。いや、いましたと言うべきですね。残念ながらコピー山ン本は、魔王軍との戦いに敗れ、すでに滅ぼされています」

「へえ、かなりガチで潰つぶし合ってんだな、お前ら」

「必死なのですよ、僕等も魔王軍も。……妖怪王にしろ魔王にしろ、その完成には《コクーン》が必要不可欠です。しかし《コクーン》が使えるのは一度きり。僕等はコピー山ン本を《コクーン》の中に入れようとして、魔王軍に阻そ止しされました」

　魔王育成装置《コクーン》。それは普ふ段だんは封ふう印いんされていて、魔王が滅びた時のみ、次の一人だけがその中に入れるようになる──。確かネイリーはそう説明していた。なるほど、だから一度きりなのか。でもって、次の魔王を求める魔王軍と、自分達の王を求めるコピー妖怪、そのどちらもが《コクーン》を巡めぐって争っているってわけだ。

　そしてもっと言えば、魔王軍は俺を《コクーン》に入れたがっている。一方コピー妖怪は、俺が召喚した「妖怪王」に相応ふさわしい妖怪を、入れたがっている──と。

「《コクーン》の周囲では、今なお僕等の仲間が魔王軍の残党どもと睨み合っています。互たがいに王の候補者をなかなか連れてこられないところから、全面的な激げき突とつはあまり起きていませんが、僕等としては、これ以上時間をかけたくはありません」

　コピー狸はそう言って、昨日も見た白い仮面を取り出した。何に化ける気だ？

「親愛なるジンノ君。貴方がどうしても僕等に協力的でないなら、まずは強きよう硬こう手段を取らせていただきます。少なくとも妖怪王だけは、この場で召喚してもらいますよ」

「ふん、誰だれが召喚なんか──」

　だが俺の言葉は最後まで続かなかった。

　コピー狸の目が妖あやしく光る。その光が俺の目を射い貫ぬいた刹せつ那な、異変が起きた。

「な、何だよこれっ！　操あやつられてるっ？」

　俺の右腕が意に反して独りでに持ち上がる。どうやらやつの特とく殊しゆスキルらしい。

　そしてこの強制的な召しよう喚かんモーションを、俺に防ぐ術すべはない。指輪をはめた手をまっすぐに掲かかげさせられ、最後にトドメとばかりに、コピー狸が叫さけんだ。

　仮面を口元に宛あてがい、俺そっくりの声で。

「いでよっ、妖怪王っ！」

「あっこら！　てめー勝手に物もの真ま似ねしてんじゃねぇ！」

　コピー狸の声こわ色いろに合わせて、俺の指輪が律りち儀ぎに反応を見せた。

　回廊の上に渦うずが湧わき、そこから何かが現れつつある。妖怪王──。その名に相応しい妖怪とは、いったいどんなやつなのか。魔王山ン本とはどう違うのか。俺は緊張の面持ちで様子を見守った。

　そして──。

　ぬるんっ、という擬ぎ音おんが似合いそうな滑なめらかな動きで、渦の中から一人の禿はげたジジイが飛び出してきた。

　黒の着物をまとった小こ柄がらなジジイだ。猫ねこ背ぜなこともあってか、背せ丈たけは小学生ぐらいしかない。さらにしわだらけの顔に刻まれた垂れ目には、王らしき威い厳げんの欠片かけらもない。

「いやはや、呼びましたかなぁ」

　そう呟つぶやきながら、べつに俺達に訊たずねるでもなく、ジジイはプイッと海に目を向けた。

　後頭部が異様にでかい。頭全体が、横に寝ねかせた瓢ひよう簞たんみたいになっている。しかもジジイが身じろぎするたびに、その後頭部だけがぬるんぬるん揺ゆれてやがる。

「お、おい、なんか妙みようなのが出てきたぞ？　これ妖怪王か？」

「そのはずですがね。もしもし貴方あなた、お名前は？」

　コピー狸がジジイに訊ねる。が、ジジイはやはり、ぬるんとそっぽを向く。

「わしの名前など、どうでもいいですがなぁ」

「どうでもよくはありません。貴方は王なのでしょう？」

「王でしたかなぁ。はてさてなぁ」

　ぬらりくらりと適当な受け答えしかしてこない。つーかこれ、明らかに違うんじゃね？

「ふん、どうやら当てが外れたみたいだな。所しよ詮せん声真似じゃ失敗するのがオチってことだ。何が妖怪王だ！　人違いもいいとこだぜ！」

「いやはや、わしは人違いですかなぁ。ひょっとしたら王かもしれませんなぁ」

「え、おいジジイ、あんたマジで王なのかっ？」

「さてなぁ。やっぱり違ったかもしれませんなぁ」

「どっちだよ！　特に話展開させる気がないなら口挟はさむんじゃねぇっ！」

　そっぽを向いてぬるんぬるんしてるジジイを一いつ喝かつしたところで、ようやく体の自由が戻ってきた。俺は急いで背後のコピー天狗を押しやると、連中から距きよ離りを取り、回かい廊ろう沿いに後あと退ずさる。ただし逃にげるわけじゃない。ここからが反はん撃げき開始だ！

「おいコピーども、お前ら仲間が欲しいんだったよな！　だったら召喚してやるよ！」

　俺はそう叫び、新たに指輪を掲げた。

　敵はコピーの狸、猫又、天狗。こいつらをまとめて相手にするには、どんな妖怪を出せばいいか──。そう、確かピッタリなやつがいたはずだ。

「いでよっ、方ほう相そう氏し！」

　それは、昨日トラから教えてもらった、悪い妖怪を追い払はらうという鬼おにの名だった。

　さっそく新たな渦が目の前に浮かぶ。その中心から飛び出したのは、銀色に輝かがやく一本の矛ほこだ。さらにその剣をつかむ手が、腕が、頭が、胴どうが──順番に姿を現す。

　そこに現れたのは、大人ほどの背丈の、一人の「鬼」だった。

　頭に二本の角を生やし、口には鋭するどい牙きばが覗のぞく。しかし粗そ暴ぼうな印象はない。手にした矛に加えて、煌きらびやかな朱しゆ色いろの衣装が、神こう々ごうしさをもたらしている。何より特とく徴ちよう的なのは、その顔に、金色に光る目玉が四つ。

「お、なんか強そうなの来たっ！　あんたが方相氏か？」

「いかにも、我が名は方相氏！　悪あつ鬼きを討うち祓はらう鬼き神しんである！」

　方相氏は、まさに妖怪も震ふるえ上がらんばかりの大声で叫び、その金色の目でコピーどもを睨む。俺はこの時点で、すでに勝利を確信した。

「はっ、見たかお前ら！　これが本物の実力ってやつだ！　さあ方相氏、あの妖怪どもを蹴け散ちらしてくれ！」

「うむ、任せておけ！　そこの妖怪──お前はぬらりひょん！　さあそこへ直れ！」

「さてなぁ、そりゃ誰のことですかなぁ」

　方相氏の威い圧あつ感かんを受け流すように、瓢簞ジジイがぬるんとそっぽを向く。いや、そいつはどうでもいいんだけどな。なんか適当にぬるぬるしてるだけだし。

「おい方相氏、その妖怪……ええと、ぬらりひょんっていうのか？　それじゃなくて、他ほかの三人を倒たおしてくれよ」

　俺が袖そでをつついて言うと、だが方相氏はその四つ目でこちらを睨み、一喝した。

「愚おろか者がっ！　こやつらは本物の妖怪ではないっ！」

「知ってるよっ！　すっげーよく知ってるよっ！　つーかそこ拘こだわるのかよっ！」

　そんなやり取りをしているうちに、コピー狸が指をパチンと鳴らす。それを合図にコピー天狗が頷うなずき、すかさずぬらりひょんを抱き上げ、空に舞まい上がった。

「おい待て、そいつを《コクーン》に運ぶ気か？　絶対に王じゃねーだろそれ！」

「心配ご無用ですよ、我が親愛なるジンノ君。貴方とはひとまずお別れです。僕等はアジトに戻って──って、どうしました、テング君？」

「おいタヌキちゃん、この爺じいさん上う手まくつかめないんだけどっ？」

　見ればぬらりひょんが、コピー天狗の腕からヌルヌルと滑すべり落ちそうになっている。

「あらら、落ちそうだニャ！」

「とりあえず運べるところまで運んでください」

　シレッと答え、上に手を振ふるコピー狸。コピー天狗はチッと舌打ちして、そのまま空を進み始めたが、三回ほど羽ばたいたところで早くも限界が来た。

「ああくそっ、何なんだよこのぬるぬるした爺さんはっ！」

「すまんなぁ。はてなぁ」

　目を逸そらしてぬらりくらりと応こたえながら、ついにぬらりひょんが、ぬるんっと腕からすっぽ抜けた。しかしここは空の上。当然地上へと真っ逆さまだ。そのまま崖がけの岩場にベチャリ！　と墜つい落らくして──。

「おやおや、さてさて、よっこらせ」

「すげーな、無傷だぞあいつ」

　まあ妖よう怪かいなんてそんなものか。

　俺が呆あきれて見守る中、ぬらりひょんは平然と立ち上がり、そのまま港の方へひょこひょこ歩いていく。コピー狸はそれを見送ると、「では僕等も失礼しますよ」と俺に一礼し、眩まばゆく光って姿を消した。猫又と天狗がそれに続く。

　そして後には、俺と方相氏だけが残った──かと思いきや。

「おのれ、ぬらりひょんめ！　逃がすかっ！」

　そう叫び、矛を手にバタバタと灯台の階段を駆かけ下りていく方相氏。あんな物ぶつ騒そうなものを持った鬼が港に行ったら、また大おお騒さわぎになるんだろうな。

「まったく、これでまた妖怪のイメージがマイナスだぜ。しょうがない、俺も戻もどって……って、忘れてた！　そういや俺、魔王軍に襲おそわれてたんだ！　ライカはどうなった？　ヤエやトラは無事なのかっ？」

　すっかり頭の片かた隅すみに追いやられていた事実を思い出し、俺は急いで灯台を降りようとする。だがちょうどそこへ、逆に階段を駆け上がってきたやつがいた。

「コハクっ！」

「お、ライカ？　無事だったのか？」

　ライカだ。息せき切って来たと見えて、長い金きん髪ぱつが汗あせで首筋に張りついている。

「みんな無事よ。でも魔王軍のみんなはコハクを捜さがし回ってる」

「そうか。だったらこんなところでグズグズしてるわけにいかないな」

　逃げるか。いや、その前にコピー妖怪の野望を阻止するのが先だろうな。

　やつらは《コクーン》にぬらりひょんを入れるために、その後を追ったはずだ。だったらやつらより先に、俺達がぬらりひょんを確保して──。

「ところでコハク、お腹なか減ってない？」

　ふとライカがそんなことを言って、小さな紙包みを取り出した。中には黄色いクッキーが一かけらだけ収まっている。

「これ、カボチャ味だよ。市場で買ったの。美味おいしいよ？」

「お前こんな時に吞のん気きにショッピングしてたのかよ。いや、いただくけどさ」

　そう言って一口にクッキーを頰ほお張ばる俺。ただ──思えば露ろ骨こつに怪しかったはずだ。

　途と端たんに、嫌いやな痺しびれが口中に広がった。

　口から喉のど、胸、腹。さらには顔や手足へと、じわじわと痺れが広がっていく。俺は動きを失いつつある表情を震わせ、ライカを見た。

　てめー何者だ、という声はもう出ない。ライカはニヤニヤ笑ってやがる。

「ねえコハク、こんな昔話を知ってる？　……ある男が、人を襲おうとした大おお猫ねこを殺して畑に埋うめました。するとその畑に、大きなカボチャがなりました。畑を掘ほってみたところ、カボチャは猫の死し骸がいから生えていて、それは毒カボチャだったのです──ってね」

　ニョキッ、とライカの頭からネコミミが飛び出る。笑う口元に牙が覗く。

「ごめんね旦だん那な。あたい、魔ま王おう軍に寝ね返がえっちまったんだ。一いつ緒しよに来てもらうよ？」

　ライカは──いや、トラはそう言って、まさに虎とらほどもある巨きよ大だい猫へと姿を変えた。

　そして意識を薄うすれさせゆく俺を、子猫のように大事に咥くわえ、大空に駆け上がっていくのだった。
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　目が覚めた時俺は、ガタガタと揺れる何かの中にいた。

　あの時の荷馬車に近い揺れだ。だから乗り物だとすぐに分かった。

　痺れの取れた顔を動かし、辺りの様子を窺うかがう。薄暗い視界に、緋ひ色いろのカーテンが引かれた車内が映る。俺は座席の上に転がされている。腕が縛しばられているのは、召しよう喚かん能力を封ふうじるためだろう。そして正面には、こちらに向かい合うようにして、もう一つの座席が据すえられている。

　誰だれかが座っている。脚あしを包む黒のロングスカートが見える。俺は慌あわてて体を起こした。

「気づきましたか、コハク様。──いえ、魔王様」

「エリダ……？」

　俺は目を見張った。なぜなら彼女の姿が、俺の記き憶おくにある戦士の出で立ちから、大きく変わっていたからだ。

　漆しつ黒こくのレースと花飾かざりをふんだんにあしらった、ワンピース型のドレス。肩かたを露ろ出しゆつさせ、胸むな元もとから下を絞しぼり、スカートの部分で大きく膨ふくれ上がる。細い腕はやはり黒の手て袋ぶくろに包まれ、そして頭から被かぶるのは、これまた黒に染まる、柔やわらかなベール──。

　色こそ黒いものの、それは紛まぎれもなく「花はな嫁よめ」だった。

　俺の。いや、魔王の──。

「ここはっ！　ここはどこだよっ！」

　ガバッと起き上がり、顔の横にあったカーテンを頭でずらす。同時に窓ガラス越ごしに目に飛び込んできたのは、見知らぬ建物の中の景色だった。

　眩まばゆい黄金に包まれた広大な廊ろう下かだ。壁かべ、柱、天てん井じよう──。至るところに金細工の装そう飾しよくが施ほどこされ、まるで宮きゆう殿でんのように煌びやかに輝いている。だが目を凝こらせば、髑どく髏ろの燭しよく台だいや不気味なガーゴイル像が並び、ここがどこかのダンジョンだということを教えてくれる。

　……心当たりが一つある。間ま違ちがいないはずだ。

「魔王城の地下ダンジョン──か」

　俺の言葉に、エリダが小さく頷いた。なるほど、向かうは《コクーン》ってわけか。

　俺達を収めた乗り物を、骨だけの馬がゆっくりと引いている。やはりこいつは馬車だ。さらにその馬車を守るように、無数のモンスターが列をなして、ともに歩んでいた。

　ゴブリン、ゴーレム、スケルトン。アルラウネにサイクロプス──。見知った連中ばかりだ。中にはネイリーや、他の幹部達もいる。

　それはまさに、魔王軍が織りなす花嫁行列だった。

　その行列の中にトラが交じっている。やつはこちらをチラリと振り返り、俺と目が合うと、半笑いでペコリと頭を下げた。一応謝ってるつもりか。

「……あんにゃろ、あとでみっちりお仕置きしてやる」

　俺を魔王に仕立てて、そのペットに収まろうって算段だったに違いない。俺はしかめっ面つらで座席に座り直すと、改めてエリダと向き合った。

　化け粧しようを施した彼女は、驚おどろくほど美しい。その美び貌ぼうに息を吞のみかけながらも、俺は努めて冷静に訊たずねた。

「──で、本気かよ。俺と結けつ婚こんするってのは」

「ええ。これが私の使命ですから」

　エリダは、やはり冷静な顔で頷いた。おそらく、努める必要もなく。

　だから俺は、質問を変えた。

「嬉うれしいか？　俺と結婚できて」

「もちろんです。使命をまっとうできますから」

「魔王と、じゃない。俺とだ。俺と結婚できて嬉しいかって訊きいてるんだよ」

　ええ──とは、エリダは答えなかった。まあ、そうなるだろうな。

　黙だまったまま俺を見つめるエリダに、俺は肩を竦すくめて言った。

「俺も同じだ。あんたと結婚したって嬉しくない。魔王になりたくないとかそういう話は抜ぬきにして、ただ純じゆん粋すいに、あんたと一緒になりたくないってだけだ。なぜなら……いや、そんなこと、いちいち説明するまでもないよな」

　そう、説明の必要はない。これから式を挙げる花嫁が仏頂面でいるなら、それは彼女がきちんと自分の心を理解している証あかしだ。

　俺とエリダは、しばしそのまま睨にらみ合った。

「……コハク様」

　ふと唇くちびるを嚙かみ締しめるようにしてから、エリダはようやく口を開いた。

「コハク様。もし、誰かが私のことを好きだと言ってくれたなら──。そしてもし、その誰かが、私のために魔王になると言ってくれたなら──。あなたは、私がその人を待つべきだと思いますか？」

「いるんだな？　そういう男が」

　俺が訊ねると、エリダは視線を落とした。そしてポツリポツリと、俺に語って聞かせた。

　それは、今から五年前のことだった。

　当時まだ少女だったエリダは、自分が守るダンジョンで、一人の少年と出会った。

　少年は冒ぼう険けん者の姿をしていた。ただし、経験は浅いようだった。

　片や強大な魔王軍幹部。片やか弱い人間。二人が出会えばどうなるか、答えは明らかだった。だが少年は命いのち乞ごいをせず、代わりにエリダの美しさを褒ほめ称たたえた。

　エリダは瞬またたく間に恋こいに堕おちた。その少年もまた、とても美しかったからだ。

　少年は、エリダが魔王の許いい嫁なずけだと知ると、その頰ほおを撫なで囁ささやいた。

　──いつか魔王に相応ふさわしい力を身につける。そして、必ずキミを迎むかえにくるよ。

　それ以来エリダは、その少年のことを片時も忘れていない。魔王が滅ほろび、次期魔王として俺が選ばれ、結婚が決まった今も……。

「なるほどな。それが、あんたが本当に望んでいる魔王ってことか……」

　話を聞き終え、俺は溜ため息をついた。おそらくその少年は、身を守るためにとっさにウソをついただけだろう。そんなこと誰だって分かる。……エリダ以外は。

「それでも、俺と結婚するのか？」

「使命です。仕方ありません」

　いずれエリダは頑かたくなに頷うなずくだけだった。俺は渋しぶい顔で、もう一度馬車の外を見た。

　何とかしてここから逃にげ出さないといけない。しかし俺一人でどうやる？　こう縛られてちゃ、妖怪を召喚することもできないし──。

　だがその時だ。突とつ如じよガクン！　と馬車が大きく揺ゆらいだ。

「おい、馬を押さえろっ！」

　外でモンスター達が騒さわぎ出す。馬車を引いていた骨の馬が、興奮して暴れ始めている。まるで何かに怯おびえ、パニックを起こしたように。

　いや、これはもしかしたら──。

「まさか、ギバか？」

　窓越しに俺は見た。小さな馬に乗った小さなお姫ひめ様さまが、骨の馬の周りを笑え顔がおで飛び回っているのを。そして次の瞬しゆん間かん、威い勢せいのいい声が、地下ダンジョンの通路に響ひびき渡わたった。

「──コハクっ、助けにきたよっ！」

「ライカかっ！」

　同時に馬車が傾かしぎ、外から扉とびらがこじ開けられる。雪崩なだれ込んできた黒い髪かみの毛が、俺を絡からめ取って引きずり出す。

「どうよ、触しよく手しゆプレイよっ。げらげら」

「おとろしちょっと黙れ。それよりライカ、来てくれたんだな！」

　髪の毛に手た繰ぐられて外に降り立った俺は、行列の後方を振ふり返った。

　颯さつ爽そうと剣けんを構えたライカがいる。それからヤエにおとろし、青坊主、牛うし打うち坊ぼうにトイポクンペ。そしてタンタンコロリン。ついでに忠犬よろしく俺達を懸けん命めいに追ってきたと思おぼしき、野の槌づちの群れ。これにギバも加えて、仲間は全員集まったようだ。

「サンキュー、心強いぜ！　でもよくここが分かったな」

「ふぉっふぉっ、わしがこの目でしっかり見み抜ぬいとったからの」

　俺の言葉に青坊主が頷く。一つ目の妖よう怪かいは人の悪行を見抜く──。なるほど、爺じいさんがあの時トラを睨んでいたのは、こういうことだったか。トラのやつ、あの時点ですでに魔ま王おう軍と手を組んでいて、俺をはめるつもりだったんだな。

「こらそこのバカ猫っ！　いきなり姿が見えなくなったと思ったら、とんでもないことをしてくれやがりましたね！　お灸きゆうを据えてやるのですっ！」

　ヤエがトラを指さし叫さけぶ。トラが「うにゃっ」と一声鳴いて後あと退ずさる。代わりに俺達に向かって進み出てきたのは、ランスを構えたネイリーだ。

「いい度胸だな、このビキニアーマーがっ！　さっさとコハクを引き渡せ！」

「お断りよ！　人んちで世話になっておいて、よくそんなことが言えるね！」

「ふん、そもそもあそこはダンジョン。つまり私達魔王軍の領域だぞ。それに自分の生活費だってバイトで稼かせいだのだ。貴様らにとやかく言われる筋合いはないわっ！」

　堂々と独立を宣言するネイリー。その会話の隙すきに、妖怪達に手の縄なわを解ほどいてもらった俺は、右手を動かして感かん触しよくを取り戻もどしながら、ライカの横に立った。

　一方ネイリーの横にも、例の昆こん虫ちゆうオヤジとイカが並ぶ。さらにその後ろにも、大勢の配下のモンスター達──。見てのとおり、俺達は決して有利な状じよう況きようじゃない。

　逃げるか、それとも戦うか。額に汗あせを浮うかべ、俺が考えようとした時だ。馬車の中からエリダが降りてきた。

　花はな嫁よめ衣い裳しようを翻ひるがえし、モンスター達を左右に除のけ、彼女はツカツカと俺達の方に歩み寄った。

「ネイリー、下がってください」

「おおエリダどのか。いいだろう。魔王誕生の儀ぎを邪じや魔まされた我らの怒いかり、その手でビキニアーマーどもにぶつけてやれっ！」

　邪じや悪あくに微笑ほほえみながら、ネイリー達三幹部が後ろに下がる。エリダはそれを横目で見送ると、口元を固く引き結び、鋭するどい視線をライカに向けた。

　反射的に、俺はライカを庇かばうように前に立った。……だが、エリダが何かを仕し掛かけてくる様子はない。彼女は静かに、ライカに向かって訊ねた。

「ライカ・ブランキッテ──といいましたね。なぜ邪魔をしたのですか？」

　静かだが、凄すごみのある声だ。しかしライカは臆おくさない。

「そんなの決まってるよ！　コハクを助けるためっ！」

「それは、コハク様を魔王にさせない、という意味ですか？」

「え、コハクって魔王になるのっ？　何それ聞いてない」

「いやお前知らずに乗り込んできたのかよっ！」

　ライカのすっとぼけた答えに、俺は思わず振り返ってツッコんだ。

　だがその瞬間、俺は口を噤つぐんだ。ライカの表情は真しん剣けんだった。

「私は──あまり詳くわしい事情とか知らないけど、でもここへ来た理由ははっきりしてるよ、コハク」

　そして俺の手をギュッと握にぎる。熱くたぎる手で。

「コハクを連れて、式場から逃げるため。だって私達、駆かけ落ちしてるんだもの。ね？」

「お、おう……。ありがとう」

　妙みようにムズムズする気持ちに包まれ、俺はボソッと呟つぶやく。ライカは微笑んで頷くと、その笑顔を誇ほこらしげなドヤ顔に変え、エリダに向けてみせた。

「エリダさん、こんな結婚、私絶対認めない！　結婚って、自分達が幸せになるためにするものなんだよ？　家や他人のために強制されるものじゃない！　周りがどんなに祝ってくれたって、自分が幸せになれない結婚に価値なんかないんだからっ！」

　ライカの言葉に、エリダが目を見開いた──ような気がした。

　しかし、そこまでだった。業ごうを煮にやしたネイリー達が、ついにエリダを押し退のけたのだ。

「下らん話は終わりだ。さっさとコハクを渡せ！」

　手にしたランスが雷らい光こうを帯びる。さすがにエリダ一人だけ説得しても難しいようだ。

「ライカ、下がってろ！　おい野槌、例のやつ、もう一度頼たのむぜ！」

　俺がライカの手を取って下がると同時に、野槌の群れが突とつ撃げきを仕掛けた。まず昆虫オヤジとイカが、初めてまみえる敵を相手に呆あつ気けなく轢ひき潰つぶされる。だがネイリーだけは、それを尻しり目めに勢いよく跳とび上がり、足止めされた馬車の上に着地して難を逃のがれた。

「ヴァカが！　同じ手を食うか！」

　そして雷光が放たれた。とっさにタンタンコロリンが前に出て盾たてとなる。妖怪に魔法は効かない。だから無傷だ。しかしネイリーはそれも計算の上で、次の行動に移った。

　身軽な動きで、タンタンコロリンの頭上に跳びつく。そしてニヤリと笑うや、ランスの先せん端たんを相手の頭にグサリ！　と突つき立てた。

　同時にブチャッと柿かき汁じるが溢あふれ、甘い香かおりが漂ただよい出す。

「お、何だこいつ？　これも効いてない？」

「おい小こ娘むすめ！　わしに刃はを入れたということは、わしを食してくれるのか？」

「え、食す？　え？」

「いいだろう、わしも嬉しいぞ！　だが頭は最後だ！　まずは熟したやつから食せ！」

　そう叫び、タンタンコロリンがネイリーを頭から引きずり下ろす。そしてポカンとしている彼女に向かって、クルリとお尻しりを捲まくり上げ──。

「こらっ、な、何をする気だ貴様っ！　これセクハラひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

　ネイリーの絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。俺とライカは目を背そむけた。だって絶対に見たくねーし。

　一方そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの傍かたわらで、ヤエとトラも決着をつけるべく睨み合っていた。

「所しよ詮せん猫ねこなんて、化ける力では狸たぬきに遠く及およばないのです。これでも見るがいいですっ！」

　先せん攻こうはヤエだ。ポンと宙返りし、さっそくその形を変化させる。

　少女から文字どおり一転してみせたのは、着物を着た坊主ぼうず頭あたまのオッサンだ。たぶん大おお入にゆう道どうってやつだと思うが、身長は俺よりちょっと高いぐらいしかない。

「どうですっ！」

「どうって何さ。そんなのただのオッサン──うにゃっ？」

　一いつ瞬しゆん高をくくったトラが、いきなり悲鳴を上げた。猫の目線から見上げたオッサンの首が、うにょ～っと伸のび始めたからだ。しかもそれに合わせて、体つきもムクムクと大きくなっていく。

「にゃにゃっ！　見み越こし入にゆう道どうに化けたねっ？」

「そうです！　見上げれば見上げるほど巨きよ大だい化するのですっ！」

　そう言いながら、入道姿のヤエはどんどん大きくなっていく。見上げれば見上げるほど……って、いくら何でも猫相手に大人げなさすぎるだろ。

「あたいだって負けないよっ！　うにゃおーっ！」

　トラも負けじと大猫に変わる。全身に炎ほのおをまとい、やる気満々で宙に舞まい上がる。

「こっちは火か車しやだよっ！　空さえ飛んじまえば見越し入道なんて楽勝さ！　どうせ見下ろせば縮んじまうんだろっ！」

「何をっ！　ヤエももっと高くなるのですっ！」

「ならあたいはもっともっと高く飛ぶよっ！」

「ヤエはもっともっともっと高くなるので──むきょっ？」

　ゴツン！　と、ついにヤエがダンジョンの天てん井じように頭をぶつけた。続いてトラも同じく天井に激げき突とつし、「うにゃぁ」と叫んで落ちてくる。二匹ひきは床ゆかに転がって元の姿に戻ると、再び立ち上がって睨にらみ合う。

「ふっ、猫のくせになかなかやりますねっ」

「そっちこそ、狸のくせになかなかやるねっ。……よし、今日はこのくらいにしといてやる。じゃあねっ！」

「ああっ、逃げるのですかっ！　卑ひ怯きよう者ぉっ！」

「おいお前ら、遊んでる場合じゃないだろ……」

　二匹の吞のん気きな戦いを眺ながめながら、呆あきれる俺。と、さらにそこへ、トラと入れ違ちがいに別の一団がやってきた。

「……コハク、見つけた。……友愛」

「げっ、アリシア！」

　そう、アリシア率いる冒ぼう険けん者の一団だ。魔王軍の残党狩がり……ってわけじゃないのは、すぐに分かった。何しろ連中の中に、見覚えのあるやつが一人交じっているからだ。

　ただし冒険者じゃない。いかにも「僕達結けつ婚こんします」みたいな真っ白なスーツで着き飾かざったそいつは、アリシア達ギルドの人間に俺を逮たい捕ほさせ、ライカを連れ戻そうとしている男だ。ええと、名前は──。

「あ、お前！　誰だれだっけ？」

「私のお見合い相手だよ、コハク！　名前は……誰だっけ？」

「どうしてライカくんまで忘れてるんだよベイベー！」

　イケメンがキザったらしく身を捩よじって喚わめいた。いや、そのベイベーは必要なのか？

「まったく、このボクがせっかく迎むかえにきたげたってのに、つれないなぁ、マイベイベーは。いいかい、ボクの名前は──」

「……サイオン様！」

　不意に驚おどろきを孕はらんだ声が、地下通路に響いた。

　もちろん俺でもライカでもない。今の声は──エリダか？

　俺はとっさに振り返った。間違いない。エリダが驚きよう愕がくに震ふるえるかのように、黒のウェディングドレスを戦慄わななかせている。その目に涙なみだを浮かべ、次し第だいに表情を歓かん喜きへと変えながら。

「だ、誰さキミは。どうしてボクの名前を？」

「サイオン様、私エリダです。あなたが迎えにくるのを、ずっとお待ちしてました」

「迎え？　え、だってキミ、見たところモンスター……ああっ!!」

　途と端たんにサイオンとかいうやつが目を剝むいて叫んだ。ってことは、まさか……？

「てめーだったのかよ！　エリダの本命ってのは！」

　かつて彼女から逃にげるために、適当なことを言って立ち去った、冒険者見習いの少年。それがサイオンだったってことか。そういや昔冒険者を目指してて、「モンスターの女の子を誘ゆう惑わくしちゃうから」とか何とかでやめたって……。あれ全部マジだったのかよ！

　突とつ然ぜんの展開に、周囲に啞あ然ぜんとした空気が漂う。その中をツカツカと進み出たエリダは、サイオンの手を取り、笑え顔がおで告げた。

「ようやくこの時が来たのですね。さあ、約束どおり、なってください。──魔王に」

「え、魔王って？　ちょっと待って！　ボクに何するのさっ！」

　サイオンの悲鳴を、しかしエリダは聞き入れなかった。愛する男の腕うでを取り、空いたもう片方の手を宙にかざす。同時に虚こ空くうに浮かんだ魔ま法ほう陣じんから一頭のワイバーンが現れ、二人を背に乗せて舞い上がった。

　目指すはもちろん、ダンジョンの奥。《コクーン》へと。

「ちょ、こら待てエリダどのっ！　そんな一いつ般ぱん人を魔王にしてどうすんだっ！」

　ネイリーが柿汁まみれで喚く。だが、その言葉は無意味だろう。

　今のエリダは、自分の幸せを願い、自分の恋こいを叶かなえるために動いている。

　そう、これは──駆け落ちだ。

「……けど、ほっとくわけにもいかないよな。追うぞ、ライカ！」

「え、何で？　あの二人が結婚すれば、私達的にもハッピーエンドじゃないの？」

「いや、そんなこと言ってる場合じゃない！　新しい魔ま王おうが産まれちまうだろ！」

　まあ事情の説明は追おい々おいすればいい。俺はすぐさま妖よう怪かい達に合図すると、エリダの後を追って走り出した。

「アリシア、ここは任せた！　魔王軍の足止め、よろしくなっ！」

「……うん。……え」

　アリシアが反射的に頷うなずいてから、首を傾かしげた。何で友愛しにきた相手に仲間扱あつかいされてるのか……って言いたいんだろうが、俺は無視して、妖怪達とともに先を急ぐ。

　おそらくサイオンは《コクーン》の中に入りたがらないだろう。それを見てエリダがどうするかは分からない。だがいずれにしても、そんな危険な装置を黙だまって見過ごすことはできない。

　ここまで来た以上、俺達が為なすべきことは一つ。《コクーン》を破は壊かいし、魔王の誕生を阻そ止しするんだ。俺達は──勇者なんだからな！




　　　４




　悲鳴を追って突き進んだ先に、異様な光景が広がっていた。

　広大なホールの、向かって左手の壁かべ一面に張りついた、紫むらさき色いろの脈打つ肉にく塊かい。表面から無数の触しよく手しゆをコードのように伸ばしたそれは、中央に、卵に似た半はん透とう明めいの巨大カプセルを抱いだいている。その下に見える穴は排はい出しゆつ口か。まるで生物の胎たい内ないをも思わせるが──いや、おそらくこれこそが、例の「魔ま導どう装置」の一つだろう。

　ただしこれは、《コクーン》ではない。なぜなら、エリダとサイオンがいるのは、装置のある壁へき面めんとは反対側、向かって右手だからだ。

「や、やめてくれっ！　ボクをどうするつもりだっ！」

　サイオンが悲鳴を上げている。彼をワイバーンに押さえさせ、エリダが手で触ふれているのは、床に置かれた寝ね袋ぶくろほどのサイズの「繭まゆ」。そう、《コクーン》だ。

　その繭が、背を割るように縦に開く。中におぞおぞと触手が蠢うごめくのが見える。

「さあサイオン様、この中へ。魔王になって、私とともにいつまでも──」

「嫌いやだぁぁぁぁぁっ！」

　明らかな拒きよ絶ぜつの意志が、サイオンの口から迸った。

　ふと──エリダの表情から、赤みが消えた。

　それは馬車の中で俺に見せていたような、喜びの色とはかけ離はなれた顔だった。

　サイオンの真意に気づいたのか。いや、それとも本当は、最初から気づいていたのかもしれない。いずれにしろ、エリダはこの期ごに及んでも、手を止める様子はなかった。

　ワイバーンのもとからサイオンを受け取り、一方的に抱だき締しめる。黒と白、対照的な色で着飾った二人は、大いなる祝福に包まれ、今この場で熱いキスを交かわした。

　片や無表情で。片や恐きよう怖ふに満ちた顔で。

　同時におぞましく開かれた《コクーン》が、サイオンの体に触手を伸ばし始めた。エリダはその触手にサイオンを預けると、黙って瞳ひとみを閉とざした。

「やめろぉっ！　やめてくれぇっ！　助け──」

　繭の中にすっぽりと吞のみ込まれ、サイオンの言葉が途と切ぎれた。

　……俺が、この一部始終を見届けるまで動かなかった理由は、自分でも分からない。ただ、もしかしたら俺の気持ちのどこかに、エリダと同調しようとする何かがあったのかもしれない。

　それでも、これ以上《コクーン》を放置するわけにはいかなかった。

　すでに魔王の復活は始まりかけている。阻止するためにはどうすればいいか。その答えは──やっぱりこいつしかない。

「行け、牛打ち坊っ！」

「モギャッ！」

　俺が指示を出すと同時に、真っ黒な狸似の獣けものが走った。

　そう、こいつは一昨日おとといクダンを食った。魔王復活を予言したクダンを。だから、本来そのクダンが担になうはずだった、魔王復活を防ぐ縁えん起ぎ物としての役割は、それを腹に収めた牛打ち坊にやってもらうってわけだ。

　図ずう体たいに似合わないスピードで《コクーン》に迫せまる牛打ち坊。だがその時、とっさに振ふり返ったエリダが拳こぶしを振り上げ、牛打ち坊のお腹なかに正拳を叩たたき込んだ。

「モギャギャッ？」

「ああっ、牛打ち坊がっ！」

　その刹せつ那な、牛打ち坊の口から、ゲポッと何かが飛び出した。

　女の子の顔をした、キモい仔こ牛うし──。予言の途と中ちゆうで食われた、あのクダンだ。

「……ふう、助かりました。それでは改めて予言いたします」

「っておい、てめー食われたのにまだ生きてたのかよっ！」
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「予言を語るまでは死ねません。ではさっそく。──魔王が復活する！　……きゅぅ」

　律りち儀ぎに予言を言い終え、今度こそあっさりと死ぬクダン。その死し骸がいが《コクーン》の横にゴロンと転がるや、突とつ如じよ激しいエラー音が《コクーン》から鳴り響ひびいた。

　縁起物のクダンを祀まつられれば、もはや魔王復活は不可能だ。《コクーン》はガバッと口を開き、中のサイオンをペッと吐はき出した。

「うっしゃ！　間かん一いつ髪ぱつだったぜ！」

　俺はガッツポーズを取り、ライカと頷き合った。一方助け出されたサイオンは、ふらつく足で立ち上がると、エリダを睨んだ。まるでおぞましいものを見るように。

「おいふざけるなよ、キミ！」

　そして、苛いら立だちに満ちた言葉が吐き捨てられた。

「何でこのボクが魔王にならなきゃいけないんだよ！　ていうかキミ、あの時ダンジョンで会った子だろ？　まったく、五年も前のことなのに、いまだに本気にしてただなんて、頭おかしいんじゃないか？　このボクがモンスターなんかと結婚するわけないだろっ！」

　エリダは応こたえない。ただ全身を強こわ張ばらせ、まるでサイオンの視線から逃げるように、開かれた《コクーン》を見つめるだけだ。

　俺は──溜ため息をつくと、サイオンのもとに歩み寄り、無言で顔面に拳を叩き込んだ。

「ぶはぁっ！」

　鼻血を噴ふいてサイオンが伸のびる。ライカが俺にグッジョブのサインを送ってきた。俺は肩かたを竦すくめるだけに留とどめ、エリダに言った。

「おい、この《コクーン》は破壊させてもらうぞ」

　……返事はない。ＯＫってことだな。

「よしみんな、やっちまおうぜ。とりあえず腕わん力りよくのありそうなところで、おとろしとタンタンコロリンに……いや、それよりこのクダンが使えるか？　こいつを《コクーン》の中に詰つめちまえば、エラー起こしすぎてぶっ壊こわれるかもな」

　呟つぶやきながらクダンの死骸を持ち上げようとする俺。だがそこへ、不意に黒いものがサッと飛んできて、俺の目の前から死骸を掠かすめ取った。

「おい牛打ち坊！　今そんなことしてる場合じゃ──」

「モギャモギャ！」

　俺の声に抗こう議ぎする牛打ち坊。自分がやったんじゃないってか？

「コハク、あれ！」

　ライカが声を上げた。俺は急いで振り返る。犯人の姿はすぐに目に入った。

　そいつは──いや、そいつらは、《コクーン》とは反対側の壁にある巨きよ大だいな装置の前に、ズラリと並んでいた。

「ようこそ、僕等の誕生の地へ。我が親愛なるジンノ君」

　先頭に立って恭うやうやしくそう言ったのは、道どう化け姿のニセのヤエ、コピー狸だ。そしてやつの背後に、大勢の異形の姿があった。

　コピー猫又。コピー天狗。それに、コピーのトイポクンペもいる。

　一方で見慣れないやつもいる。ＲＰＧでいう僧そう侶りよの服装に身を包んだ、眼帯の美青年。それから、足元まで届く長い髪かみを後ろで縛しばった、神官姿の美女。ともに人間でないせいか、一応耳が尖とがっていたりするが……。

「お前達は？」

「──ふっ、私はアオボウズ。妖怪だ」

「──同じくオトロシ。妖怪よ」

「マジかよ！　全然別人じゃねーかよっ！」

　俺は思わずツッコみながら、本物の方を見やった。青坊主もおとろしも、自分達のコピーを前にして──おい、何でてめーら、うっとりしてんだよっ！

「ふぉ～、わしもその気になれば、ずいぶんイケメンになれるようじゃの」

「あたしも捨てたもんじゃないわねっ。これならコハクちゃんもメロメロよっ」
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「いや、こいつらニセモノだからな？　お前らどう頑がん張ばってもこんなにかっこよくなれないからなっ？」

　アホなことを言ってる二人はさて置き、敵はまだまだたくさんいる。

　巨大な口を持った蛇へび型のドラゴンは、シュルクが言っていたコピー野の槌づちだろう。馬に跨またがって空を舞まう小さな姫ひめ、コピーギバは本物とあまり差はないが、服装は洋風のドレスだ。

　それから、クダンを奪うばった黒い獣がいる。牛打ち坊をさらに大型化させたような巨きよ体たいだが、ずんぐりした牛打ち坊に比べて手足が長く、そのフォルムは獣人に近い。コピー牛うし打うち坊ぼうだ。そいつが瞳をギラリと赤く輝かがやかせると、手につかまれていたクダンの死骸が燃え上がり、あっという間に消しよう滅めつした。

　まだいる。装身具に飾かざられて神こう々ごうしく輝く水牛は、おそらくコピークダン。子供の姿をした妖よう精せいのようなものは、コピー座ざ敷しき童わら子し。舞い飛ぶ光球はコピー鬼おに火び。蠢く巨大樹はコピータンタンコロリン。無数の食器が集まってできたゴーレムっぽいやつは……ええと、誰だれだこれ？

「コピー瀬せ戸と大たい将しようですよ、ジンノ君。本物の瀬戸大将に対する貴方あなたのトラウマがこれを産んだのです」

　コピー狸が俺の視線を追って、そう説明してくれた。ああ、そういや以前召しよう喚かんしたっけな、そんな妖怪も。確かにあれはささやかにショッキングだったけどさ。

「なるほど、コピーどもが勢せい揃ぞろいってわけか。そう言えばお前ら、ぬらりひょんは捕つかまえたのか？」

　俺は急いで連中から距きよ離りを取りながら、訊たずねた。こいつらが妖よう怪かい王として《コクーン》に入れようとしているぬらりひょんは……いや、この場にはいないようだ。

　だがコピー狸はそれを聞くと、ニヤリとほくそ笑えんだ。

「ああ、あの妖怪なら町へ出ていったようですね。まあ、初めから捕まえる必要はありませんでしたけど」

「なにっ？　どういう意味だよ。だったら何で俺にあいつを召喚させたんだ？」

「いえ、簡単なことですよ。答えは──ここにあります」

　そう言って、コピー狸が自分達の背後を指さした。そこには例の巨大な装置がある。俺が目を凝こらすと、中央の卵型のカプセルに、何かが収まっているのが見えた。

　それは強しいて言うなら、巨大なタコだった。

　ただしもちろん、本物のタコとは姿がかけ離れている。本来のタコなら胴どう体たいであるはずの丸い部分。膨ふくれ上がったその付け根に、顔がある。白く濁にごった瞳と牙きばだらけの口を備えた、禍まが々まがしい顔だ。おかげで丸い胴が、さながら巨大化した後頭部のように見える。

　さらに八本を超こえる大量の触手の中から、巨大な人間の腕うでが突つき出す。先せん端たんには鉤かぎ爪づめが生じ、そこには一ひと振ふりの巨大な魔ま剣けんが握にぎられる。そして背中には、一対の巨大な翼つばさ。

　言うなれば、タコをモチーフにした巨大モンスター。……いや、魔王だ。

　その姿を俺が認めた刹那、卵型のカプセルが不意にグニャリと撓たわむ。そして中のモンスターを絞しぼり出すように、下の排はい出しゆつ口へと押しやった。

　穴が広がり、モンスターが吐き出される。まるで新たな命が産まれたようなその光景に、俺は気づいた。

「そうか、それが《スポーン》か！　ってことは、そのモンスターは──」

「ええ、コピーぬらりひょんです。僕等を束ねる、紛まぎれもない妖怪王ですよ！」

　誇ほこらしげに、コピー狸は言い放った。

「初めから本物を王と崇あがめるつもりなどありませんでした。僕等がすべきは、本物を町へ──そう、人間達のもとへ送り込むこと。そうすればこの《スポーン》が、本物を見た人間達の思考を受信し、コピーが産まれるというわけです」

「ちっ、それで俺にわざわざあんなジジイを召喚させて、野放しにしたのかよ！　回りくどい真ま似ねしやがって！」

「致いたし方ないことですよ。僕等が本物になれないように、本物もまたコピーにはなれないのですから。──さあ王よ、《コクーン》の中へ！　そしてその力を完全なものに！」

　コピー狸の声とともに、巨大なタコがゆっくりと身を起こした。圧あつ倒とう的な禍々しさと魔力を秘ひめ、おぞましい咆ほう哮こうが迸ほとばしる。怯おびえたワイバーンが飛び立とうとしたが、すぐに触しよく手しゆに搦からめ捕とられ、文字どおりひねり潰つぶされた。

　その強大な力を間近に受けてか、《コクーン》がムクムクと巨大化した。間ま違ちがいなくコピーぬらりひょんを中に収め、力を与あたえるために。

「くそっ、させて堪たまるかよ！　行くぞみんなっ！　コピーどもを倒たおすんだ！」

「おーなのです！　さあ、妖怪大戦争の始まりですよっ！」

　ヤエの掛かけ声とともに、妖怪達がいっせいに動く。ついにこの瞬しゆん間かん、本物対コピーの妖怪大戦争の幕が、切って落とされた。

　一番初めに挑いどんだのは、コピー牛打ち坊だ。よだれを垂らしながら向かうのは──あ、やっぱりコピークダンかよ。これ戦意じゃなくてただの食しよく欲よくだろ。

「モギャーっ！」

「おのれ魔ま獣じゆうめっ！　我が聖なる力を食くらうがよ……きゅぅ」

　威い勢せいよく人語で叫さけんだコピークダンが、確かに牛打ち坊に食らわれて、即そつ行こうで果てる。だがそこへ、今度はコピーの牛打ち坊が襲おそいかかってきた。

　体たい軀くからして違ちがうニセモノに、本物の牛打ち坊はさっさと背を向けて逃にげ回り始めた。ていうか牛以外に興味ないんだろうな、あいつ。

　一方本物とコピーの戦いは、他ほかの場所でも展開されている。

「御お馬うま！　御馬！」

　頭上でギバが、コピーの乗る馬に興奮して、クルクルと追いかけっこに興じている。地上ではタンタンコロリンが巨大樹にお尻しりを押しつけ、ポロポロと零こぼれた柿かきの実に、野槌の群れがコピーそっちのけでいっせいに食らいつく。あいつらも食欲かよ。

「ふむ、ではわしらも勝負と行こうかの、お若いの」

　青坊主もまた、コピーの自分と睨にらみ合う。

「ふっ、いいだろう、ご老体。で、何で勝負する？　私は聖属性の攻こう撃げき魔法をひととおり嗜たしなんでいるが？」

「わしも経きようなら唱えられるぞ？」

　ああ、それたぶんどっちも効かないから勝負にならないと思うぞ？

「あたし達も勝負よっ。どっちが美人か、コハクちゃんに審しん査さしてもらうわっ」

「び、美人？　審査？　えっ？」

「おいこらおとろし、無茶言うな。コピーが困ってるじゃないかよ」

　なんかもういろいろとひどい。妖怪大戦争って、絶対こんなんじゃないだろ。トイポクンペとかもさっきから本物とコピーでぶつかり合ってるけど、なんかもうアレすぎて、何やってんのか詳くわしく説明できないレベルになってるし。

「うにゃっ、あたしの相手がいないのニャ。本物の猫又ちゃんはどこ行ったニャ？」

　あぶれてるのもいる。知るか。

　どうしても真しん剣けんな戦いにならないこいつらを前に、俺は頭を抱かかえて溜ため息をつく。そんな時、コピー狸がふと呟いた。

「──少し羨うらやましいですね。もし僕等が貴方達のように本物の妖怪なら、争いや支配などという本能とは無む縁えんで、楽しく生きられたのかもしれません」

「だったら楽しく生きればいいのです。誰もそうするななんて言ってないですよ？」

　ヤエが不思議そうに答えた。コピー狸は、しかし寂さびしそうに首を横に振ふり、手を掲かかげた。

　その手を合図に、コピーの野槌と瀬戸大将が進しん撃げきを開始する。ドラゴンとゴーレムが持つ高い戦せん闘とう力にものを言わせて、本物の妖怪達を次々に蹴け散ちらし始める。そして──。

「コハクっ！　タコが《コクーン》にっ！」

　ライカが叫んだとおり、コピーぬらりひょんは、すでに繭まゆのそばまで迫せまっていた。

「くそっ！　こうなったら俺が防ぐっ！」

　急いで飛び出す。《コクーン》を背に立ちはだかった俺は、「妖怪王」に向かって、右手の指輪をまっすぐに掲げた。

　……だがその刹せつ那な、思いもよらない事態が起きた。

「コハク！　後ろっ！」

「危ないのです、コハクさんっ！」

　ライカとヤエが同時に叫ぶ。しかし、とっさに俺が振り返った時にはもう遅おそかった。

　背後に開いた《コクーン》から溢あふれた触手が、俺の体を捕とらえていた。

「おいちょっと待て！　何で俺が──」

　すべてを叫び終えることはできなかった。

　図はからずも、結果はネイリー達の目もく論ろ見みどおりになった。

　俺は為なす術すべもなく、瞬またたく間に《コクーン》の中へと吞のみ込まれていった。
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「ちょっと、これ開かないよっ？」

「ビクともしないのですっ。コピーさん、開ける方法はないのですかっ？」

「……無理ですね。防ぼう御ぎよシステムが働いています。ジンノ君が魔王になるか、エラーが起きるまでは絶対に開きませんよ」

　ライカやヤエ、コピー狸達が《コクーン》に群がり騒さわいでいる。その様子を、俺は閉とざされた繭まゆ越ごしに聞きながら、懸けん命めいに足あ搔がいていた。

　体にまとわりつく触手から、どす黒い何かが、じわじわと注入されてくるのが分かる。おそらくこれが「魔力」だ。この力によって俺は変異し、魔王にされてしまう──。

（くそっ、誰が魔王なんかにっ！　くっ！）

　手足をバタつかせ、もがく。しかし繭はビクともしない。防御システムとやらは外側だけでなく、内側にも働いているのかもしれない。

　触手が二本、俺のこめかみに触ふれてきた。同時に脳のう裏りに、ある光景が浮うかび上がった。

　地じ獄ごくのように燃え盛る世界。その中心で歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる異形の怪かい物ぶつ。その右手には、もはや働きを失った指輪が虚むなしく光る──。

　俺だ。あれは俺だ。俺が魔王になった姿だ。

　魔王の姿に俺が重なる。同時に、世界の破は滅めつを祝福せんとするその本能が、俺の感情を無理やり同調させ、一気に蝕むしばんできた。

　脳が沸わき立つような高こう揚よう感かん。それはとてつもなく抗あらがい難がたい、甘美な誘いざないだった。

　思わず吞まれそうになった。このまま破滅の世界に魂たましいを委ゆだねてしまってもいいと、俺は心から……。

「──コハクっ、出てきてお願いっ！」

（ライカっ！）

　ふと響ひびいたライカの叫さけびが、俺を我に返した。慌あわてて頭を揺ゆすり、触しよく手しゆを払はらいのける。

　そうだ、堕おちるんじゃない！　ライカとの夢を叶かなえるためにも、絶対に！

（何としてもここを出るぞ。そのためには……そうか、また《コクーン》にエラーを起こさせればいいんだ。でもどうやって？　肝かん心じんのクダンはもういないし──）

　ライカに救われた思考を振ふり絞しぼり、俺は外に出る方法を懸けん命めいに考える。

　今の俺は《コクーン》によって、この身を魔王に変えられつつある。だがこの装置の力は、果たして万ばん能のうなのか。この中に入った者は、必ず魔王になってしまうのか。

　……いや、違う。そうじゃない。

　考えるうちに俺は気づいた。《コクーン》や魔王がこの異世界の超ちよう常じよう物ぶつである以上、そこには必ず、絶対的な例外が存在している。

　俺は、痺しびれかけの腕に力を込め、ポケットをまさぐった。

　手に触れるものがある。取り出す。クダンの絵だ。

　もちろんこのクダンは、魔王の復活を予言したやつとは別のクダンだ。だからこいつがあったとしても、《コクーン》にエラーを起こさせることはできない。

　では──逆に、こいつがなかったらどうなるか。

　そもそも俺は何のためにこの絵を持っているのか。この絵を失うとどうなるのか。

（……見つけたぜ。俺が魔王にならない方法をな）

　俺は低く笑い、クダンの絵を、両手でしっかりと握り締しめた。

　そう、《コクーン》の力が及およばない例外が、一つだけある。いかに心に魔力が注がれようとも、魔王になることのない例外が。

　それは、この異世界の超常物とは決して嚙かみ合うことのないもの。即すなわち──。

「この俺だっ！」

　叫び、指先に力を込め。

　俺はクダンの絵を、一気に引き裂さいた。




　鳴り響ひびいたエラー音とともに、俺は《コクーン》の中から吐はき出された。

　全身を侵おかしていた魔力が抜ぬけ、思考が正常に戻もどっていく。手足も動く。俺は荒あらい息をつきながら、自分の無事を確かめ、ゆっくりとその場に立ち上がった。

「コハクっ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ライカが駆かけ寄ってくる。その不安げな顔に、俺は「ああ」と笑って返した。

　だが──ライカの顔に安あん堵どは浮かばなかった。

「ひぃっ、コハクそれどうしたのっ？」

　途と端たんに真っ青になって、ズザザッと後ろに下がるライカ。その目は俺の頭の天てつ辺ぺんを、怯えた様子で見つめている。まるで妖よう怪かいでも見たかのように。……ていうか、妖怪だよ。

「ありゃりゃ、コハクさん、頭に角が生えてるのですっ！」

「そ、そうみたいだな。ははっ……」

　髪かみの上に突つき出した二本の硬かたいものを手で探さぐりながら、俺は引きつった笑え顔がおで頷うなずいた。

「俺の妖怪化を防いでいた、例のクダンの絵──。あれを引き裂いたんだ。《コクーン》から逃のがれるには、俺が妖怪になっちまうしかなかったからな」

　これが、俺の導き出した答えだった。

　妖怪には、この異世界の超常的な力が働かない。だから《コクーン》の力は無効になる。

　そして何より、妖怪は魔ま王おうにはならない。

　なぜなら──妖怪は、モンスターではないからだ。

　そう、すべてを承知の上で、俺はこんな姿になった。まあ、苦肉の策も大たい概がいにしろって話だけどな。

「で、でもコハク、そんなことして大丈夫なのっ？　頭痛くない？」

　ライカがおっかなびっくり、俺の角をツンツンしてくる。何これ、ちょっと気持ちいいんだけど。

「心配するなって。……いや、ぶっちゃけすっげー不安だけどさ、まあ他に方法もなかったし。その……何だ。なあライカ、俺のこと、怖こわいか？」

　微び妙みようにドギマギしながら、俺は訊たずねた。だがもちろん彼女は、固い絆きずなで結ばれた俺のパートナーだ。返ってくる答えは決まっているはずだよな。「怖くない」って──。

「うん、ぶっちゃけ怖いよっ？」

「って、何で真顔で素す直なおに頷くんだよ！　そこは否定しろよ！」

「えー、だってコハク、妖怪になっちゃったんでしょ？　ってことは、これから提ちよう灯ちんに化けたり、ゾンビに猫ねこ踊おどりさせたり、牛や馬を見て興奮したり、地面に潜もぐって股こ間かんだけ出したり、お尻から柿を出したり、予言して死んじゃったりするんでしょ？　結構怖いよっ」

「んなこと誰だれがするかっ！　つーか死んじゃってどーすんだよっ！」

　今までとまったく変わらないノリでライカにツッコんでると、そこへ俺の姿を見た妖怪達が、いっせいにこちらに群がってきた。

「おやおやコハクどの、ついに妖怪になったか。めでたいの」

「立派な角ね。惚ほれ惚ぼれしちゃうわっ」

「本当に大したものなのです。これでコハクさんは名実ともに妖怪ですねっ。これからは堂々と胸を張って、ギルドに妖怪呼ばわりされてください！」

「いや、お前らそれ絶対喜んでるだろ！　まず心配しろよ！」

　あーあ、俺今後どうなるんだ？　こんな姿になって勇者目指せるのか？

　不安の種はまったく尽つきない。ただ──今はまず、やらなければならないことがある。

「さてと……。おいコピーども。そろそろ決着をつけようぜ」

　そう、まだ戦いは終わってない。俺は頭に生えた角をもう一度手で確かめると、コピー狸達に向き直った。

「やれやれ、ずいぶんと強気ですね、ジンノ君。やはり妖怪になったからですか」

「ああそうだ。──試ためしてみるか？」

　俺は不敵に笑う。刹那、コピー狸が仕し掛かけてきた。

　瞳ひとみを妖あやしく輝かがやかせると同時に、眩まばゆい光が俺に刺ささる。灯台で俺の体を操あやつった力だ。だがそれを受けてなお、やつの意志が俺を動かすことはない。

「ふっ、効かねーな！」

「……でしょうね」

　コピー狸が苦く笑しようした。やつは気づいているらしい。俺の余よ裕ゆうがどこから来るのか。

「そう、今の俺は妖怪だ。そしてお前らは、妖怪じゃない。どんなに妖怪を名乗ったところで、所しよ詮せんこの異世界で産まれたモンスターに過ぎない。つまりお前らのスキルは、俺には絶対に効かないってわけだ！」

　そんな俺の言葉を疑うかのように、俺の体に巨きよ大だいな水柱が叩たたきつけられた。コピーぬらりひょんの放った水属性魔法だ。もちろん、効かない。

　続いてコピーの青坊主とおとろしが、俺に光の雨を降り注がせる。コピー野槌が大地のエネルギーを放ち、コピー天狗が魔法の竜たつ巻まきを差し向ける。だが俺は涼すずしい顔で、それらのすべてを受け止め、撥はね除のける。

「言ったろ？　属性攻こう撃げきも無意味なんだよ！」

「すごいよコハク！　角生やしただけで最強じゃん！」

　ライカが喜んでいる。怖がったり喜んだり、忙いそがしいやつだ。

「これでもう怖いものなしだね！」

「当然だ！　今の俺は妖怪だからな！」

「あとはもう物理ぐらいしか効かないね！」

「ああ、物理ぐらいしか──ってこら、気軽に人の弱点口にしてんじゃねーよっ！」

　俺が叫さけんだその刹那。コピーぬらりひょんの持つ魔ま剣けんが、俺の頭上に振ふり下ろされた。

「あ、危ねぇっ！」

　とっさに避よける。ぶっとい剣の一撃を受けた床ゆかが、いとも簡単にかち割られる。そこへ追撃とばかりにコピー瀬戸大将が、大量のフォークを投げナイフのように、勢いよく撒まき散らしてきた。

　さらにコピーの青坊主が、おとろしが、天狗が、その手に手に剣を取る。どこから取り出したかは知らないが、どれもギルドの刻印がある。先日荷馬車ごと強ごう奪だつされたアレか。

「あたしも殺やるニャ！」

　コピー猫ねこ又またも、その指先にズラリと鋭するどい爪つめを伸のばす。ほんの数分前の無む双そう状態から一転。俺は今、明らかにピンチに立たされていた。

「どうしようコハクっ！　こんなの絶対勝てないよ！」

「そうだなライカ、お前のせいでな！」

「違ちがうよ！　妖怪のせいだよ！」

「いやこれは絶対にお前のせいだっ！」

　くそっ、いつぞやの会話をポジティブに引きずりやがって！

「二人とも言い争っている場合じゃないのです！　早く逃にげないとまずいですよっ！」

　ヤエが叫んだ。そのとおりだ。ただ、俺達だけで逃げるわけにはいかない。

　俺は素す早ばやく《コクーン》の方を見た。エリダはいまだ立ち尽くしている。サイオンも気絶したままだ。いくら元魔王軍とカス野や郎ろうだからって、放ほうってはおけない。

　それだけじゃない。気がつけば奥に、さらにもう一人いる。《コクーン》の横に座ざ布ぶ団とんを敷しいて、美う味まそうに茶を啜すすっている、後頭部のでっかいジジイが──。

「ってこら、てめーは本物のぬらりひょん！　いつの間にいやがったっ！」

　思いがけないやつが紛まぎれ込んでいたことに、ツッコミしか出てこない俺。しかしぬらりひょんは相変わらずそっぽを向きながら、ぬらりくらりとするだけだ。

「さてなぁ。いつだったかなぁ。ズルズル」

「こら、吞のん気きにお茶なんか飲んでんじゃねーよ！　空気読め！」

「コハクさん、しょうがないのです。ぬらりひょんさんはこういう妖怪なのですっ」

　ヤエが横から俺にそう説明した。ああ、なんか久々な気がするな。ヤエの解説聞くの。

「家で人が忙しくしている時に勝手に入ってきて、適当にくつろいで、誰にも気づかれずに去っていくのです。それがぬらりひょんさんなのですよ」

「なあ、誰にも気づかれないって、それ存在意義あるのか？」

「しかも妖怪の親玉なのですっ」

「って言われても全然信じられるかっての。お茶飲んでるだけじゃねーかよ」

「ええ。おとろしさんが神社を守るのと同じで、昭和以降に何となく作られた設定ですからね。家に上がり込むのも含ふくめて」

「じゃあ自分で親玉だと思い込んでるだけかよっ！」

　無意味にも程ほどがある。そんなの、後頭部がでっかくてぬるぬるしただけの、ただのよく分からないジジイでしかない。無視だ無視。

　俺は気を取り直し、ライカに「エリダを頼たのむ！」と叫ぶと、自分は急いでサイオンのもとに駆け寄った。とりあえず揺ゆさぶってみる。だが起きる気配はない。しかも、そうこうしているうちに、敵側が距きよ離りを詰つめてくる。

「逃がしませんよ、ジンノ君。──さあ王よ、お裁きを！」

　その声を合図に、コピーぬらりひょんが咆ほう哮こうした。同時にやつの無数の触しよく手しゆが、いっせいに俺達目がけて襲おそいかかった。

「くっ、しまったっ！」

「きゃっ！　やだやだっ！」

「捕つかまったのですっ！」

　俺が。ライカが。ヤエが。そして妖怪達が、瞬またたく間にその身を拘こう束そくされる。

　まず真っ先に持ち上げられたのは、俺の体だった。

　両りよう腕うでごと体を触手に縛しばられ、まったく身動きの取れないまま、巨大ダコの顔の高さまで掲かかげられる。濁にごった目が俺を捉とらえ、開いた口から覗のぞく牙きばが、よだれのような粘ねん液えきを滴したたらせる。やつの魔剣の切っ先は、今やまっすぐ俺に向けられていた。

「ちっ、ガン飛ばしてんじゃねーよ」

　こちらを睨にらむコピーぬらりひょんに鋭い視線をぶつけ返す。それでも今の俺にできることはここまでだった。

　そう──あくまで、俺にできることは。

「……おい、コピーども」

　拘束された体のまま、俺は言った。こちらを見上げているコピー狸に向かって。

「一つ確かく認にんさせてくれ。……お前らは、何者だ？」

「今さらな質問ですね。説明したはずですよ？　僕等は、妖怪です」

「そうだな。妖怪だったな。ってことは──」

　俺はこの瞬しゆん間かん、ニヤリとほくそ笑んだ。

　なぜなら俺は、すでにこの目で捉えていたからだ。今ここに、最後の闖ちん入にゆう者が現れつつあることを。

「残念だったな！　やつが来るぜっ！」

　叫ぶ。それを聞いてコピー狸達が怪け訝げんな顔をする。ふん、まだ気づいてないらしい。

　だから俺は、精せい一いつ杯ぱいに勝ち誇ほこった声で、教えてやった。

「方相氏だよ！　てめーら妖怪の天敵だ！」

「……バカな。何を言っているのですか。貴方あなたが召しよう喚かんしたあの妖怪なら、僕等には見向きもしなかったはず──」

　コピー狸がそう言い返しかけた、その時だった。

　やつの後ろで、突とつ如じよ《スポーン》が起動した。

「──何ですってっ？」

　コピー狸が振り返る。コピーぬらりひょんも濁った目をそちらに向け、さらに他ほかのコピーどもも、次々と背後の巨大装置を振り仰あおぐ。

　卵型のカプセルが蠢うごめいている。中で何かが生成され、今ここに産み落とされつつある。

「そう言えばお前らは、あの時さっさと灯台から引き上げちまったんだよな。だったら知らないよな？　港に向かったのが、ぬらりひょんだけじゃなかったってことを」

　そして人間達の目に触ふれれば、当然そのコピーが産み落とされる──。

　排はい出しゆつ口が大きく広がった。まず初めに出てきたのは、銀色に輝く矛ほこならぬ、一ひと振ふりの剣だ。さらにその剣をつかむ手が、腕うでが、頭が、胴どうが──順番に姿を現す。

　頭に角を戴いただき、金色の四つ目を持つ鬼き神しん。だがその姿は、俺が灯台で見た方相氏とは、大きく異なっていた。

　強しいて言うならそれは、甲かつ冑ちゆうをまとう巨大な騎き士し。いや、騎士を模かたどった機械だった。

　角状に鋭く盛り上がった兜かぶと。黒地に朱しゆ銅どう色のラインが走る派手な鎧よろい。手にした剣は赤熱を帯び、身の丈たけはコピーぬらりひょんの巨体に匹ひつ敵てきする。しかしそれが生身の巨人でないことは、鎧の継つぎ目に覗く無数の歯車から見て取れた。

　兜から放たれる四つの眼光が、サーチライトのように眩まばゆく走る。コピー方ほう相そう氏し──。図はからずも、こんな切り札が出てくるとはな。

「しかしジンノ君、貴方が勝ち誇る理由はまったくないでしょう！　コピー妖怪であれば僕等の仲間！　むしろ狩かられるのは、本物の妖怪である貴方の側だ！」

　コピー狸が早口で捲まくし立てる。だが俺が臆おくする理由はない。

「さて、そいつはどうかな。俺が召喚した本物の方相氏は、お前らを無視して本物の妖怪を倒たおそうとした。だったら、その《スポーン》から産まれたコピーの方相氏は……いったい誰だれを狙ねらう？」

「……ま、まさかっ！」

　コピー狸の表情が青ざめる。同時にコピー方相氏のボディからモーターのような起動音が唸うなり、四つのサーチライトが動いた。

　まっすぐ迷いなく、やつが視線の先に捉えたのは、コピーのぬらりひょんだった。

「──ヨウカイ確認！　排はい除じよ開始！」

　コピー方相氏が叫ぶ。同時に、その手にした剣が炎ほのおを噴ふき、鋭い軌き道どうとともに薙なぎ払はらわれた。コピーぬらりひょんの触手が数本、一気にまとめて断たち切られる。

　俺は拘束を解かれ、床に落ちた。その頭上をコピーぬらりひょんの魔剣がゴォッと横切り、コピー方相氏へと向かっていく。反はん撃げきを試みたか。だがコピー方相氏はその一撃を力強く剣で受け止め、呆あつ気けなく真横へ払いのけた。

　コピーぬらりひょんの体勢が崩くずれた。その隙すきを逃のがさずコピー方相氏の剣が、やつのブヨブヨした頭を正面から穿うがち、貫つらぬいた。

「ゴアァァァァァッ！」

　断だん末まつ魔まの雄お叫たけびとともに、コピーぬらりひょんが光の粒りゆう子しとなって消えていく。こうなれば、あとのコピーどもに為なす術すべはない。

　コピー方相氏が、次の切っ先をコピー狸達に向けた。

「まずい！　逃げますよ皆みなさん！」

　そう叫んで、例によって姿を消そうとするコピー狸。だが消えない。やつの顔に焦あせりの色が浮うかぶのが分かる。

「ま、まさか能力が封ふうじられているのですか？　この方相氏の力で？」

「どうやらそうみたいだな。まあ、せいぜい逃げ回れってことだ！」

　俺の言葉どおり、さっそくコピー達が慌あわてふためいて逃げ始めた。コピー方相氏がそれを追う。モーター音とともに剣を振り回し、メチャクチャに暴れ回る。

　もはや俺がどうこうできる事態じゃない。それに、する必要もないだろう。

　俺はライカ達の方へ向き直った。すでに拘束を解かれたみんなは、エリダとサイオンを引っ張って、脱だつ出しゆつする準備を始めている。

「コハク、今度こそ私達も逃げるよっ！」

「だな、長居は無用だ」

　と、その時だ。おとろしの髪かみに引きずられていたサイオンが、ふと目を覚ました。

「はっ、ここは？　この変な毛はいったい……？　あっ、そこのキミ！　さっきはよくも殴なぐってくれたな！　……っておい、何だその頭に生えてるのっ！　ヒィッ！」

「ああもう、いちいちやかましいな。説明が欲しけりゃ、後でじっくり聞かせてやるよ。それと目が覚めたんなら、エリダにきちんと謝っとけ」

　起きるなり騒さわぎ出したサイオンに、俺はしかめっ面つらで言い返す。だが、それで素す直なおに頷うなずくようなやつでもない。

「はあ？　何でボクが謝るのさ！」

　体の毛を解ほどいて立ち上がりながら、彼はまるで軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしで、俺とエリダを交こう互ごに見た。

「悪いのはその女だろ！　ボクのことを魔ま王おうにしようとしたんだぞ！　──ああそうだ、ライカくん、キミ確か冒ぼう険けん者目指してるんだっけ？　だったら今すぐその剣けんでこの女を退治してくれよ。そしたらボクがギルドに推すい薦せんしてあげるよ。ボクの正妻になっても冒険者の活動を許してあげるし、それに──」

「お断りよ！」

　ライカは迷いなく一いつ蹴しゆうした。当然だよな。

「エリダさんは確かに悪いことしたけど、あんただって、そのエリダさんに充じゆう分ぶんひどいことしてるでしょ？　エリダさんの気持ちを踏ふみ躙にじったこと、自覚しなさいよ！」

「気持ち？　モンスターの気持ちなんかどうだっていいだろ。何だよ、一丁前にウェディングドレスなんか着ちゃってさ。しかも黒なんてキモすぎだし。ああくそ、キスまでされたんだぞ、おぞましいっ」

　唾つばきとともに言葉を吐はき捨て、サイオンは無言のエリダを睨みつけた。

　エリダは──相変わらず黙だまったままだ。

　俺は肩かたを竦すくめ、そんなエリダのもとに歩み寄った。さっきと同じようにサイオンを殴り飛ばしてもいいが、何度やったって同じだろう。それよりこっちを心配すべきだ。

「なあエリダ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかける。反応は、やはりない。

「その……何だ、思いつめるのはよくないぞ。あんなカスの言うことなんか気にするなって。とにかく今は逃にげよう。……なあエリダ、聞こえてるか？」

　黙りっぱなしのエリダに不安を覚える。俺は何気なく右手を出し、彼女の腕に軽く触れてみた。

　──ドクン！

「え、指輪がっ……？」

　不意に反応を見せた指輪に、俺は怪訝の色を浮かべた。

　だが、指輪だけではなかった。続いて俺の頭に──いや、角に、新たな異変が起こった。不意に熱にも似た火ほ照てりが生まれ、指輪とともにドクドクと脈動を始める。

「な、何だこれ！　どうなってるんだ？」

　エリダに触れた右手が動かない。次いで、角を通して俺の頭の中に、何か強きよう烈れつな感情めいたものが流れ込んできた。

　まるで心が破は裂れつしてしまいそうなほどに、激しい衝しよう動どうが渦うず巻まく感情。それはもしかしたら、エリダの意識そのものだったのかもしれない。

　俺に宿った妖怪の力が為せたのか。

　俺はエリダの顔を見た。虚こ空くうを見つめる目が、そこにあった。

　……いや、今のこいつは、ただサイオンしか見ていない。視線が直接向かわずとも、心にあるのは、サイオンへのひたすらおぞましい想おもいだけだ。

　指輪が再び大きく鼓こ動どうを打った。

　俺の意識を無視して、何かがこの場に召喚されようとしている。望んでいるのは俺じゃない。エリダだ。だとしたら今の俺は、エリダの意志を受け止め、自動的に召喚をおこなおうとしている。まるで……そう、《スポーン》のように。

　──ドクン！

　──ドクン！　ドクン！

　制せい御ぎよなどできない。俺の指輪が輝かがやき、何かが一気に解き放たれた。

　直接、エリダの中に。

「……サイオン様」

　ふと、エリダの口から言葉が漏もれた。それが──「変異」の引き金となった。

　不意に彼女の黒いベールが持ち上がり、額を貫いて、ザクッ！　と角が飛び出した。

「……っ！」

　思わず声を吞のむ。湾わん曲きよくした鋭するどい細身の角が二本、そこには確かにあった。

　内側から破られた額が、血の筋を作る。それはエリダの顔に沿って流れ、左右の目め尻じりに溜たまり、頰ほおを伝って落ちていく。さながら真っ赤な涙なみだのように。

　俺の触れていた彼女の腕は、いつしか眩まばゆいエメラルド色に変わっていた。表面に無数の鱗うろこを帯び、さらにウェディングドレスのスカートが大きく捲れ、中から蛇へびの長大な尾おが溢あふれ出す。

　そこにいるのは、もはや美しい花はな嫁よめではない。憤ふん怒ぬに燃える鬼き面めんの大だい蛇じや──。

「清きよ姫ひめなのですっ！」

　ヤエが叫さけんだ。

　俺は思い出した。嫉しつ妬とに狂って蛇と化したという、悲しい女の物語を。

　エリダはその清姫の魂たましいを、俺の召しよう喚かん能力によって引き入れてしまったのかもしれない。いや、それとも俺が無意識のうちに、そう仕向けたのか。

　どちらにせよ、エリダはサイオンを許さない。

「……サイオン様。──サイオン様ぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　サイオンが絶ぜつ叫きようする。同時にエリダが身をうねらせ、やつの体をグルグルと幾いく重えにも取り囲む。

　二度と逃がさぬように。二度と離はなさぬように。

　そして彼女の口から炎が噴き出した。かつて清姫が愛する男を焼き殺したという炎だ。

　地下のホールは、たちまち灼しやく熱ねつの業ごう火かに包まれた。

「ああっ、《スポーン》がっ！」

　コピー狸の悲鳴が上がった。巻き添ぞえを受けた《スポーン》がゴオゴオと燃え上がり、気色悪い体液のようなものを撒まき散らしながら、壁かべからドロリと崩れ落ちていく。

「コハクどの、もう行くぞ。これ以上は無理のようじゃからの」

　青坊主が俺に言った。俺は険しい顔で頷き、ライカ達を促うながして逃げ始めた。

「おい待ってくれ！　ボクを助け──」

　サイオンの声は、煙けむりの中ですぐ聞こえなくなった。

　炎と煙が、地下のダンジョンをあっという間に吞み込んでいく。至るところに施ほどこされた金色の装そう飾しよくが、火の中で融とけ合い、そこかしこで眩く輝く。その中を俺は時折振ふり返り、全員がついてきていることを確かめながら走り続ける。

　やがて横転した馬車が目に留まった。辺りは無人だ。冒険者や魔王軍は、すでに引き上げた後のようだ。

　ただ、その馬車を躱かわして進むのに、少し手間取った。気がつけば通路の炎は、俺達が進む先にまで広がりつつあった。

「どうしよう、コハク！」

「結構ピンチなのですっ！」

　ライカとヤエが口々に叫ぶ。だがその時だ。ちょうど目の前、開けた通路のど真ん中に、見覚えのある巨きよ大だいな屋や敷しきがポアーッと現れた。

「迷い家っ？」

　そう、迷い家だ。その扉とびらが開き、中から顔を覗のぞかせたのは、すっかり存在を忘れかけていた猫ねこ又まただった。

「やあ旦だん那な、助けにきたよっ。なんか妖よう怪かいの力で操縦できたからさ、これ」

「できたのかよっ！　つーかトラ、お前──いや、今はいいや。ありがとな！」

　俺はそう言うと、みんなを連れて迷い家の中に飛び込んだ。

「ふん、猫又にしては上出来なのです」

「おっ、見直したか狸。まあこれからは、あたいのことを招き猫のように崇あがめて──」

「はいはい、二人とも喧けん嘩かは後でね？」

　ヤエとトラがお約束で減らず口を叩たたき合い、ライカがそんな二匹ひきを宥なだめて奥に上がる。囲い炉ろ裏り端ばたでは、ちょうどシュルクがぬらりひょんと向かい合って、二人してのんびりとお茶を飲んでいるところだ。

　……いや、この二人についてはツッコミたい気持ち満々だけどな。

「あらコハクくん、お帰りなさい。どこに行ってたの？　あと、頭に変なものがついてるわよ？」

「シュルクさん、まだいたんですか……。俺の頭はともかく、その仲よさそうにお茶してるジジイはいつからここに？」

「あら、えっ？　やだ、こんな人いつの間にいたのかしら。私全然気づかなかったわ」

「気づかなかったんですか！　真正面に座ってたじゃないっすか！」

「はてなぁ。わしも知らんなぁ。いつからだったかなぁ」

　驚おどろくシュルクから目を逸そらし、ぬらりくらりと呟つぶやくぬらりひょん。それにしてもこの妖怪、本物とコピーの差がでかすぎる。

「それじゃみんな、出発するよ。とりあえず山の麓ふもとでいいよね？」

　トラの言葉に合わせて迷い家が動き出した。こうして俺達は、燃え盛る地下ダンジョンから、どうにか脱だつ出しゆつを果たしたのだった。
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　俺達が辿たどり着いたのは、山の麓に広がる大きな湖の畔ほとりだった。たぶん手洗鬼の足あし跡あとだ。

　すでに夕ゆう陽ひの沈しずみつつあるオレンジ色の水面みなもが、ひんやりとした風を運んでくる。その空気を肌はだで感じながら湖岸に立った俺は、ようやく無事帰ってこられたことに安あん堵どして、胸を撫なで下ろした。

　その後ろに続いて、他ほかのみんながゾロゾロと迷い家から出てくる。シュルクは辺りをキョロキョロと眺ながめ回しながら、「ここはどこかしら」と不思議そうに呟いている。もう俺を逮たい捕ほすることも忘れてるらしい。

　見上げれば、ひしゃげた山の頂が微かすかに煙を噴ふいているのが、はっきりと見て取れた。

「コハク、エリダさん達は──」

　ライカが山を仰あおぎ呟く。俺は小さく溜め息をついて、首を横に振った。

「どうしようもないさ。あの状じよう況きようで助け出すことなんて、誰だれにも──」

「いや、助けたぞ！」

「そうか、助けたのか……っておい、誰だ今言ったのっ！」

　いきなり響ひびいた声に、慌あわてて辺りを見る。少なくともヤエ達ではない。シュルクでもない。今のは男の声だった。

　俺が目を凝こらす中、無人になった迷い家が役目を終えたと見てか、フッと搔かき消える。声の主は、まさにその跡に立っていた。

「お、お前は方相氏っ！　しかも本物っ！」

　そうだ。いつの間にここへ来ていたのか、メカではない本物の鬼き神しんが、仁に王おう立だちになっている。ただし手の矛ほこは背中に収められ、代わりに彼は左右の肩に、人を一人ずつ担かつぎ上げていた。

　いや、一人は「人」じゃない。モンスターだ。

「エリダ！　それに、サイオンも！」

「ぬらりひょんを追っていたら妙みようなところに迷い込んでしまってな。しかも辺りは火事だ。そこで気を失ったこやつらを見つけたので、ここまで連れてきたのだ。女の方は鬼き女じよが憑ついていたから、祓はらっておいたぞ」

　方相氏の言うとおり、エリダはすでに大蛇の姿を失い、元の花はな嫁よめ姿に戻もどっていた。ドレスがところどころ焼け焦こげているものの、大きな怪け我がなどはないようだ。

　二人が地面にそっと横たえられるのを見て、俺は息をつき、ライカの方を振り向いた。向こうも笑え顔がおでいる。ヤエ達は──なんか隅すみっこでちっちゃくなってるけどさ。

「おいお前ら、何でそんなとこで固まってんだよ」

「だ、だって方相氏がいるじゃないですか！　コハクさん、いつそんなもの召喚したのですかっ！」

「いや、割とさっき……ていうか、コピーの方相氏が出てきた時点で気づけよ」

「と、とにかくヤエ達は、そいつには近づきたくないのですっ」

　そう叫びながらブルブル震ふるえる妖怪達。なるほど、方相氏のやつ、よほど怖こわがられているらしい。俺は苦く笑しようし、この鬼神に改めて礼を言おうと振り返った。

　……同時に矛の先せん端たんが目に飛び込んできた。いつの間にか方相氏が、俺に武器を向けてやがる。

「ところでコハクよ、お前、妖怪と化したな？」

「え？　えっ？」

　俺は目を瞬しばたたかせて、思わず間ま抜ぬけな声を上げる。何だこれ。俺まさかまた狙ねらわれてる？

「ちょっと待て方相氏！　これには深い事情が──」

「成敗っ！」

「ってこら、言い訳ぐらい聞けよ！　張り切って向かってくんじゃねぇっ！」

　襲おそいかかる気満々でこちらに突つっ走ってきた方相氏から、俺は慌てて逃にげ出した。

　湖の畔をバタバタと駆かけ回り、時々水に足を突っ込んでずぶ濡ぬれになり。と、そこへ山道を伝って、アリシア達ギルドのメンバーが降りてくる。

「あらアリシアちゃん、どこ行ってたの？」

「……あ、シュルク。……ぎゅっ」

　すぐさまシュルクに駆け寄って、再会のハグを楽しむアリシア。俺は無視かよ。

「ねえみんな、コハクが危ないよ？　助けてあげようよっ」

　そしてライカが懸けん命めいにみんなに呼びかける。お前が助けてくれてもいいんだぞ？

「いやぁ、ヤエ達には荷が重いのです。ね、青坊主さん？」

「──かんじぃざいぼぉさぁ、ぎょうじんはんにゃぁはぁらぁみぃたぁ」

　おいこら青坊主、俺の冥めい福ふくを祈いのってんじゃねーよ！

　次し第だいに濡れた足がもつれてくる。もはや走ることもできなくなり、俺は水の上に無様に倒たおれ伏ふす。その後頭部目がけて、ついに方相氏が容よう赦しやなく矛を突つき下ろした。

　──ガスッ！

「いてぇっ！　……あれ、死んでないぞ俺」

　なんか痛かったけど、頭を貫つらぬかれた様子はない。俺は傷の具合を確かめるため、恐おそる恐る後頭部に手をやってみた。

　……ぽろり、と俺の頭から角が落ちたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「あ、落ちた？　俺の角なくなったっ？」

「キャッ、コハク、やったよ！　人間に戻ってるよっ！」

「ありゃりゃ、戻っちゃったのです！」

「何じゃ、せっかく妖怪になったのに、祓われてしもうたか」

「残念だわっ。角があった方がかっこよかったのにね。げらげら」

　おいちょっと待て。なんかがっかりしてるやつの方が多くないか？

「ていうか方相氏、俺を人間に戻すなら始めからそう言えよ！　てっきり襲ってきたと思って、逃げ回っちゃったじゃないかよ！」

　戻れた安堵と追われた恐きよう怖ふで半泣きになりながら、俺は方相氏に抗こう議ぎする。ともあれ──もうこれで全員無事助かったよな？　ハッピーエンドってことでいいんだよな？

　よろよろと起き上がりながら、俺は水みず浸びたしの姿で、この大団円を嚙かみ締しめた。

　いや……待てよ？　まだ何か忘れているような。

「──おい貴様ら、何を和なごんでいるのだっ！」

　突とつ如じよ、鋭するどい声が夕暮れの湖を震わせた。

　ああ思い出した。こういう口調で喋しやべるやつのこと、確かに忘れてたわ。

「ネイリーか！　てっきり逃げたと思ってたのに、まだいやがったのかよ！」

　俺がそう叫さけんだ刹せつ那な、すぐ背後で水面が波立ち、中からガボッと何かが現れた。

　まるで気球のような、巨大な気き泡ほうだ。中にはネイリーと昆こん虫ちゆうオヤジ、そしてこの気泡を生み出したであろうイカが、三人並んで仲よく収まっている。

　いや、気泡とかイカとかはどうでもいい。それよりも、この三人が協力して抱かかえ上げている繭まゆ状の物体に、俺は思わず目を見開いた。

「そ、それは──《コクーン》っ！」

「おおそうだ。危あやうく燃もえ尽つきるところを、間かん一いつ髪ぱつで回収してきたのだ」

　ネイリーは得意げに言い放つと、他の二人とともに気泡を割って、俺の前に飛び出してきた。《コクーン》が無事ってことは──そう、こいつらの野望はまだ潰ついえてない！

「くそっ、お前らしつこいぞ！」

「当然だ。我が魔ま王おう軍は永遠にこの世界に君臨し続けるのだからな。さあ貴様、今度こそ魔王になってもらうぞっ！」

　思わず後あと退ずさった俺に、ネイリーが迫せまる。水を蹴けり、飛沫しぶきを上げ、そこへ転がってきた俺の角を踏ふんづけてすっ転び──おやっ？

「ふぎゃっ！　ブクブク」

「おいネイリーが溺おぼれてるぞ！」

　見事に自じ爆ばくしてもがくネイリー。当然その手は《コクーン》を離はなれ、残りの二人に繭を委ゆだねる形になる。だが、虫とイカでは相当荷が重いに違ちがいない。《コクーン》を抱えた二大幹部は、そのままよろよろとよろけだし、掲かかげていた《コクーン》をついに落としてしまった。

　……ちょうどネイリーの真上に。

「ふにゃっ！　なんか降ってきたぞ！　おい何だこれ、中真っ暗──」

　ネイリーの言葉が途と切ぎれた。彼女が完全に《コクーン》の中に吞のみ込まれた瞬間だった。

　俺は──とりあえず無言で昆虫オヤジとイカを見た。

　二人とも真っ青になって固まっている。いや、イカとかもともと青白いけどさ。

　それから岸辺を振ふり返る。ライカはポカンとしているし、ヤエ達や方相氏は面おも白しろそうに眺めているだけだし、アリシアとシュルクはそもそも事情が分かってないし──。

「……お、おいお前ら、これ開くか？」

　俺は恐る恐る、二人の幹部に訊きいてみた。イカがすぐさまブシュッと墨すみを噴いた。喋れないならおとなしくしててくれよ。

「いいや、無理じゃ。防ぼう御ぎよシステムが働いている」

　代わりに昆虫オヤジが、顎あごをギチギチ言わせながら答える。となると……あーあ、もうクダンもいないし、手の施ほどこしようがないわ、これ。

　俺は《コクーン》に背を向けると、急いで水から上がり、みんなのもとに駆け寄った。もうこうなった以上、できることは一つしかない。

「おいみんな、ずらかるぞ！　魔王が出てくる前に、今すぐに！」

「オッケー、コハク！　見なかったことにするんだね！　私それ得意だよ！」

「さっそく手洗鬼さんに家まで運んでもらうのですっ」

「……私達も行く。……シュルクも一いつ緒しよに帰る」

「そうね、私もそろそろ我が家に帰りたいわ」

　口々に言いながらエリダとサイオンも回収し、俺達はネイリーの入った《コクーン》を放置して、慌ててその場から引き上げていった。

　夜になりゆく山の湖こ畔はん。ふと手洗鬼の手の平から下界を見下ろせば、水面に立ち尽くす二人の幹部が、物言わぬ繭を、ただ途と方ほうに暮れながらいつまでも見守っていた。
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　暗黒に染まった雲が、見上げる空を、どこまでも覆おおい尽くしていた。

　激しい閃せん光こうを受け、嵐あらしが吹ふき荒あれる地平線。その景色を揺ゆり動かすように、雷らい鳴めいが轟とどろく。

　そして邪じや悪あくな高笑いが、大気を貫つらぬく。

　彼方かなたに少女の姿があった。

　身長、約百四十センチ。漆しつ黒こくの戦せん闘とう服を身にまとい、銀ぎん髪ぱつのツインテールを揺らして迫るそいつは、一箇か月げつ前、俺達が放置した《コクーン》の中から現れた。

　魔王ネイリー──。巨きよ大だいな魔ま槍そう《ギリウス》を操あやつる、元魔女騎き士しのチビッ子。

　そして今。この新生魔王が率いる軍勢を迎むかえ撃うつ荒こう野やには、すでに国中の冒ぼう険けん者が集つどっていた。

　その数、一千。まさに総力戦の名に恥はじない規模だ。中には、先日故郷から復帰した指揮官の姿もあった。

　彼はスラリと剣けんを抜ぬき、切っ先を天に掲げる。そして声こわ高だかに叫んだ。

「これより我が冒険者ギルドは総力戦を展開する！　総員、攻こう撃げきかい──」

「ちょっと待ったぁっ！」

「こら！　またお前達かっ！」

　突如割り込んできた俺とライカを見て、指揮官がうんざりした顔をする。そいつを敢あえて見ないまま、俺達はいつもどおり、律りち儀ぎに名乗りで周りにアピールした。

「神じん野の琥こ珀はく！　知ってのとおり、召しよう喚かん術師だ！」

「ライカ・ブランキッテ！　知ってのとおり、凛り々りしい剣けん士しよっ！」

　それを盛り上げるように、わっと拍はく手しゆが巻き起こる。……と言っても、それは冒険者達の仕事じゃない。俺とライカにくっついてきた妖よう怪かいどもだ。

「いよっ、頑がん張ばってくださいなのです！　コハクさん、ライカさん！」

「必要なら言ってくれ。力を貸すでの」

「あたしも鳥居を建ててくれたら戦うわよっ」

「ホタリホタリ！」

「オッヘラオッヘラ！」

　相変わらず適当なことばかり言っている妖怪様御ご一いつ行こう。そいつらに手を振って応こたえると、俺はライカを促うながして、冒険者達の前に躍おどり出た。

　ネイリーはすぐそこまで迫っている。俺はその場に仁に王おう立だちになると、顔見知りの魔王に向かって、思いっきり叫んだ。

「おいネイリー！　性しよう懲こりもなくしょっちゅう攻せめてきやがって！　魔王なら魔王らしく城でおとなしくしてろよ！」

「ふん、我が新生魔王城がまだ完成してないんだからしょうがないだろ！　そもそも貴様が前の城を派手にぶっ壊こわしてくれたおかげだ！」

　負けじと言い返すネイリーに合わせて、周りにいる昆虫オヤジやイカ、そして懐なつかしのスケルトン１号らが、叫んだり墨を噴ふいたりして俺にヤジを飛ばす。仲いいな、あいつら。

「べつに魔王城じゃなくても、どっかのダンジョンにいればいいんじゃない？　うちに来るのは却きやつ下かだけど」

　俺の横でライカが吞のん気きそうに言った。

「ほら、こないだみんなで行った地下ダンジョンがあるじゃん。あそこでいいでしょ」

「全然よくない！　どんだけ遠くに追いやられたと思ってるんだ！」

　ネイリーがすぐさま拳こぶしを振り上げ抗こう議ぎする。それもそのはずだ。何しろあの地下ダンジョンは、今はもう元の山にはないのだから。

　一箇月前の事件の後──。あれだけの戦闘や火災があったものの、コピー狸だぬき達はまだ滅ほろびていなかった。やつらは全員ピンピンして、相変わらずあの施し設せつをアジトに、悪さを続けていた。

　さすがにあのコピーどもを放置しておくことはできない。そこで俺は一計を案じて、問題の地下ダンジョンを遠くに隔かく離りすることにしたのだ。

　やり方は簡単だ。手て洗あらい鬼おにに、山ごと海の彼方へ捨てさせただけだ。

　おかげでここから見える景色も、以前魔王城の立っていた山だけがスポッと抜けて、ただの更さら地ちになっている。問題の山は今、船で何日もかけて東方へと向かった先に、絶海の孤こ島とうとしてポツンと浮うかんでいた。

　東の果てに浮かぶ孤島──。そこには黄金色に輝かがやくダンジョンが広がり、「ヨウカイ」を名乗る未知のモンスターどもがひしめいているという。そんな物もの珍めずらしさも手伝ってか、最近は冒険者の間で、新規の攻こう略りやくスポットとして人気を博しているようだ。

　ちなみに攻略が難しいと感じた時は、島を徘はい徊かいしている巨大な甲かつ冑ちゆう型モンスターに協力を頼たのむといいらしい。途と端たんにイージーモードになるとか。まあそれはさて置き──。

「貴様達とのお遊びも今日で最後だ！　決着をつけてやるぞ！」

「望むところよ！　じゃあ頑張ってね、コハク！」

「なあライカ、お前さ、人任せにするくせに、何でそんなに気楽に望んでんだよ」

　そんな緩ゆるいやり取りを交かわしながら対たい峙じする、俺達と魔ま王おう軍。その時、様子を眺ながめていたヤエがいきなり声を上げた。

「ああっ、魔王軍の中に猫ねこ又またがいるのですっ！」

「ちょ、マジかよ！　おいトラ、お前何やってんだ！」

　見れば確かに、スケルトンの集団に交じってトラがちょこんと座っている。

「てめー、また裏切ったな！」

「いやぁ、今日は気分的にこっちかなーって。ほら、ゾンビの猫ねこ踊おどりとか、魔王軍の方じゃ大受けだし」

「受けるからって寝ね返がえるなっての！」

　思わぬ伏ふく兵へいを前にして、俺はいつもどおりツッコむしかない。そしてネイリーは、そんな俺を見て愉ゆ快かいそうに笑ってやがる。

「くっくっ、まさか仲間に裏切られて刃やいばを交えることになるとはな。さあどうする、ジンノ・コハク！」

「いや、どうするも何もねーよ。おい出番だぞ、タンタンコロリン！」

　もちろん、やることはきっちりやらせてもらう。俺は観戦している妖怪達の中から一人を指名して、こっちに呼びつけた。心なしかネイリーとトラの顔が引きつった気もするけど、べつにいいよな。

「うむ小こ僧ぞう、わしを呼んだか？」

「ああ、そこのチビッ子と猫又がお腹なかを空すかせてるっぽいから、一発頼むわ」

「よし分かった！　おいそこの一人と一いつ匹ぴき！　久々にたんと食せ！」

　そう叫さけぶや着物の裾すそを捲まくり、タンタンコロリンがズンズンと魔王軍に迫せまっていく。

　刹せつ那な、ネイリーとトラが同時に悲鳴を上げた。

「うにゃぁぁぁっ！」

「うにゃぁぁぁっ！」

「おいお前ら、悲鳴がまるで一緒だぞ？」

　そんな俺のツッコミを聞く余よ裕ゆうもなく、ネイリーとトラがクルリと踵きびすを返す。

「そーいんてったい！　帰るっ！　うわぁぁぁんっ！」

「え、ネイリー様、また今日も撤てつ退たいですか？　せっかく魔王になれたのに……」

　スケルトン１号が寂さびしそうに言う。しかしネイリーはただ泣きながら逃にげていくのみ。

　……と思ったら、ふとその足を止め、こちらを振ふり返った。

「ぐすん。そうだコハク、エリダどのはどうしてる？」

「ああ、元気でやってるぞ」

「むぅ、そうか。……『いつでも戻もどってきていい』と、私が言っていたと伝えろ。いいな？」

　それだけを言い残し、ネイリーはトラと軍勢を引き連れて、そそくさと去っていった。

　こうして今日も、冒険者と魔王軍の戦いは無事終わった。俺は苦く笑しようを漏もらし、「ああ」と小さく頷うなずくのだった。




　……そう、俺達に助けられたエリダは、あれから魔王軍には戻らなかった。

　ひと時のこととはいえ軍に背そむいたのが理由か、それとも他ほかに思うところがあったのかは、分からない。ただ、あの後サイオンとは特に言葉を交わした様子もなかったから、彼女が自分なりに考えて出した結論なのだろう。

　もしかしたら、自分の存在理由について、今一度考え直したかったのかもしれない。だからこそ、魔王軍から距きよ離りを置くことにした──。大方そんなところか。

　そして今。彼女は、とても意外な場所に収まっていた。




「ようこそ冒険者ギルド本部へ。コハク様。ライカ様」

　ネイリーを撃げき退たいした後、ヤエ達を先に帰してギルドに立ち寄った俺とライカは、メイド服で着き飾かざったエリダにさっそく迎えられた。

　ギルドに所属する受付嬢じよう──。それが、今のエリダが就ついている仕事だった。

　ちなみに「ようこそ」ってのはただの挨あい拶さつだ。べつに俺達がついに冒険者になったとか、そういう素す敵てきなオチがあるわけじゃない。新たな魔王が生まれたことで、ようやく冒険者の新規採用を再開したギルドだが、俺達は相変わらずワナビのままだ。

　ライカも勘かん当どうされたまま、家出を絶賛継けい続ぞく中だ。何しろサイオンが、あれ以来女性恐きよう怖ふ症しように陥おちいって引き籠こもってるとかで、お見合いがお流れになったしな。まあ、あの男に関しては自じ業ごう自得だ。

「いやぁ、すっかりここに馴な染じんだね、エリダさんっ」

　そう言って嬉うれしそうに笑うライカ。以前の変てこな受付嬢と違ちがって、こっちの方がずっと接しやすいからだろう。

　……実のところエリダについては、最初は俺の家にでも住まわせようかと思ったのだ。どうせうちは妖怪だらけの大所帯。今さらモンスター娘むすめが一人増えたところで、ネイリーと交代したと思えば大して変わらない。しかしそれを止め、彼女をギルドで引き取ると言い出したのは、あのシュルクだった。

　何しろエリダは魔王軍の元幹部だ。味方につければ、今後は敵の手の内も読みやすくなるはず──という打算的な考えがあったかどうかは分からない。ただそれ以上に、シュルクの口にした理由は、とても重みのあるものだった。

「だって、私みたいに迷っている人がいたら、手を差し伸のべてあげないと。ね？」

　……重みがありすぎた。まあ、全部妖怪のせいだな。

　ともあれシュルクの博愛精神もあって、エリダはこのギルド本部で受付嬢として日々を送っている。主な仕事は、採用目当てで頻ひん繁ぱんに訪おとずれる俺とライカを、追い返すことだ。

　……ああ、マジでだ。マジで追い返すぞ、この人。

「さあエリダさん、今日も私達、魔王を追い払はらってきたよ！　ずばり評価は？」

「どう見ても八百やお長ちよう試合なので不可、だそうです。アリシア様より」

「あんにゃろー、また俺達の採用を阻はばみやがって！」

　もはやこのやり取りもすっかり恒こう例れいになっている。今日もまた思いっきり落らく胆たんする俺とライカ。そこへふとエリダが、ライカの方に話しかけてきた。

「ライカ様、一つ伺うかがってもいいですか？」

「どうしたの、エリダさん？　次のボランティアの予定なら明後日あさつての──」

「いえ、そうではなく」

　今後のスケジュールを読み上げようとしたライカを制し、エリダが訊たずねる。

　目の前に立つ冒ぼう険けん者ワナビの姿をまじまじと見つめ、興味深そうに。

「ライカ様、あなたは今、冒険者になるために家を出ていると聞きました。でもこうして、なかなか芽が出ずにいる──。夢が叶かなわない日々を送りながら、かつての生活にも戻れない。そんな毎日を、辛つらいと思ったことはありませんか？」

　その質問に、ライカは軽く考える素そ振ぶりを見せた。……いや、見せただけだ。所しよ詮せんポーズに過ぎないことは、俺にもすぐに分かった。

「ないよ？」

　やはりあっけらかんと、ライカは答えた。

「だってコハクと一いつ緒しよだもん。ね、コハク？」

「あ、いや、えっと……お前いきなり振るなよっ」

　強きよう烈れつな奇き襲しゆうにも似たライカの一言に、俺はつい顔を赤らめる。それを見てエリダが、小さく──ほんの小さく、クスリと微笑ほほえんだ。

　彼女の素す直なおな笑え顔がおを見るのは、もしかしたら、これが初めてだったかもしれない。

「それにね、今の私は、ちゃんと自分の足で歩いてるから」

　ライカが笑顔でそう付け加えた。

　エリダが、しっかりと頷く。

　チビッ子魔王からのメッセージは、また今度でいいか──。俺はそう思いながら、ライカと二人でギルドを後にした。




「お帰りなさいなのです。ご飯の支し度たくができてますよっ」

　いつものダンジョンに戻ってきた俺とライカは、炊たき立ての米の香かおりに迎むかえられ、腹を鳴らしながら大広間まで突とつ撃げきすることになった。

　ちなみに米の出所は、迷まよい家がから土産みやげに持ち帰ったお椀わんだ。あの時俺はすっかり忘れていたが、ヤエがしっかり頂ちよう戴だいしていたってわけだ。

　おかげで毎日お米が食べられる。日本人はやっぱり米だよな。いや、何で異世界まで来て米食ってんだって話だけどさっ。

「おお、二人とも戻ったか。今回も採用にはならなかったようじゃの」

「うっせえジジイ、いちいち痛いとこ見み抜ぬくな」

　余計なことを言う青あお坊主ぼうずから視線を逸そらす。すでに妖よう怪かい達は食べ始めていたと見えて、青坊主もおとろしもタンタンコロリンも、みんな口元が米こめ粒つぶだらけだ。トイポクンペも一家揃そろって、股こ間かんを米粒まみれにして……っておい、こいつらどこから食ってるんだよ！

「あれ、牛うし打うち坊ぼうちゃんは食べてないんだね。やっぱり牛しか興味ないんだ」

「モギャッ」

　隅すみっこに座り込んで動かない牛打ち坊を見ながら、ライカが苦笑する。ギバでさえ、米粒を一粒ずつ頰ほお張ばってるというのに。

「牛打ち坊さんは最近欲よつ求きゆう不満なのです。せっかく外出許可が出たのに、牧場で方ほう相そう氏しが番をしてるので」

　ヤエがお釜かま代わりの鍋なべを搔かき回しながら言った。

　確かに、方相氏は俺が牧場に押しつけた。あいつをうちに置いといたらみんなが恐こわがるし、かと言って放置したとしても、たぶんうちを襲しゆう撃げきしにくるしな。だったらきちんと役目を与あたえておいた方がいいってわけだ。

　ちなみにぬらりひょんはいない。あれは町をぬるぬる徘はい徊かいしているだけだから、放置している。

「あれコハク、今日のご飯、ちょっと赤いよ？」

　鍋の中を覗のぞき込んで、ライカが首を傾かしげた。言われて見ればなるほど、うっすらと色がついている。それもそのはず、米に交じって、これまた俺の見知った食材が炊き込まれているのだ。

「ほんとだ、小豆あずきが入ってるな。ってことは、今日は赤飯か？」

「いえ、もち米じゃないので、ただの小豆飯なのです」

「へえ。でも小豆なんて、どこで手に入れたんだ？」

「お二人がギルドに寄ってる間に、分けてもらってきたのですよ。山さンん本もと様のおうちまで行って、そこに湧わいていた小豆あずき計はかりさんにお願いして、ちょちょいっと」

「ええと、その小豆計りさんってのが誰だれだか知らないけど……って言ってもどうせ妖怪なんだろうけど、わざわざ小豆のためにあそこまで行ってきたのか。ご苦労さん」

　ちなみに山ン本様のおうちってのは、俺が以前召しよう喚かんした山ン本五ご郎ろう左ざ衛え門もんという妖怪が乗っ取った、ダンジョンのことだ。もっとぶっちゃけると、以前ネイリーが住んでいた家だ。でもって山ン本に追い出されたんだよな、ネイリー。

「で、どうしてそこまでして小豆なんか調達してきたんだ？」

「ええ、それには深い事情があるのですっ」

　ヤエが意味ありげに頷く横では、これまた香こうばしい匂においが漂ただよっている。網あみの上で魚の干物が炙あぶられているのだ。ただし、一匹だけ。

「今夜はご馳ち走そうだ──ってわけじゃないみたいだな。どう見ても数が足りないし」

　俺が訝いぶかしがっていると、ちょうどそこへ表から入ってきたやつがいた。

　トラだ。魚の匂いに釣つられて、口からよだれなど垂らしている。

「うぅ、腹減ったよぉ。あれだ、魔ま王おう軍のところは大したご飯が出ないね。やっぱ米だよ米っ。ねえ旦だん那な？」

「旦那じゃねーよ！　飯のためにまた寝ね返がえってきたのかよ、お前は！」

「何だよ、よしとくれよ。猫ねこに忠誠心なんか求めちゃダメだってばぁ」

　自分で言いながらヘラヘラ笑うトラ。そこへヤエが、さっそく小豆飯を装よそって運んできた。

「さあ猫ねこ又また、こいつをあげるのです」

「お、やるじゃん狸たぬき。……って、え、何これ？」

「小豆飯ですよ？　あと焼き魚もあるのです」

「ちょっ！　ちょっと待って！　それって！　その組み合わせって！」

　途と端たんにトラが青ざめる。いったい何が起きたのか。わけも分からず俺が見ている前で、ヤエは小豆飯の上に焼き魚を乗っけると、続いて懐ふところから何かを取り出した。

「ああっ、それ私のビキニアーマー！」

「ご心配なく。現げん役えきものではなく、お古なのです」

　そう言って手にした真っ赤なビキニパンツを、ヤエはトラの目の前でヒラヒラさせる。もはや正気の沙さ汰たとも思えないが。

「あ、パンツと赤飯って、もしかして──」

「コハク、それ以上喋しやべったら絞しめるよ？」

　ライカに笑顔で言われて、俺は押し黙だまった。ただ、トラがひたすらガクブルしてるのだけは確かだ。

「さあ、聡そう明めいな猫又に質問なのです。──小豆飯に魚を添そえて出し、さらにおまけの赤い手て拭ぬぐいを猫の頭に乗っける。これなーんだ？」

「ううっ、そ、それはっ！　猫又になった飼かい猫を家から追い出すための手土産っ！」

　トラが苦く悶もんの表情で回答を述べた。へえ、そんなのがあるんだ。勉強になったよ。でもいくら赤いからって、パンツを手拭だと言い張るのは無理があると思うぞ？

「ま、待っとくれよ狸っ！　もう寝返ったりしないから、お暇ひまだけは勘かん弁べんしてよっ！」

「ふふーん、ヤエはもう決めたのです。これ持ってどっか行っちゃってくださいっ」

「うにゃぁ！　そんなぁっ！」

　トラが悲鳴を上げる。まあ、これも自業自得とはいえ──だ。

「おい、もういいだろ。それぐらいにしといてやれよ」

　俺はそう言って、ヤエの手からビキニパンツを取り上げた。

「ありゃりゃ、許しちゃうのですか？」

「まあな。だいたいこれパンツだし」

　ピラッとした小さな布を指先でつまむ。ちょっと狸の毛が付いちまってるけど、まあいい。こいつは俺のポケットにしまって──。

「こらコハク！　どさくさに紛まぎれて何してんのっ！」

　途端にライカのチョップが俺の脳天にヒットした。くそっ、ばれたか！

　俺は頭を押さえながら、ライカの手にパンツが渡わたるのを恨うらめしそうに眺ながめる。でもってそのパンツを、さらに横から手を伸ばして掠かすめ取るぬらりひょん。

「っておいそこっ！　またいつの間に入ってきやがった！」

「うっきゃぁ！　私のパンツに何すんのっ！」

　俺とライカが同時に叫さけぶ。しかしぬらりひょんはまったく気にせず、大きな後頭部をぬるんぬるんさせながら、パンツを持ち去っていこうとする。

「さてさて、どうしようかなぁ。うひひ」

「ちょっと、今うひひって言ったでしょ！　うひひって！」

　ジジイのよからぬ笑い声に鳥とり肌はだを立て、ライカがぬらりひょんを捕つかまえようとする。だが、もちろんやつは捕まらない。ライカの腕うでに抱かかえられるたびに、その腕をぬるんとすり抜ぬけ、大広間をうろうろするばかりだ。

「いいぞ、ぬらりひょんの旦那！　そのまま逃にげ切っとくれっ！」

　トラがぬらりひょんに声せい援えんを送る。ビキニパンツがなくなれば、もう手土産はチャラってわけだ。だがそこへヤエが、新たな一枚を懐から取り出した。

「えへへ、実は真っ赤なビキニブラもあるのですっ」

「うにゃぁぁぁっ！　ほんと許してっ！」

「許しませんっ！」

「頼たのむよ狸っ！　いや、ヤエ様っ！」

「ほほー、やっと名前で呼びましたね。トラにしては上出来なのですっ」

　自分もまた名前で呼びながら、ヤエはニマ～ッと笑った。

　まあ何だ、やっぱり仲がいい……のかもな、こいつら。

「よし二人とも、もういい加減仲直りしとけ。このビキニブラは俺が回収するから──」

「だからコハクっ！　何でいちいち私のビキニをポケットに入れようとするのっ！」

　刹せつ那な、第二のチョップが俺の脳天にめり込んだ。くそっ、あとちょっとだったのに！




　その夜は、駆かけ落ちしたあの日と同じ形の月だった。

　俺とライカは、何となくダンジョンの外に出て、一いつ緒しよに空を見上げることにした。

　ひと月前と違ちがって雨雲もない。月明かりが冴さえ渡り、森の中を青白く照らしている。

「たまにはいいよね、こんな夜も」

「ああ、たまにはいいよな」

　並んで月を見上げ、俺達は囁ささやき合った。

　この異世界に来て、かれこれ二箇か月げつあまり。妖怪にまみれた非常識な日々を送り続けている俺にとって、こんな夜はとてもありがたかった。

　明日あしたからもまた、始まるんだろうな。勇者を目指して奮ふん闘とうする、俺とライカの、やっぱり非常識な日々が。

「ライカ。これからも頑がん張ばろうな。一緒にさ」

「うん、もちろんっ」

　俺が言うと、ライカは笑え顔がおで頷うなずいた。

　──そうだ。あの夜の続き、言うべきかな。

　ふと、そんなことを思う。駆け落ちしたあの夜、二人きりで交かわそうとした言葉。その続きを今ここで……。

「なあ、ライカ」

　そう言って、俺はライカに向き直った。

「なに、コハク──？」

　ライカが俺を見つめ返す。言葉とは裏腹に、期待するように揺ゆれるその瞳ひとみを前にして、俺はついに、駆け落ちの夜の続きを口にした。

「ライカ。俺がお前を──」

　……告げようとした刹那。どぅっと、風が鳴った。

　その風に合わせて、ふと、ダンジョンの奥から陽気な腹はら鼓つづみの音が聞こえてきた。

「たんたんたぬきにタマがない～♪　ヤエちゃんはとってもタマらんちん～♪」

　ヤエだ。しかも、相変わらず下品な歌詞のマイテーマソングが添えられている。

「……おいヤエ、今それ歌うか？」

「しょうがないよ。ヤエちゃんだもん」

　俺達は苦く笑しようして口を閉じ、それから再び月を見上げ始めた。

　聞こえてくるのは、ヤエの腹鼓だけじゃない。おとろしが笑い、トラが鳴き、青坊主が経きようを読む。トイポクンペが戯たわむれ、茂しげみの中をガサゴソと野の槌づちが転げ回る。彼方かなたには、手洗鬼がそびえ立つ──。

　この異世界は妖よう怪かいだらけだ。決して二人きりの静かな夜じゃない。

　けれど俺達は、今夜だけはそんなつもりになって、そっと手を握にぎり合った。

　お互たがいにちょっとだけ、力を込めて。
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　あとがき







　こんにちは。東あずまです。このたびは『異世界妖怪サモナー２』をお手に取ってくださり、まことにありがとうございます。

　もしファンタジー世界に妖怪が現れたらどうなるか──。そんな変てこな題材で好き勝手にやらせていただいた一巻から一転、この二巻では、もう少しストーリー重視かつ、スケールも大きめの内容でお届けすることにしました。何しろ今回は魔ま王おうも絡からんできますからね。プロローグで死ぬけどねっ。

　でもって今回のテーマはズバリ、「望まぬ恋こい」です。お見合いを嫌いやがってコハクと駆かけ落ちするライカ。一方コハクにも、魔王軍からもう一つの恋の魔手（？）が伸のび──。さらに謎なぞの新勢力も絡み、事態は三つ巴どもえの戦いに発展していきます。

　そして何より、もちろん今回も新たな妖怪達が出てきます。いったいどんな妖怪が出てくるのかは、実際に読んでのお楽しみってことで。

　さて──今回はあとがきのページに余よ裕ゆうがあるので、ちょっと深い話でもしようかと思います。ここから先はネタバレがありますので、本編をお読みになった後でご覧ください。でも小難しい話しか出てこないので、スルーしてもらっても大だい丈じよう夫ぶです。




　今回のテーマは「望まぬ恋」だと書きましたが、実はもう一つ、重要な裏テーマと言えるものがあります。それが「コピー妖怪」です。

　この『異世界妖怪サモナー』という作品では、「妖怪と（ファンタジーの）モンスターは違ちがうものだ」という主張を繰くり返しています。ただそれは、決してこの作品独自の設定というわけではありません。事実、妖怪と（ファンタジーの）モンスターは別物です。

　では、何が違うのか。そこのところを読者の皆みな様さまに分かりやすく理解していただくために、今回はこの「コピー妖怪」なるものを用意してみました。

　異世界でモンスターの一種として誕生したコピー妖怪達。妖怪であって妖怪でない彼らは、非常に分かりやすく言えば、「漫まん画がやゲームなど、フィクション作品に登場するキャラクターとしての妖怪」を表現したものです。

　一方、そのコピー元である狸たぬきや猫ねこ又また、青あお坊主ぼうずやおとろしといった、コハクが召しよう喚かんした妖怪達は、あくまでコハクの故郷である現実世界で生まれたもの。即すなわち──ノンフィクションです。

　実はこの「フィクション」と「ノンフィクション」の差こそが、（ファンタジーの）モンスターと妖怪を隔へだてる明確な境界線であると、私は考えています。

　ファンタジー世界のモンスター達は、あくまでファンタジーというフィクションの世界で生きています。現実ではない空想の中で、他種族との絡みを意識し、それがゲームであれば攻こう撃げき力や体力を設定され、ルールを厳密に守って動かなければなりません。どんなに恐おそろしげなモンスターも、フィクションという枠わく組ぐみの中でしかその恐きよう怖ふを発揮できず、強大さを誇こ示じすることができません。

　ところが妖怪は、これとはまったく違います。彼らは「ノンフィクション」です。彼らは現実にいます。

　……ちょっと誤解を招きそうなので言い直します。妖怪というのは、「現実にいる（いた）」という設定で語られるものなのです。

　たとえ迷信であろうと、何かの見間違いであろうと、個人が勝手に創ったものであろうと、そんなことは関係ありません。狸にしろ猫又にしろ「妖怪」というカテゴリーに属するものは、空想世界ではなく、この現実世界を拠より所にしています。妖怪が出るのは現実の地であり、妖怪に出会うのは現実の人間です。たとえ一部の妖怪が、龍りゆう宮ぐうやあの世のような「異界」と言える場所の住人であったとしても、その異界は「実在した○○さんが行った」という体ていで語られます。

　ゆえに──どう足あ搔がいても、妖怪はノンフィクションなのです。

　そして、そんなノンフィクションの妖怪達を模しつつ、アレンジを施ほどこすことでフィクションの枠に収めたのが、コピー妖怪というわけです。

　例えばノンフィクションのぬらりひょんは実に無意味な妖怪ですが、フィクションであるコピーぬらりひょんは、「親玉」「海うみ坊主ぼうず」といった要素をベースに、強大な戦せん闘とう力を秘めた怪かい物ぶつとして登場しました。このコピーぬらりひょんに限らず、様々な妖怪物の作品の中で、ぬらりひょんが高い戦闘力を持った妖怪として描びよう写しやされるのは、それが「本来のぬらりひょんをベースに創られた、フィクションの存在」だからです。本来のぬらりひょんは戦いません。単に後頭部がでっかいだけの、よく分からない変なお爺じいさんです。

　そういう意味では、コピー妖怪というのは、ある種真っ当な「妖怪キャラクター」であると言えるでしょう。ただし「妖怪」ではありません。なぜなら彼らは、異世界ファンタジーというフィクションの中のルールから絶対に抜ぬけ出すことのできない、ただのモンスターなのですから……。

　しかし一方で、妖怪というカテゴリーを与あたえられた彼らには、モンスターではなく妖怪としてしか生きる道がありません。……この辺もまた、フィクションにおける「妖怪キャラクター」の実情を反映したものになっています。

　……とまあ、長々と語らせていただきました。はい、スルーはここまで。




　では最後に、いつもの謝辞をば。イラスト担当の日向ひゆうがあずり様、今回もありがとうございました。方ほう相そう氏しの件ではご苦労をかけてしまいすみません。悪いのは石せき燕えんです（え？）。

　編集担当のＯ様。今回もお世話になりました。「狸と猫の喧けん嘩かが見たい」とかいう河かわ鍋なべ暁きよう斎さいばりのリクエストがあったので、頑がん張ばってお応こたえしました。お喜びいただけまして？

　そして何より読者の皆様。ここまでお付き合いいただきまして、本当にありがとうございました。この『異世界妖怪サモナー』を通じて、ちょっぴりとでも妖怪に興味を持っていただけましたら幸いです。

　奥が深くて実に下らない、妖怪の世界へ──ようこそ！





東　亮りよう太た　　


















カバー・口絵・本文イラスト／日向あずり

カバー・口絵・本文デザイン／株式会社ケイズ（伴 勝／菅田玲子）

口絵・本文デザイン／佐藤 修










異い世せ界かい妖よう怪かいサモナー　～ぜんぶ妖よう怪かいのせい～２








東あずま 亮りよう太た
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